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I 調査目的

タイ、マいーシア両国に袋け 閤する研究吠祝裏よび研究体制を調査し、同部匹つい

研究項目等匹つい''!火戸 3 r..io 

且 調査者

農事試験場環境部虫害第 1研究室長

東北農業試験場栽培第 1部

湖山利篤

日高輝展

（現農事試験場技術連絡室）

皿 調査日程

3月20日（月） 10.30 東京羽出空港発

1 6.4 5 バンコック

3月 21日（火） 9.00~14,00 日本大使館訪問。川ロー等喜記官の案内匹より大使唸公使・参事

官匹挨拶。

15.00~17.00稲作保護研究センター訪間。害虫研究主任のタノンチット博士忙

挨拶し、日程佼ついて相談。

3月22日（水） 9.00~16.00 稲作保護研究七ンクー尻おいて、 タノンチット博士と、 夕4

国匹おける水稲害虫匹関する研究の現状、将来の問題点、日本技

術者の受入れ態勢、研究課題と内容、受入れの方法匠関して懇談。

また、施設について、研究所内部見学。

3月 23日（木） 9.00 ~ 10.00 タイ国米穀局を訪間。 サラ局長、タノンチット博士、湖山、

日高の 4名で、日本技術者受入れの場合共同研究匹関してはよろ

こばしいとの発言があった。

11.00~16.00 稲作保護センターを訪間し、更匹具体的に細部匹わたつて

タノンチット博士と懇談。

3月 24日（金） 9.0 o ~ 1 1.0 o EC  AF  Eの農業部を訪間い山下部長四挨拶。

3月25日（土）

1 LOO~ 1 6.00 日本大使館を

報告暑作成

し、経過を

3月 26日（日） l 4.4 5 バンコック発

17.25 チエンマイ着 サンパトン農試職員の出迎えがありホテルまで送

られる。

3月 27日（月） 8.0 0 ~ 12.0 0 サンバトン稲作試験場を訪問。

稲作保護センターの分場として新しい建物があり、病由虫の研究

か昭和 40年度から開始された。

害虫研究者としてプッベ襄、病理担当のウボン嬢より、サンパト

ン試験場での研究の現状、運営、チェンマイ地方での病害虫発生
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状況等について説明があった。

l 3.0 0 ~ l 7.0 0 場内、圃場等見学。

3月28日（火） 8.30~17.00 サンバトン農試のジープ匹よりv・ッパ、ウボン両嬢の案内でチェ

3月29日（水） 1 0.4 5 

ンマイより lO KmO:Jサラピー地区、ま

ランプン（チェンマイより 50 Km)を巡回し、二期作の苗代、

本田初期を視察した。病害虫の発生状況を詳細紅調べることがで

きた。

チェンマイ発

12.5 5 バンコック着

1 4.0 0 ~ l 6.0 0 大使館を訪問し、川口書記官に概況を報告。

17,00~21.0 0農林水産技術会議（紙谷技官、大城事務官、戸谷技官）一行と逢

い、 20日~2 9日までの経過を報告し、今後の打合せをした。

3月30日（木） 9.1 5 バンコック発

11.2 5 ソンクラ盾

l 6.0 0 ~ 1 7.0 0 バクデイ博士 （稲作保護研究・学習センター主任）匹挨拶。

1 8.0 0 ~ 2 2.0 0 夕食後再びパクテイ博士と会談し、 4時間に亘つて、タイ国全

体の病害虫発生状況、稲作関係、日本技術者のうけ入れについて

の懇談を行なった。

3月31日（金） 7.00 ~ 15.00 ソンクラ発、パタルン稲作試験場を訪問。本年 3月完成した稲作

4月 1日（土） 11.5 5 

保護パクルン支所を見学。研究者はまだ着任していない。稲作部

主任より、同場の研究内容四ついて説明があつた。 l5時ゾンク

ラ焙。

ソンクラ発

13.15 マレージャのペナン着。

コロンポプランの川上潤一郎氏と、プキメタヂヤム地方主任農業

部長のリムの両氏の出迎え紅より、メトロポールホテル泊。

4月 2日（日） 8.0 0 ~ 19.0 0 リム氏 (ASSI. S. A. 0)の案内により、ケダー州所在のプン

ボゾ）マ研究所を祝察。完成したはかりの新建槃で、研究者 20名

以上を収容する予定。圃場は地均らしが行なわれており、、~泄t設

備を有し 2期作は可能。

さらに、アロルスクーの稲作斜験場を訪問し、主任のゴォ氏、スラ

ム氏、およびレオン氏より試験の内容、病害虫の発生状況の説明，

があつた。

アロ）レ双一よりプキメクチヤム紅向い、同地のレスヽトハウスに泊

る。

4月 3日（月） 8.0 0 ~ 12.0 0 プキメタヂヤムよりプキメラ農試を訪問。川上氏ならひ匹プキメ

-3-



ラ
/

ルテイ 、盲：農試研究の

~7 , ~o 

~1  

0

0

 

0

0

 

重

＾

0

8

 
¥
 ＜
 

ー
／i
,
 

(
¥
 

．

．

 F} 
4
 

月4
 

l LOO~'17.00 ノぐリプンタ着

4 月 5 日（＇~ が） l 0.0 0 

1 4.0 0 

4月 8日（士） 1 2_3 5 

え~ズミの

ムしこ泊るぐ

キメタヂ

プキメ々デヤム発

て

レ..,¥ }ハウス泊。

プえメダチャ

-l)式明が忍、、った。

ものであ-"ーし

とを証叩し、なわ丈験継続中てある()

ここの主任且リム氏てあるか出張で不在，ぅ

発出夕ンブリ"‘
 

ま
＇
ク

11.00~12.oo 再ひプキメラ試験場で、 .ii

祝明があった。

l 7.2 5 ペナン空港出発

l 8.3'.1 クワラルンプー

20.00~22.00 円

4月 6日（木） 8.0 0 ,_ 1 2.0 0 マレージ

14.00~16.00 

4月 7日（金） 8.0 0 

クワラルムブー

ギ~コヽ, 

。同日汀フ

氏より冷， パリプンタ

（州立、）

ヤ

（ペナキゾトメラ）忙ウ，,,! ピス匹よ

パイであるこ

と会見した()

より な

会い、斎和過を報告しだ。

増井曹記官匹経過

日本より害

ヤに派遣言れると因はよろし〈

ホ-こ
!--"" 

レーシ

ホンコン経由

4月 9日（日） l 11:10 羽田

N 調査結果
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〇派遣に関する問題点
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とし-こは防除厄閲＂，!［した

9こついて：

を話

(/_)研究は興味があり、最初それ応

るここと立たろう^

を行なった。

迄
de
 
s
 
a
 

，
い
よ

行して裟り、翌た、 F.A.O,のフうム氏応同

り高度のものであん。したJ.'.,,::;,て、

？
ふ

4

、ペ力

ィネジントメタマパエ (gall midge) 

のタノンチッ

プラ

厄しい"

なも

を進

究を

調ぺ定め

稲のメイチユウ屈ついて

応つい

る

タノンテッ臼氏笞と

プラム氏は休暇中で会うことができなかつた。

なわれて芦り、

ついて

メイチユワについて研

究を開始するとすれは、サンカメイチュウと、他の別種 (Chilotraea polychrys 

が適翌か2:考える。その内容は、世代の重なり

中間寄主植物＼ 訳

乾期匹おけ

おいて行なう必歿があろう。目標としては綜括

的防除法の端緒を得るためということ忙左ろう。

しては扁害虫の生態的研究というような）＼諜恙｛心設定も考えらず｛、派遣される研究者G')自

由採択の面を乙こした臼.うかよいかも知れない。

(3) 研究場所： ／ンケンは研究を進めるため紅は、設偏もありタイ国全体の害虫情報を知るために

も、他の研究者との接触、交通その他の面了忌好都合と考える。

チェ /・c,イは物価も安定し、とくい｀圃場での生態研究匹は都合かよいが、

る。

ある。

マレージア国

(1) マレー／了国のチュ~ ウ ホウ氏、 メ コルデ

i,3 



ロル、スタ ゴオ氏より として次のよう（こ要

約される。

らの害虫専門家のうけ入れに関しては全く考えていないようであり、今後の成り行

き匹期待されよう。

2)稲作害虫侭関 害虫の種類別匠現場での生態学的の研究、防除の研究が行なわれるべき

であり、 2年以上経続して研究されなけれはならない。

3)稲作害虫としては、ニカメイチユウが中部マレーvc発生しその害が増大しつつあるので今後の

問題点であろう。

4) タイワンツマグロヨコパイがウイルス媒介昆虫として証明されたがこの防除法匹関しても将来

の問題点である。

つまり、害虫研究者としては稲作害虫研究の促進、発展を切望しているけれども、マレーシャ国

としての日本研究者（害虫専門家）の要請段階注で匹いたつていないと考える。

(2) 研究湯所： ブンボンリマ（北部、ケダー州）研究所駐在がよいと考え、バターワース匹宿泊し

通勤することとなろう。物価も安定しているが、自動車所有の必然性を考慮すべきものと考える。

2 各試験場の概況

(1) 農業省米穀局稲作保護研究センター昆虫科 バンコック市バンケン タイ国

研究課題

1)イネシントメタマバエの生態と防除匹関する研究（プラム氏）

l 9 6 6年匹は、クイ国内における分布、生活史、被害およ団坊除法匠ついて研究した。し

かしこれらは研究途上匠あり結論はでていない。将・来の課題としては、本虫の発生と気象要因

との関係、水稲の生育時期と加害との関係、寄主雑草での発育調査、本虫の生息密度匹袋よぼ

す天敵の影響、および殺虫剤匹よる防除など匹ついて研究推進の予定である。なお、網室でイ

ネおよび雑草匠おける累代飼育を行なつていた。

2) ウンカ、ヨコパイの生態と防除に関する研究（リワン氏）

水稲害虫として重要な 5種を発見、 特にイエロウオレンチウイルスの媒介虫で

あるツマグロヨコバイの 1種を最も重視している。殺虫剤散布回敏と減収との関係、水稲品種

と力疇程度、水稲以外の寄生植物など侭ついて一部調査した。今後は、本虫およびウイルス匹

よる被害と移植時期別芹異、生息密度とウイルスの発生、および殺虫剤防除など匹ついて研究

推進の予定である。

）メイチュウ類の生態と防除匹閲する研究（タノンチット氏）

メイチユウ類の発育ステージの分類、誘蛾燈匹よる発生消長調査（全国 18ケ所）、分布を

明らかにし、特紅サンカメイチュウの発生消長を地域別匹調査した。今後は、粒剤匹よる防除

法についてさらに検討の予定であり、乾期匹翡ける発生状況、生息密度の推移、水稲品種の抵

抗性、大量生産など匠ついて研究を進める予定である。

研究設備

-6 -



ない。昆虫研究者は lq 

をそかぞれ担当している。

などで研究化必要な られてい臼研究

ょろ防除なと0分野

(2) サンバト タイ図

1 } る研究

ここでは受励品種としてニア／サンパトン、ガ/バイ l5、ダソリア >'88 

行なつて、祈屈種の育成瓦つとめている。

2)技術部： 昆虫、植物病理苫よひ肥料の分野がある()

昆虫科 メイチユウ類の生態と防除匹関する研究

誘蛾燈匹よる各種害虫の発仕消長調査、一年間を連しての水田仮．

）匹よる防除試験を行なつている。

サンバトン地方はタイ国で附 2期作の非常匹盛んなところである。

こ 畑苗代および本田

ある。各

クタールI(こ及んでいる。

を調査したところ、苗代

多数発見呑れた。ま

サンカメイチユウ幼虫の被害が 2~3 <1/o程度で、卵、成虫など

ウンカ・ヨコバイ類の威幼虫も多く、被害葉が目立つた。本田ではイ

ネトゲト

その他

く認められた。 2

センター匹属す

が配属されている。研究室げ第

所有している。

8 加ー—ー→一

9 8 11/oか完了していた。

2仰前瓦紐設され、病理八只虫 1

2陪碑てである。圃場は 30ヘクターJレ

者 20 られて~いる。

調宜至 I I研窄索 I 研

27勿

研究宇

1 階

第 1図サンバト

(3) パクルン稲作試験場 タイ国

研究課題

研究室 I研究l,;

2 階

-7 
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貪 る研究

こC地方ではナソバ合 l;:J 2、いオ

3 9 8 6号も祈品紐として採用され

令戸などを主とし凸種改良

5 2などか奨励品種として使用され、主たタイマ

と

に研先！ダてい イ壬：チ病応刈する

祠｛こうし1みなとか間饂となご）ており、またセンチュウ (Ditylenchus

s p,)匹よる被実も目

2}戌戸罰 病苫虫伍窄室はサ 卜 ゞ
も したは力;りで、研

西
九 であつた。 1期作のはじま

圃場は 24 0ヘクタール、

度る。

(4) ブンホャン

は と3 4 4名の人

研究センター〈 マレーシア

を

したばかりで研究者はいない。今年度から、水稲四関するすべての研究分野（万スタ

のセンターとする訂面である。 2階建てで合計 50の研究室があり、t 名1J2 O~  

0名の研究員を配属予疋である。

Km北東の位置にある。

l O 0エーカ している。パタワースから 2

(5) テロチェ Cシガイ アロスター父マ v-ジア

水稲 閲する研究

この地方ではマリンジャ、マジユリ、 リア (rn-slな れている。

とめている。

対して弱い。この地方では、ツマグロヨコバイによるペニ

ヤキットメラウイルス病の被害が甚大である。また、メイチユウ類もかなり発生が認められ

交配左どを行なつて

る。防応クモヘリカメム、ンも大発生し甚大な被害を与えるときがある。

その他 5名の研究者と 20名の業務者からなる。

なわれて（、ェいない。しかし、圃場の中央部 lO a 

5 0ヘククール。 2期作は全然行

祈系統の育成試験を行なつて

(6) プキメラ

は はない。

プキメラ、マレ-・、ンア

研究課阻

水稲の育種匹関する研究

く、品質が良〈、耐肥性があり、短科でしかも耐病性のある品種の育成を目標尻し、

栽培、病理の各専間家が研究を進めている。

特に、いもち匹対しては畑苗代でのヌクリーニングテスト、いもち抵抗性品種の育成四つと

めている。

・-8 -



グロヨコパ4 ム ツトメ ィ，

こ（こでは竺ベニャキ

とげ成］刀したが、さら応式験を進ぬる~＾『定でいるぐぺご~ ヤキソトメラ イルス

)、
寸
i

3

打ッ々

ず

面から研究をす‘へきたとしてい

メイテユウ類の発生も

も埒〖大発生して被害を与える。

その他 この地方は 2

よるも(〗[ある。ぎた、クモヘりカメムシ'

われていた。 はこ

4 0ニーカ...程度、マリンジャ

はない。

(7) パリブンタ

研究課題

l) ツマグロヨコバイ［こよるペニャキ；；トメラウイル

ここ ツマグロヨコハイがたしか瓦ペニャキットメラウイル

者であることを証明する実験を行左つたJ

育し、保毒虫託よる感染磯作、ウイ八

に関する研究

を ツマグロヨコパイを飼

など匠ついて研究をすずめている。

剤紅よる防除試験も今後行なう予定でいる。

その他 メイチユウ類は誘蛾燈侭よる発生消長調査と BHC粒剤（（こよ

いる。今後、稲の生育時期と加害・滅収との関係など調査すべきだとしてい

(8) マレージア農業省昆虫部 クワラルンプー

したとおり、

マレージア

としてはメイチュ ウンカ・ヨコバイ

を行なつて

カメムシ

類などの加害が目立つている。特紅、マし9ージアは水稲害虫研究者が少ないので、

れの専問家を養成しだい考えであった。ここでは、水稲害虫を研究している人はいな

年の水稲害虫の発生・被害状況など匹ついての賢料はここ匹全部集められている。

昆虫標本・害虫標本・文献などかなりのコレクションがあり、主た、研究設備もよ〈ととのつて

いる。農業省から、害虫（水稲害虫以外のものも含めて）紅閲する出版物・論文が発刊されている。

それぞ

毎

3: タイ、マレーシア両国における稲作害虫研究状況

(1) タイ国tておけるウンカ・ヨコパイ類の研究の現状

現在リワン氏がウンカ・ヨコバイ類の研究を担当しており、 、年度（昭 41年）の要約と、昭和

4 2年度の計画の概要は次のとおりである。

l) ウンカ・ヨコパイ類の種類

タイ国内の水田内、問辺で発見されるヨコバイ科とワンカ和は 12 0種匹及び、長谷川技宜忙

送付されて同定中。20種は稲を食害して稲で繁食（その中 l0種は稲だけ）他の 20種は稲から

採集されている。重要な種類は次の 5種である。

a) 、；；マグロヨコパイ類（ツマグロヨコペイとタイワンツマグロヨコバイ）

b) イナズマヨコバイ

-9 



に:J r、ど.,;; 

d) rビイロワソカ

ogat炉： i,a f1.zrcifere と: S.fo,mosell位）

イが最も あつて、 元当り 30 0 

り11 1レス病を発生させていた0

‘,J 
a
 

）
 
2
 

（セピン 85"/o W.P.} 

' -'  l 3回散布区I発生量の多い時だけ散布 (4回） I無 散 布

ha当りの収量 (K11)I 4 6 8 0 Kff 
1株平均桐数 I 12.07-

-i]j一直はり l _ ---三
（注） 無散布区はウイル

b) 

4130 

l L50 

2,0 3 
――― 

710 

8.00 

1.7 3 

し10日程度収穫期が霜〈れた。

ラミー氏紅よつて施行され、 (3

1回）施用度2~3週間は有効であった。

C) ヨコバイ、ウンカ類匹対する稲品種耐虫性比較試験

BHC、セビン、苗代 1

1 0水稲品種侭ついてヨコパイ 対する耐虫性をみたところ、 PI 6 2 8 5とカンハ

イ 4lが裔い密度のヨコバイ忙耐え、カオパンドン 8は減収した。

d)稲の移植期とヨコバイの被害・イエロウオレンジウイ）レス病発病との関係進行

e)中間寄主植物

ツマグロヨコバイ匹対する中間寄王雑草としては Echino c l o a co lo n um, 

Digit ariasいとElausine indicaが自然条件下で食餌植物となる。

3)昭42年の研究目標

a)セピンの散布冗ついては 3~5回で充分な

他の薬剤を加えてくりかえす。

b) セピンの散布とセピン粒剤の水面施用との比較

C) ソマグロヨコバイの媒介匹よるウイルス病発病との関係を 10-20水稲品種を供試して圃

あったがダイアジノン、 テイメクロンその

場実験化より確認する。

d) ウイルス紅よるものと、ツマグロによる直接加害匹よるものとの減収を区別 応知るた

め、ウイルスの発病か少なくて、ツマグロの多発するチエンマイ、 コンカエンで試験

゜

(2) タイ国に蒻けるイネンントメタマバエの研究の現状

現在プラム氏が標記を課題としてぶり、さらに、タイ国の昆虫主任のタノンチット氏とその

4~-~5 名か飼育と同時｛て生態を調査中である。

1) イネジントメクマパ工 Pachyd i pl o s is or y z a e Vvo o D-Ma son の分布

1 8 8 0年紅インドで発見、ビルマ・セイロン・中国・インドネシャ・タイ・ラオス・ベトナ

--10-



・ナイセ，）ヤ・スーダン・カメルン 。夕 1国内

チエンマイ冷テエンラ4の西部や冷最近ナヨクiて発生している m

2)生態

と〈紅ウボン匠

8月上旬に発生、 l ~4日生存し、 30,-.,aou卵を椙体各部氏、h とさ氏は水由V(さえ

産み付け、 3~4日で孵化する。幼虫は稲の芽如組織匹穿孔潜入し、摂食分泌物によ

ga 11を生じ、また、堂や穂を形成する組織の場合ては、ここか破壊されるたの穂は発逹しない。

幼虫は 6~30 日後クマネギ管状gall内て鮪i化し、 2•~--8 日間で成虫となる。蛹は管内を登つ

て健全組織の境介まで達し、ここ匹小孔を穿つて羽化を待つ。

第 2世代は 9月上旬からはじまる。以後中間寄王雑草と思われるも不明である。

本種による穂の消失は 10 Oa/oVC及ぶ。かつて、ウホン地区の農民は土地をすてラオ

したといわれるほど大発生時の被害は惨状をきわめる。

3)防除

水位の上下、植付期の変更、誘蛾燈、耐虫性晶種、稲株、雑草の除去、施肥と

使用等は効果がなかつたといわれる。

現在の防除法としては滲透殺虫剤粒剤の使用匹焦点があつまりはじめている。

4)今後の研究課題

殺虫剤の

a) 自然条件下での完全な生活史を明確匹しなければならない。とく 1(久気温、雨、高い湿腹は

本種の発育匹必要である。これらの気象条件は発生量、消長匹重要な影響かある。また稲の生

育期で最も加害をうけ易い時期があるらしいので、この時期の決定が重要であろう。

b)中間寄主雑草の探索。

C)天敵とく匹寄生性昆虫に関しての研究が必要で、雑草から発生する・ンントメタマパエの近似

種匹寄生する天敵との相互関係も研究しておかねはならない。

d)滲透性殺虫剤を施用したとき、稲体内匹おける本剤の移動や、残効期間の決定匹関しての研

究が必要である。

(3) タイ国におけるメイチュゥの研究

稲のメイチュウ頴についての研究はタノンチット氏か主管し研究をつつけており、畑井技

官 (F•A•O) の指示匹より昭和 4 0年より誘蛾燈を各地化設置していることと、薬剤匹よる防除

試験、生態研究匹重点をおきはじめたことが特長と考える。

1)サンカメイチュゥ匠関する予察燈の成績

1日当りの誘殺数匹よつて 17地点の発生密度を月別匹比較している。 10月匹最多を示す地

区は 7地区、 1 1月匹最多は 5地区、 1 2月は 4地区、スリン地区は 3月iて最多を示した。ま

た、年間を通して昭和 40、 4l年とも多発地に (1日平均 5頭以上）はサコブコン、クロンラ

ナン、スリン、ピサヌロク地区であった。

2)薬剤試験

圃場試験匹よつて、散布と水面施用の試験を施行しており、主として収羅匹より、散布時期、

有効薬剤を判定しようとしている。昨年供試の薬剤名はベイジット 5 0% E。C、

-11--
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研究が必要てあろう。

レージ了国応ぷけ

l) 

リアン地区匹 5

ラウ、 l月冤 2月、

こ マラヤメイチュゥてある。

2ケ所『C2焙が

、チチセロン、セリンジン、ク了ラク

減少するが、 l 0月か してくるc

れマ~いる。両Iヌともタンジョ

であり、サンカメイチユウ

が目立ちはじめたという。

2) 

り、＝カメイチュ~ ウも混入し、ニカメ ウの加害

パリブンタでリム甚，tびゴオ トメラ ルス病がツマグロヨコ

侭よつ されることを証唄｛へ 保毒虫桑筐関してのボッ卜 してい

。
ヽ
‘.J

る

"‘) 

/
9
 

i
 

として従来ょ~ りチオダン，ハスFl5 8, (シンバンチカ），フォリ

チオン（チテ七亡ン）， セピ~ ン，テロドリン（パガン七ライ）， ロゴル 40 47300(テチ

七ロン） されていみ

昭和42年ではアロ Jl, スターて BH

う予定である。

チ七ロン
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I 調査目
野ネズミ関する研究のために、

査し、併せてその場合の研究項目、

}

i

 

,~' 
とごる

.. 
令o

I 調査者
林業試験場保護部

同場

1研究室長

北涜道支場保護部 樋

田川龍男

口 輔三郎

眉 調査結果

1. カンボデイアにおける調査

(1) 調査日程

3月19日（日）

東京発 プノソペン着空港にて大使館中川書記官に面会。

3月20日（月）

大使館にて中川書記官と旅行日程などについて打合せ後、カン沢デイア政向農業局に挨拶に行っ

たが、局長究研究部長が不在のため庶務課長に来意をつげ辞去。 カン予デイ こ
t:~~ 

、9”}ii 
屯
口

寄ったが、部長のホー• トン・リップ氏が不在のため、技術会議よりの印刷物、ネズ':に関する文距

して帰館、なお農学部は設立まもないため設備の充実を計つている段匿であった。

夕刻より内山技官の自動車に便乗して、バッタンバン州トウル匂サムロンにある日本ゥカン沢デ

イア友好農業技術センターに向う。

プノソペンより約 35 0キロ 同夜半に到着

センターに宿泊

3月21日（火）

日本側代表平野技官に会い、センターの現況についてぎぎ、ついで所長のノン・リムホー氏に会

い、ネズミ被害について懇談したところ、同氏はこの対策について非常な勁意と輿味をもち、カ

ンデデイアでも 19 6 6年より「ネズミ・キャンペン」がはじまったとのことであった。また、沼

月庄己技師のマ 1ノージア派遣を奸つていた。

ネズミの在外研究員の派遣はとくに望んでいた。なお、平野技官によると、カン十デイア政府は、

ネズミの害について哨極的で、専門研究員の受入れを要請しても拒否していろとのごとであったQ

午後より実験水田の調査を行い、夕刻より持参した燐化亜鉛剤の散布と、ワナかげを行う。

実権水田における被害は、 3号」に集中しマ多究し、約 40 o,/Jに達し・tいた。このため実

験データーを得ることすら不可能な状態になつている。これについては、国際稲研究所 (I.RRI 〗

より入った Mil-forの被害がいちじるしく、約 20~30%と推定された。これに反して、在来

種の被害はあまり目立たなく、実験にも支障ない程度であった。この対策として、日本側研究団で

は1匹 5リエル（邦貨 30円）で買上げ、駆除を行つている。

現地の作業員は夕刻より竹製のワナを仕かけたり、夜半にャスで突いたりして捕獲しているo被

害は 3月6日ごプ）よい集中的に発生し.. 1府に (3月13日)6 0匹を捕備した（応ヤ
`
/
 丁＇_̀{ f 

%-



匹に

るかち

るがこ令

ま

とであ

凡且竹であるため、 3月になる

ら、

3月22日（水）

旱朝より

このヘビ

より

ぎなかった。

ギ＾ユ~ リに

に

屯の 3匹を認めた。ごの殺

1 0か所においたものである。この例よりみで入燐

いことが推測されるから、本吝1jの利用は有効と

宴はモノクローも剛唸ナトリウムで駆除したところ、多くの応ネコ、タカなどが死亡したので、

おワナ

して重要である。

l O 0 

もほとん

1

、
~ふ

、ヤ
＇ 
9
i
 

4, 5 

られる。

より

来るので｝式なかろうかとのことである。

され、前日

たトウモロコ

ぎてベネズ

し

は雨

てくるか

よって

し

）もかなり集つてきている。

ネズミをl:<哺えるとのことである。

ところ、乾期の水田地帯には、まったく生息を認めることがで

トンネ，むがあり、スイカなどのウリ類に被害を生じていたoナスと

の時期におけるネズミの生息環境を究明することは、

るのが認められた。

もつ屯のである。 らく、 どの周辺にある低湿地に集合してい

るのではないかと考えられる。

ち、ドプネズミに近い種類である

水田はそ し、

水辺を好む傾向が認められるから、

ここに集るのは当然である。

これに反して、雨期作には袖者の条件が緩和されるので、被害が集中しないものと思われる。な

ぉ注り順昇種の正確な柿名が不明なので唸数匹をフォルマリンづけの標本として持ち帰えることにし

た。

あとに述べるタイ国南部とマ V~→→ジアにおいては、雨期作においても甚大な被害を生じている。

こい相異がネ文ミ

ばならない。

3月23日（木）

乾期作地帯であるジエム・リアップに木村技官の自動車で向う。この付近は用水に恵まれ、乾期

よるものか丸 よるものかについては、将来の研究に待たね

作が可能である。ネズミによる ているが、農業センダーほどではない。これは、作付

ネズミが分散するためか品種が在来種であるためなのかは不明である。この両地域

おけるネズミ対策に重要であるo視察後、パスにてコンポ

チヤム州トウル・プレアに向う。約 30 0キロ、 8時間を要してコンポンチャヤムに到着し、同

地泊o
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3月24日（金）

メコン河を渡り冷 日本、カンぎデイア友好畜産センターに向う。センターにて及JI

の日本側研究員とネズミ被害について懇談したが、予想してきたトウモロコ

ほか 4名

の

ことであっ迄ただ、畜舎とくに飼料調製室の加害はいちじるしいとのことである。加害種はハッ

カネズミ丸数匹を捕獲し鯰このほか、 ドプネズミ属のものを一匹捕えたので標本とし

えった

よる。

センクーの場長は空席のため、次長ケエン．サワン氏に会い懇談したが、ネズミに関する

得られなかっ

なお、同氏は 5月 l0日に来日し、家畜衛生試験場に 6カ月留学するとのことであった）

畜産センターの畜舎と宿舎は、ジロアリの害がいちじるしく、ここ 2.3年のうちに倒壊する危険

にさらされているので、至急に対策を講じる必要にせまられているとのことであった〕

プノンベンに帰羞3

3月25日（土）

大使館にて中川書記官に面会し、視察の概要について説明して辞去し、バストール家畜衛生試験

向う。技官の案内にて見学し、昆虫部にてネズミの標本を調査したが、専門家がいないために

種名はあぎらかでなかったそのなかに台湾産・ハオニネズミに近いと思われるものが含まれていた）

3月26日（日）

プノンペン発、バンコクに向う。同地泊

(2) 在外研究員の受入れについて

政府当局は消極的であるが、農業センターの場長は歓迎するとのことであっ尽3

(3) 施設その他

研究施設は完備しているからその 1部を借用すれば可能である。ネズミの飼育に適する独立家屋

も空室になっているものがあるので利用できる。宿舎は目下漕室である。

現地人でネズミの捕獲に従事しているものが 3名雇われているので、野外実験には補助として使

用できる見込みである。

(4) 研究上の問題点

農業センターの乾期作におけるネズミの被害防除は急を要するものと考えられる。

在外研究員のテーマとしては、雨期と乾期におげるネズミの生息環境と移動、繁殖時期、イネの

品種別被害発生度、同一品種〈台南 3号）における「、同期作と乾期作の被害度を相異させる要因に関

する研究、被害をおこすネスドの種名の決定などがあげられる。
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2. タイ国における調査

調査日程

3月27日（月）

大使館にて川 面会し、旅行日程に

国産ネズミ類の標本を調壺す。おもにコプラの

3月28日（火）

パスト て

より検出したもので、 2種類が認められたo

パンケンに向うo川口書記官の指示により帝室林野局 (ROYAL 町OREST DEPARTMENT) 

を訪ね野生鳥獣課(WILDLIFE SECTION)の課長ポン・レング (PONG L図NG)氏よりネ

ズミの被害発生地域、研究に適した場所、時期について尋ねたところ、イネ作地帯では何処でも発

生し、雨期作地帯では 9~l  2月に多発するとのことであった。

加害種はRATTUS RAJAであるという。

クイ国においては、野生鳥獣の調査と狩猟は林野局の所管になっているが、イネなどの農作物の

被害については、あまり調査していないとのことであったo在外研究員の派遣があるならば、積極

的に協力するとのことであったo局長、部長が不在のため面会できなかつた。

隣接の稲作保護研究訓練センター(RICE PROTEOTION RESEAROH AND TRAINI-

NG CENTER)を訪ね、昆虫部長タノンチット (TANONGOHI T WONGS IR I)氏に面会した

ところ、在外研究員の受入れは両国政府間において話合う問題であるから、ここでは話合いたくな

いという発言があった。ただし、研究者としては受入れを歓迎するとのことであった。これは前日

に昆虫班との懇談があったためか、やや警戒的であった。

同氏によると、タイ国ネネズミ被害はイネの作付面積のほぽ 30 %におよぷとのことであるo被

害は南部地域に多発し、北部では少なく、雨期作の 9~ l 2月に集中的に発生するとのことであっ
た。これについての対策は、研究もされていないし、防除も行つていないので、日本からの在外研

究員を歓迎する意向であったo

施設はきわめて良好であるが、すでに手狭になつていて研究室には余席のない状態である。視察

後、同じ構内にあるカセサート大学の見学を行う。バンコック泊

3月29日（水）

林野局鳥獣課長の案内によりバンプー付近のャッ被害林の調査に固うo バンコックより約 60キ

ロ南方にある海岸沿いの 2期作地帯にあるャッ林で、ここではイネの収獲後にヤジ林にネズミが集

り、その実を食害するとのことであったo ヤジの種類はココナットであるo被害の程度は 20~

3 0佑におよんでいた。

なお、この地域には大小 2種のネズミがいて、ャジに被害をあたえるのは、小形な種類であると

いう。 1匹を捕横し、ホルマリンづけとして持ち帰ぇった。バンコク泊

3月30日（木）

バンコック発 チエンマイに向い、 10時 10分同地箔o 午後、サン・バトン試験場を訪ねたが、

場長はバンコツクに出張中のため農場主任ダクト (DATOK)氏・昆虫研究室長プバ.'ジエム．ナ

ンピー(MISS.BOOPPA JAM NANVIY)氏、病理研究室長ウポール．チアイモソコール

(MISS. UBO L CHAIMONGKO L)氏とネズミの被害について懇談したところ、チエンマイ地
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る。

{
9
 

だけで、

ぁ、った。

あると

とである。これ

る。

これについ は、将来において行う必要があるものと思われるが、

こ も見当らないのが、

いる。ネズミの

なお、

ついて尋ねたが唸

と、チェソマイ地域の

となっていることがうかがえる。

より、このたびパノコック

l心D:PtI I『図CHNICAL DIVH1ION) にネズミ

着任したとのことであったo 同氏とは日

と手紙を送り、今後の連絡を依頼した。

3月 31日（金）

北部林業試験場を訪れたが見本林がある程度で、

ワルハリン＇で駆除する 2'..ともあ

設備はま

ヽ

り少ないものと

といちじるしく異なつて

としてバコルン (MR,.PAKORN)氏が

きなかったので、バンコック

はないとのことであった。

チェンマイ大学には生物学部があり

ネズミ とく

認めないとい

したが、ネズミの研究者もいなかった。なお、

(Rエじ已

tこチェンマイ農業単科大学があり、ここで行っているとのことであった。ここ ・昆虫の研

究

同地泊o

4月1日（土）

いるが、ネズミは研究していないとのことであった。夕刻の飛行機でバンコック

米軍医学研究所病理地理学部のマックル より、 ネズ：：：

郊外の水田地帯におけるネズミの生息状罪の調査に向うo大きなたまり水の付近にある土手、とく

に道路の側面にネズミ穴があり、乾期における生息環境を知ることができた。

4月2日（日）

川口書記官に視察の結果を述べて辞去し、飛行場に向う。

1 2時 30分発 クアラ・ルンプールに 15時20 

(2) 在外研究員の受入れについて

クイ国政府当局の意向は不明であるが、 おいて

同地泊o

し得たものと考えられる。むし

ろ、ネズミの研究者がいない現状なので受入れを歓迎する意向がうかがえた。

(3) 

バンケンにある稲作保護研究訓練センターにおける施設は良好であるが、 な

つている。また、ネズミ飼育室も適当なものが見当らないo

野外実験地はバノケンより 40 ~5  0キロあるパンプー付近が適当であるから、実験にあたつて

はライトバン型の自動車を必要とする。研究には、センクーの協力のみならず林野局鳥獣課の援助
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も得られる見通 るから、ワナなどの資材は現地において入手できぶわと忠われる。

(4) 研究上の問題点

カンポデイアにおいては、 じないが、これに反I.,-c夕1国で る要

因について究明する必要がある。これについては、加害種の決定、 どに

研究を行うべきである。また、南部と北部の被害度の相異も研究を要する。

3. マレーシア国における調査

(1) 調査日程

4月3日（月）

大使館にて尾島商務担当書記官に面会し、日程などの打合せ後、農林省昆虫部に部長のアハマト

善ビン・ユヌス (AHAMAD BIN YUNUS)氏を訪ね、在外研究員の件について懇談したところ、

コロンボ計画による望月正己技師の実績もあるので、当事者としては歓迎するとのことであった。

ただし、実施にあたっては両国政府において取り決めを希望したo 同氏は会議のため外出したので、

研究員ホー・チャン・フー (HO THIAN HUA)氏の案内により部内を見学した。

研究室も広く整然としている。ネズミの標本もかなり集められている。

見学後、同氏の案内によりセランゴール州タンジョン・カラン (TANJONG KARANG)にあ

る試験場(SOIL WATER RESAEROH STATION)に向うo クアラ・ルノプールより約 150

キロ、 2 時間を要すo この試験場には望月技師の使用した研究室がそのまま残され、インンエ•エ

ム・ツア (INCHE MSHAH)氏が女子室員 1名とともに継続しているo研究室は独立家屋で

6 X 1 0メートルの広さがあり、居室と実験室にわかれ、研究用具、飼育箱なども完備している。

場長アプデル・ハリム・ハサン (ABDUL HALIM HAS SAN)氏に会い、ネズミの研究に

いて話合ったところ、ぜひ在外研究員を受入れたいとの意向であった。同氏は昨年アメリカのフロ

リダ大学より帰国し、ネズミに対して深い関心をもつているとのことであったo

この付近は 2期作地帯であるから乾期作の収穫時期であり、ネズミの被害も発生しているので、

ジア氏の案内で被害地の見学を行う。

被害は道路ぞいに発生し、ネズミの生息地は道路の土手の部分に見られ、大きなトンネルと歩く

道があきらかに認められ、イネは地上 10センチあたりで切断されていた。 この水田は4舛寸からな

り、約 2,0 0 0ヘクタールにおよぷ広大なものであるが、道賂ぞいの部分はいずれも激害をうけて

いた。この例よりみて、カンポデイアにおいて乾期作の作付面積が拡大すれば被害は減少するであ

ろうという考え方は検討しなければならないと思われる。なお、スズメ類による被害もいちじるし

いので、実験水田ではナイロン製の網を使用しているが、農家においても案山子をたてて防いでい

る。夕刻、クアラるルンプールに帰清、同地泊o

4月4日（火）

クアラ・ルンプール発、飛行機でペナンに向う。

ペナンより自動車にてペラック州パリイト・プンタールにある農事試験場を訪ね、昆虫研究室長

リム・グアン・スーン (LIM GUAN SSON)氏、地域普及員リム・デエオン・チエム (LIM
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TEONG THE.AM )氏匠会い、ネズミ したところ、この付近は

げであるが、 10,~12月匠かけ

ことである。

る。 匹おいて 、もと

イナゴ、モミ、トウモロコ、ンなど仄混ぜるが、そのつ

している。

としては小さく、付近は雨期f乍だけのためネズミの研究には適さない。なお｀

象日

4月 5日（水）

ペナンの対岸バッター・ワース匹あるケ

と会ったo 夕刻、ペナン 同地泊o

ジアルイル• ビン森ハジウマド (JALIL BIN HJMOHD)氏に会い、ケ

ねたところ、乾期作、雨期作ともかなりの被害をうけるとのことであった。

午後の便にてマラッカに向い、同地泊o

4月6日（木）

マラッカ州稲作試験場は l9 6 6年に廃止され、研究者はペナン地域 された。このた

めマラッカ政庁農務課を訪ね、課長マハツ・ビソ・アラン (MARAT BIN ALANG)氏よりマラ

ッカ州の被害について尋ねたところ、この地域は雨期作だけであるが、被害はかなり生じている。

しかし、虫害妬およばない、なお、虫害は野菜にいちじるしく発生している。

午後の便匠てジンガポールに向い、同地泊。

4月 7日（金）

大使館侭持原書記官を訪ね、日程その他匹つき打合せ後、ジンガポール大学動物学教室匠てハリ

ソン (JOHN HARRISON)教授に会い、マレージアのネズミについて詳細な説明をうけ、水田

における加害種はRATTUS ARGENTIVENTERであることがわかった。このほか約 10種類に

生息を認めている。同教授より標本4点と文献の寄贈をうけた。

午後、国立博物館(I日ラフルズ博物館）にエリック・アルフ lノッド氏 (ERIC R. ALFR四D)

を訪ね、同館匹保管されている数千点の標本を見学し、マレージアのネスドを知ることができた。

4月8日（土）

マ]/ージアでは金曜日が休日のため、ジョホーJレ泰パール州庁の訪門を本日匹変更したo農務課

ゴー・キー・グアム (GOH KEE GUAM)氏よりネスての被害について説明をうける。この州iて

おいても、マラッカ州と同じく被害はあまり多くないとのことである。また、稲作試験場はマラッ

カ州と同じく昨年これを廃止し、ペナソ地域に人員の匝置換えを行った。

帰途、植物園匹立寄り、ネズミに加害される樹種についてチャン (CHANG)博士より説明をう

け、ャツとくに油ヤジ、ココナツトヤジ、パイキップル爬集中し、パナナなどの果物には被害がな

いとのことであった。ジンガポールに帰着、同地泊o

4月9日（日）

ジンガボール 9時 3 0 分発、バンコック• ホンコンを経て東京 2l時 20分着

(2) 在外研究員の受入れについて

当事者はきわめて協力的で、受入れは容易と考えられる。とくに、タンジョン・カラン
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は熱望している。

施設その他について

タンジョン・カラン試験場の施設は十分であり父立地条件もよいが、ワ

あるo また、標本製作のため電気冷蔵庫が必要と思われる。

る

(4) 研究上の問題点

すでに望月技師によって生態はかなり研究されているから、これを基礎紅して展開すればよいが、

繁殖生態をさらに究明する必要があるo また、一期作と二期作地帯における生態の比較研究も行な

うのがよいo駆除法もかなり進歩しているから、効率のよい殺そ剤の研究と、実施匹ついても考慮

する段階忙ある。

IV 結論

1. 在外研究員の受入れについて

マレージアはもつとも容易匹交渉に応じるものと判断される。

カンポデイア政府当局はやや消極的である。

2. 施設その他

マ］ノーツアのタンジョン・カラン試験場の立地条件、すなわち二期作地帯と一期作地帯が近いので

研究匠もつとも適している。また、研究施設も完備しているから、ワナ、電気冷蔵庫を持参すればよ

い。なお、器材の運搬のためライトバン型の小型車が必要であるo宿舎はないから約 6キロはなれた

タンジョン・カラン町に求めなければならない。

クイ国はバンケンを中心とした地域が野外試験に適しているから、稲作保護研究訓練センターに研

究室を得て行うのが便利であるoセンターの施設は良好であるが、やや手狭であるから余室の有無は

不明である。ただ同一構内にあるカセサート大学農学部には得られる見込みがある。

カンボデイアでは、日本・冗ンボデイア友好農業技術センターがもつとも適しているo研究施設も

十分であるし、実験補助として利用できる人員も得られる見通しである。

ただし、宿舎は空室がないので、約 40キロはなれたバッタン・バング町に求めなければならないo

通勤はバス、もしくは自動車による。

3. 研究上の問頼

タイ国における水田の加害種は(RATTUSRAJA)であり、マ 1ノーツアではRATTUS ARGENT 

I VFrnTERである。

なお、カンボデイアのものはRATTUS属のものであるが、正確な種名は標本の鑑定が終るまで不

明である。このため各種類についての生態的な研究が必要であるから、各国別匹行なうことが要求さ

れるo また、ネズミは環境忙よって生態が異なつてくるから、各種類ごとに一期作、二期作地帯での
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ラノヵ

ことも必要である。

る［こ、祝察した 3

る。将来侭おいて

もつとも適しているのは、

るタイ

アのタンジョン袋

も必要となろう。

また、カンポデイアの日本・カンボデイア友好農業技術センター紅おける乾期作の被害だけ

に解決しなければ実験そのものを不成功にするおそれがある。
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I 調査の目的

口蹄疫に関する在外研究員として、家畜衛生試験場 徳田悟一技官を在外研究員として、クイ国に派

遣することについて、クイ国関係当局と事前接衝を行なうとともに、カンボデイア国に対しても将来

家畜衛生部門の在外研究員を派遣することの可能性を打診し、併せて夕仁カンボデイア両国におけ

る家畜衛生事情について調査を行な

n調査

家畜衛生試験場 技術連絡室長

” 研究第 2部
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山口本治

（現在・退職）

徳田悟

（現在、在外研究員としてタイ国
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IV 調査結

l' 口蹄疫研究の るタイ国政府との従来の交渉経緯

今次出張の最大目的であるタイ国ノンサライロ蹄疫研究所へ日本より技術者を派遣することについ

は山口としてはその織掌柄過去の経過について断片的に

今回直接その事前接渉を引受けさせられることとなり、

してみたところ概略次のとおりであったっ

即ち 費料 1に示すとおりその起源は大部古く 19 6 3年当時の衛生課長田中良男氏より FAO

より見聞してぎたところであるが

より検討

家畜衛生課長アイクホーン宛、タイ国口蹄疫研究所（この研究所は『 AOとUSOMの共同援助で

1 9 5 8年に設立されて、その後タイ国に移襄された）で 2名の日本人技術者を勉強させてもらえる

よう斡旋してもらえるか否かを問い会せたところ冷喜んで斡旋するが既に胞設はタイ国に移譲されて

いるのでクイ国の考えをきいた上で返事したいとの回答があっ勾その後 19 6 5年インドのニユー

デリーで第 4回アジア獣疫会議があった際に日本代表団の 1人中村淳'(合氏よりクイ国代表に対し、こ

の件は夕1国より日本政府ヘコロン深プラン専門家として派遺を要請されるよう非公式に中村個人と

して依頼した、又、田

様な依頼をし鯰これに対するクイ

蹄疫り P専門家を一向必要としないタイ

としては日

こと

されたい〉 この返事により日本農林省内部壌

日本は Cpの援助国であり、受益国ではないのでタイ国へ CFによる Tra i 1こec を出すことは援助

国としては出来難いという結論であったので l9 6 5年 6月衛生課長よりタイ因臼応局長にその旨報

告して別途の方法を講ずることとしてその際の協力を依頼しぢ）その結果本件似しばらく放置されて

より日本国内の牛肉事情の悪化に伴ない、外国からの牛肉翰入なかんずく中共からの

り沙汰されるにおよんで国内口蹄疫検疫休制の強化確立、日本国内家畜衛牛関係技術

者に対する口蹄疫の啓蒙普及、国内における口蹄疫研究機関の設立、口蹄疫専門改術者の養成等の諸

'辻~~.. -ぶ.l%li

代っ

(3)、在東京タイ

る (2)、

らもほぼ同時期にタイ国畜産局長あて同

（中村厚治氏宛）次のようなものであり、ロ

しては当然すぎる位当然であっ危即ちI'.l)、タイ国

としてタイ国より る

じてタイ国へのり巴による Trainee として派遣すること

（技術協力課）、 OTCA 窄で協議した所

笞処実現の要ありとせられ、その万向へ罰遮が開始されるにデっ鯰

打あたかも農林水産技術会議においては東南アジア開発喰上国に対して日本の農業技術をもって各

の向士を援助せんとする広汎な購想を没定し 41年度を調査、 4 2年度より中文開始との線を

打出し る）が技術会議に設置されて活動を開始し出し

田場長は［百ちに熱帯農研に対し家畜衛生技術をもって参開せんとの意図のもとに

迅去における束南アジア各[Ejに対する日本家畜衛生技術の援助陥刀の実績を祝明するとともに

研設置の際の家畜術生面の研究陣の構想を披歴してあわせて東南アジア各国を含む世界各国で冴面最

も焦 l~lの急務である日本における口蹄疫研究技術陣の確立の要を力祝して、とりあ

者の専間国際機関えの派遣密学の実現方を要請した

その鈷束 19 6 7年 7月熱帯農研巾業；；I画の一環として家畜衛生試験場より］名の技術者をタイ国
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!~2年留学ぎせることとなったが、 H加已既往の経緯が日タイ両国の守係当局の間に

有在しているために、先づもって、この留学が果して支障なく実現されるか否かを．タイ［月政府叫い考

に直接打診してその雲度か問万こととなり、：じ下の迂合曲所を条箪て山「］、徳『同名の 3月 5日以降約

2週間にわたるタイ国派遺が決定されるに全った次第であ

広口蹄疫研究のための在外研究員派遣に関する今回の交渉経緯

タイ国でこの件に闇し直接記しあったのは

(1) タイ

々であっ

D ,. Cha}てr''i.cha1「nn筏 r,―) ngsungkran 

(zl r五j い次長
Dr.S1ri ::;ubharugt狐ご〇口

(3) 同局獣医研究教育

nr. c 11,」a Wun苔＄乱 Ill',S孔 rr」

(4) 口蹄疫研究所所長

r奪！）は CJm Charuta1『ra

同）
 
5
 
（、 所甘.AO 8'.xport 

D r. Fr e ct 8 r l Gk 

(6) 獣医血清製造

Dr. Prayo<Jn Uc;unmらngkol

（-1） タイ国畜産局の反応

タイ国畜産局では第 1回訪間の際 (3月6日）は局長の c11ak rはオーストラリアヘ牛購入の

斗↓前交渉のため出張中であり、次長もまた用務のため不在Cあったが、 Ch l直 は予じ

十分われわれの目的を承知していたため、 u蹄疫研究のための留学を切り出すと大きくうなづい

て、 ［白分と口蹄疫研究所長の Udorn は結構だと息うが局長が不在のため最紹的な確答は出来

な見数日中には局長も帰国するからその際もう一度説明してほしい」とのiりで後日を約束し

9日には、丁度王室の行事に次長の Ccl r l が局長代理で出席するために役所に出て来ているか

らとわざわざ連絡してくれて 8l r i の前で約 3()分、当方の目的を説明して許口］を乞うた所夕

イ国人の中でも最も黒い頑色をもちー見恐しい顔付きをした佼が大きな口を開いて破顔ー笑し、

」とポツンと云って握手を求めに立上った時にはギヨツとするとともにホツとした3

局長し.::r,a k rとは、北廻りの総べての日程を終え再びパンコックに戻った 3月 17日に局長室

で会見したが、物酔かな大官らしい賑舞いで「喜んでお引受するn 口蹄疫以外のことについては

日本の進んだ技術を是非われわれに教えてほしい」と答えてくれてわれわれも Chu⑪ も顔を見

合せて安堵し

（口） IJ踊疫研窄所の反／応

所艮'.Udom,FAO専問家 [i'ru d e r 1 c k (オランダ人）、 Flll、lし冷胄は何れも

われわれに対し賦迎の意を表し、特に Uはom は窓田技官のエジブトにおげる牛ー：/好摺訊指導の芙

を高く評価し、その組織培菱の技術をもって是非タイ側との共同研究を実施してほしい旨をカ
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説し 1年は短いから是非 2年にしてはどうかなどとの意見まで出しな）『 Tで deri-}kは自ら老躯

をもって所内巡視の説明役を買ってくれ、 P1nitもまた同様に標本の展示やら図表の説明に

『roder1ckの補助役をつとめてくれた3

なお、 『rしderi:;k はノンサライから約 l.5 Km東にあるバクチョンの獣医生物学的製剤製

進所に隣接する迎賓舎に独身で居住しているが l3日の夜は、折から来訪していたニユージーラン

ドの 3人の開業獣医師とのビールバーテイにわれわれを招待してくれたほど好意を示してくれた。

り 獣医生物学的製剤製造所の反応

所長P噂 yoon は旧知の間柄でもあるし、生来の好人物のこととて自ら説明役となって所内を

案内してくれ、介添として昭和 38年家畜衛生試験場に半年閏侑学した Sara が聞行して微に入

り細に亘る説明をしてくれな）なお、 1 3日の Frederickのビールパーテイーが終ったあと白

人同志の夕食会が開かれたが、われわれ黄色人種は Udcm,Prayoon の案内で両所の室長以上

約 8人が陳行してバクチコンの街にあるクイ式中華料理店で夕食会を催してくれ、翌 14日の夕に

は製造所のクラプで再び黄白混合の 30人以上も集ったタイ式パーベーキユーパーテイーを催して

くれ竺

け所 惑

以Kタイ国側家畜衛生「関係各機関の首脳者の店度は、前記の経緯があった事項であるにもかかわ

らず予期以上に好意の察知されるもので、儀礼的社交辞令を差引いてもなお充分にわれわれを歓迎

する雰囲気にあらわれたものであり、徳田技官の 7月以降の受入れについてもタイ国家畜衛生部門

に関する限り何ら懸念するものはないことが察知された3

5、タイ国内訪問先の概要

(1) クイ国農業省畜産局

正式の名称は、Departmentof Livest,Jck、Davelopment,Min.lstry of 

Agriculture であるがその絹成は次のとおりである。

D i r o c to r-0 e n e r a l 

DoPuty Director-General 

Secretary 

D i. v i s i o n o f A n i ma l Hu s band r y 

Divlsion of Ani.mal Nutrition and Forage Crops 

Division of Veterinary Service 

Div1s1on of Animal Disoase Control 

Div1sinn of Veterinary I,esoaroh and □ ducat1on 

Division of Vaccine and いerum

これらのうち訪間した人々は、 D 1. rector-Gen Gr a 1. の Chakr P1cl1a1ronaro-

n gs on g k ram, De Put y Di rec tu r-G e u e r a l の S1 r i 砂ubhanghason,. およ

びD1vvetHesearでン r1 and Educ, の Chua Wongsongsarn であった~ Chua 

の研究教育部においては、血清反応室、細苗室、ウイルス室等をおいて国内の目前の必要に追られ
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ている研究を実施中であるが、各官庁所属獣医師の講習計画立案を行なっていた)D 1 v va "'e L 

ne 孔nd Serum は Nang sar己iの口蹄疫研究所と Pak Chongの獣医生物学的製剤研

究所を統轄するほか国内の需給調整を行っているとのことである。 （ 

管理室技術者 1l名、労務者 92名）

(2) 獣医生物学的製剤製造所

4名、 3名

バンコックから約 l7 0 k筋アメリカ、タイ友好道路を東北方に走った所に Pak Chongがあり

そこに Veterinary Biological Laboratoryがある 1 9 3 l年の建設に

かかわり細醐ウイルス性ワクチンの製造に当っているが最近では抗面清の製造は中止している。

ただし 要請があれば、いつでも製造に着手することがでぎるといっていた〕

所内は管鯉課、細苗ワクチン課 ウイルスワクチン課に分れ Pr a y') 8 n ll o u n mo n只kol が

所長となっている。 （技術者 1a名労務者 :1a名）

紐菌ワクチンとしても出血性敗血症、炭疸、気腫疸および家禽コレラの予防液を、ウイルスワク

チンとして牛疫、豚コレラ、＝ユーカッスル、鶏痘等である。最近 14年間の生産量は資料 2のと

おりである。この表から慨括的に眺めると最近 2、 3年の生産が過去に比して増しているものは、

牛疫LA、＝ユーカッスル凍焙症、出面性敗血症、気腫疸、蒸涸水の 6種であり、増減相半ばして

いるものは牛疫、豚コレラ、家禽コレラ、炭疸、生理食塩液の J~であり、減産しているものは二

ユーカッスル液集伝染性気管支炎の 2種であることからみて、この国における家畜伝染病の発生

の消長とそれに対処する政府の方針を窺知することが出来よう。

出血性敗血症ワクチンはバスツレラ・マルトサイダ 1型のインセン株から作られ、フォルマリン

死苗ワクチン（普通刑と呼ぶ）を作／、ているが試験的に Ba i nの油性媒体ワクチンを製造してい

る。後者は油性媒休とプイヨンとの分離が起って困っている由である。

炭疸芽胞ワクチンは 34 l「2(無芽胞無毒株）の生菌をグリセリン食塩水に県濁したものである。

腫疸ワクチンはフォルマリン死酉iである。家禽コレラワクチンはタイ国産パスツルラマルトサイ

ダ2型のフォルマリン死菌乳剤である。牛疫ワクチンは中村の LとLAの2種であって両者ともに

凍結乾燥をしている。

豚コレラワクチンは兎化した SRA株から製造される。

ニユーカッスルワクチンは『株を 10日卵の尿嘆腔に接種し 5日後尿膜液を採集して作られる。

凍結乾燥と液体の 2種がある。

鶏痘ワクチンは英国Weybridge研究所から譲渡された株を 12目目の鶏胚漿尿膜に接種して

5日後に採材して凍結乾燥する。

更に付言するならば牛疫ワクチンはタイ国内における発生が少くなかったためその重要性が以前

より少くなりつつある。しかしラオス、カン点ディァ等の隣接国には依然流行しているのでこれらの

国境地帯には帽員 5o kがこわたる免疫地帯を構成している。 これらの免疫地帯の牛、水牛および東

北部コラート高原から国内中央部に向って移動してくる牛、水牛の両者に対してワクチンを接種す

ると同時に、外国からの需要に対しても応じている。

日本と著しく異っているのはこの製造所の経営予算の充足方法である。 1部は、 1 0月に始まる
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ク1国政府から り' I部は汀 SOMの見返り f
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493・・・13・-03 プロジェクトによる）から他の 1部は外国向

(f也の半音〖は りの 1部は

実験に

こ も 、Lし

疫持続期間の確認（水牛、豚に LAを注射した実験では 28カ月

としては牛疫LAワクチンの免

ことを知った）出血性

敗血症ワクチンの濃縮培養の研究（濃縮ワクチン3CGの注射で牛℃ 水牛は共に 10-3希釈 0.5 cc 

の強毒HS苗に耐過した）鶏痘ワクチンの免疫接続期間の研究 (2週雛ではワクチン接種後 l5日

で免疫が完成し、 1 2カ月持続する）および口蹄疫 (Asial〉と出血性敗血症（日、臼）

免疫試験 (H. SのBai一旦の油性ワクチンを注射された牛、水牛は口蹄疫にかからたいとビルマ

で云はれS タイ国ではAsial型口蹄疫ワクチンを注射された牛、水牛は日.sにかからないと云

のでないかと 関係がないことが分

った）等

(3) 口蹄疫研究所

前項生物学的製剤製造所から北方約 1.s k筋(!_)Nong Sarai村に，口蹄疫研究所（百 oo t e: nd 

Mouth Disease Laboratory)がある。この研究所も前項製剤製造所同様、畜産局ワク

チン血清部に所属するものである。 この研究所は l9 5 8年Fi'A0とUSOMの協力により口蹄疫

の制圧のために建設されたものである。

所長Udom Charutama、ra は東南アジアにおける口蹄疫の権威者として知られており、国

際会議にも度々出席して日本の中村淳治博上、田中良男、両氏とも熟知の間柄であり今回の訪問で

もさかんに両氏の現在の消息を尋ね その下に生化学室、 ワクチ

あり、別に ffA 0 専門家 Dr;'H•reder1ck の研究室がある。研究所の規模は大体東京の動物医

薬品検査所を僅かに小さくした位のものであるが内部OJ機械器具は日cl.Wards の凍結乾燥器数台

をはじめ何れも英国、 ドイツ、豪州等の製品をもって充足している。さすがに Frederickの前

任者 Dr;Girardが 19 5 8年以降 6カ年にわたって指導しただけに整然として明るい研究所で

あり Dr.Ud om の社交家らしい活動性が所内の雰囲気をもりあげているようである。 （技術者 9

名労務者 21名）

当所の口蹄疫ワクチンは fi'renkel 法による 0,AおよびAs1alの3型が作られている。即

ちウイルスを不活化して、サボニン加フォルマリンを媒液として使用している。タイ国では O型の

発生が普通であるので O型のワクチンが最も多く製造されているとの事である。 1 9 5 8年に建設

が始まったが実際に製品が出始めたのは 19 6 0年からである。この研究所ではタイ国内のみなら

ず近接の外国から送付されてくる材料についても診断とウイルス型の決定を行っている。

この研究所においては日常定例業務のほかに活発な研究を実施しており、 Uclom は Gir包 rd

との共同研究を精力的に実施し論文の数もかなりあがっているとの事である。前項記載の口蹄疫と

II Sの交叉免疫試験は「Jdom と Prayoonの共同研究である 又 19 6 2年以降豚腎細胞の組

蔽培養と口蹄疫各ウイルス連続継代培養に関する研究を迷続中である。 臼reder1ckから単層細
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(4) カセッサー獣医大学

パンコック市サナマー街のチユラロンコン大学に隣接して有在している。学長は Dr.Tieng 

'『 Ullg fl冠 ngはan 細菌学教授、 Dr; 窃 L8 K'『an己sangarm奇生虫学教授 Dr,,M四 IlJ_し

芦，y筏 ggliar直 ndar己 （彼は 25年前麻布獣医専門学校を卒業し翌年北海道大学に留学してい

る由）と会っ芦各教室を巡回したがどの教室もガランとして学生が 3、 4人かたまって勉学して

Dr; ドlC :r Cl hが案内の労をとってく ともに整然としてい鯰中でも見

事だったのは解剖学教室で 2名の女性の先生が数名の男の学生に l0本以上の牛の前後肢のフオリ

マリン潰標本で神経や各筋肉の成明を行なっているところであったが℃ 実物を基礎にして叩ぎこん
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で行く教授法はタイ国の獣医学教育の一端を窺い得た様な気がした3 このことはManit教授が麻

布専門学校の大動物外科実習であきたらなく思い北海大学に行ったがここでも満足しなかったとわ

れわれに語った事と思い合せて彼我の教育様式の差を感じさせられた3 図書室には当場の英文季報

があっ迄次で午後Nakr1on ビathonの近くにある同大学牧場に行く。 米国ウイスコンジン

州立大学出身のタイ女性の教授が 3、 4人の学生に講議していたが教室が恰度日本の阿妻屋風の大

型のものであったのにはなるほど熱帯だなと感心させられた）ここの助手をしている Chemn0己n

に招介されたが彼は本年 5月当場ヘコロン荼プランの研修生で行くのでよろしくと云ってい迄）

(5) 国立家禽研究所

畜産局畜産部の養鶏主任が案内してくれて前記 N包 khon Pathon (パンコック西方約 6o km 

）から更に奥に入った所にある家禽研究所に行く。所長は不在であったが 2万羽の種鶏が種卵を生

産してい迄白レグ、黄プリモスロツク、名古屋、現地鶏等の純粋又は Cross breed の試験

をやってい箆飼料は自給しているとかで数人の労務者が作業していたが、ここで東西産業I〈Kの

「マツターホーン」孵卵器が 5、 6台立ちならんでいて通略を隔てた対面のドイツ製孵卵器 3台と

成績を競い合っているのをみて頼もしい惑じがしたう然し建物およびケージ鶏舎の施設等は極めて

古めかしいものであり 10 m以上もある高い陳にはくもの巣が一杯かかっており、ケージの下には

鶏糞がうず高くつもっていたが人夫賃を節約するために年 2、 3回附近の農家から糞取りに来るま

で放置しておくとの事であっ

(6) 国立牧場 (4カ所）

バクチョン、ノンサライ、マハサラカーン、コンキャンの四牧場を巡視したが何れの牧場も大体

同様の規模で牛、豚、鵡等の和畜の維持と改良増産につとめている。バクチヨン、ノンサライの牧

場ではアメリカ、アリゾナから輸入したプラウンスイスの牝牛を各々 20頭前後保有して現地牛、

ジャージー、ジンド、プラーマン、ゼブー等との交配を期待しているようである。ノンサライの牧

場では乳牛を主として生産する方針だといっていた3 豚については大ヨーク、ノバーク始めニユー

カフノドレース、桃園種、現地在来豚等多種多様ハンプジャー、デユーロックジャージー アメリ 一、

の豚種をかかえて思い思いの方針で交雑種を作出しているようであった3 鶏については、少数のプ

ロイラーを飼養しているマハサラカーン牧場を除いては何れも白レグ、黄斑プリモスロック等で採

卵鶏の増殖にはげんでいた）

ただ特に印象に残ったのは何れの牧場でも草地は あったがマハサラカーン牧場でネービ・イ

アという芝竹ともすすきともつかない草が茎（直径0,5 C況位）も葉も青々としていて家畜も好んで

食うとのことであったが、 この草を利用することによって日本の草地の夏桔れ対策に応用できるの

ではないかということであった3

何れの家畜牧場にもアメリカ西部なまりの強 しやぺる｛本格の立派な青年畜産技術者がい

たが 1、 2年テキサス、アリゾナ、カリフォルニア等の牧場に留学してきたものだとの事であり、

現在の畜産局長の Ohal,Jがかってはアメリカー辺到であった為青年技術者の米国留学が実廊され

たものかと想像された3
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(7) 国民牧場 (2カ所）

ナコンバトン（タイ国で最大の寺）の奥地にある二軒の民有乳牛牧場を見学したが何れも栄養の

よい 4、 5 0頭の乳牛を撃養しており、その毛色は白黒の斑、褐毛色、灰白色魯黒褐色等種々雑多

であり、かなりの乳牛の種類が交雑していることを想像させられた3 疾病としてはダニ熱、乳房炎

繁殖障害等であった〕両家ともこれまで何十回となく共進会で賞状、賞品をうけているタイ国での

模範的民間牧場であるとの事で殊に 1軒の家では現在のプーミボン王から直々に賞を受けている牧

場主の写真が得意気に飾ってあった）

又 他の 1軒ではゲストプックに西川義正のサインを見て一驚しな）

(8) 民間養鴨場

チョンボリの海岸に近い民間の家鴨生産場を見学したが総羽数2千羽のカーキーキヤンベル、北

京種、現地鴨等を飼養していな）多産家鴨は 1年平均 30 0卵以上も産卵することで海岸にあるの

で通常の米糠のほかに 2日に 1度海岸の小魚を与えているとかで、養鶏よりずっと有利であると 5

尺たらずの小さい牧場主は肩をそびやかしていな）

(9) バンコック市立屠場

バンコックの東北端にある市立屠場を見学したが規模設備は芝浦の屠場よりも大きくかつ清潔で

あっ迄牛、水牛は朝 7時から 11時迄に毎日約 30 0頭を屠殺し豚は夕方 6時から夜半22時迄

に毎日約 2,0 0 0頭以上を屠殺するといっていな） 日本ではどうだというから、芝浦屠殺場では牛

は大体毎日 5 0頭位、豚は毎日 2~ 3 0 0頭位と云ったところバカにした様な顔付をしたのでタイ
ではここ 1カ所しかないだろうが日本では芝浦のよう屠場は全部で 6つもありその他 40県に各 1

カ所位づつ芝浦のー位の屠場があるのだぞと説明したら始めて感心してい7~ 牛の舌の粘膜上皮の
5 

採取場は訪問した時は既に仕事が終っていたので詳しい説明ぱ聞けなかっな）

(10) サオバプ女王記念研究所

バンコック市内ラマ通りの目抜きに毒蛇研究所があり、正式の名称をサオパプ女王記念研究所と

云って 19 2 3年に創設された世界で 2番目のものだといっている。訪問した日が火曜日で毎週こ

の日の朝に限って採毒、餌食の状況をみせるというので早速毒蛇飼育場に急行した〕ここでは狂犬

病のワクチン製造と人、犬えの予防注射と毒蛇からの採毒と馬による高度免疫血清の製造を行なっ

ていて人医の他に獣医も 2人職員として働いている由であったっ飼育している蛇はコブラ、キング

コプラ、グリーンスネーク、バンデットク Vイト、ラッセルヴアイバー、マラヤヴアイパー等いず

れも一級品の毒蛇で、小蛇は屋内のガラス張りの砂箱にクレイト級の大型以上は屋外の円形ファー

ム（直径約 30米）に養っている。餌食（牛乳、魚肉等を長いピンセット又はピペットで与える）

採毒は医師 1.、助手 2、 3が直接地面より堀下げて作ってある円形のフアームに下り立って手づか

みで各種の操作を行っているが手練れたものと云え一度も事故を起したことがないとのことである。
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(11) ウイ

パンコック市の西北部サムセン路近くにあるウイ 1 9 5 8 日本政府のコロン＇沢

プラン援助資金で建設されクイ国厚生省医学部に寄附されたものであり、 DX: Pr乳korb

となり、日本の予防衛生研究所北岡正己博士他2, 3の日本人研究者が創設以来技術援助と指導に

当ったものであり、その後阪大のウイルス研究所の人達にバトンがタッチされている。訪問時には

阪大の深井博士に会うことが出来な）獣医としては当場に 19 6 4年研修に来ていた Siri が動

物実験室主任となり動物実験と実験動物の維持管理にあたってい迄）所長Prakorb は我々にも

ロを極めて日本政府ならびに日本医学者の援助を惑謝していたがわれわれも単に人的資源のみの援

助ではその人達の引揚げによって業績も消滅するが建物および施設は半永久的に残るもので雄弁に

援助の効果を物語るものとの感を深くした3

(12) デンマーク牧場

ペクチヨンの南方約4kmの米国建設のクイ国南北を縦貫する Friendship Road の東側に

位置する 37 0ヘクタールの牧場であり、場長、副場長喝主任獣医の 3人はデンマーク人であり、

タイ側から協力場長、獣医学幹部が約 l0人共同で作業に当っている。この牧場は 19 6 1年タイ

デンマークの協定によって共同出資により成立したものという。場長は当時FAO専門家としてク

イに派遣されていた人で現プーミポン王とは極めて親しい間柄であるさうである。現在繁養してい

る牛はRed Dane 純粋種 13 7、 Red Dane 雑種 18 6、雑種 31 3、ジンドゼプー雑種

1 0 l、上産 12 6計 86 3頭であり、これらから生産される牛乳の売上げと生産積のクイ国内販

売と約50人の学生の講習引受等によって経営がなり立っている由である泌乳牛舎、種雄牛舎、

積舎、牛乳処理場、講習生宿泊施設、白人用家屋等々さすがにデンマーク人の運営かなと思わせる

清潔感のある美事なものであり、各泌乳牛の日記、作業の記録、糞尿の牧草畑への還元等極めて合

理的なものがあると感心させられ迄ただ連日正午から午後 3時までは休憩で全員一斉に休憩して

いるのは如何に熱帯菌で長期間労働する必要性からと説明されてもいささか長すぎるような感がし

迄これは後日カンボヂヤ国の仏人経営ゴム園ならびにバスツール研究所らが正午から 2時間休憩

するのと比較してもその惑がしたし、まして牛および牛乳という時間の経過にマッチした作業を必

要とするであろう乳業牧場にしては少し休憩時間が長すぎると思われ迄｝

(13) コンキャーン大学

バンコック東北方 62 o kmコラート高原の北端にあるこの都市はタイ園がバンコックに次ぐ第2

の都会にしあげようと努力しつつあるところだそうで新興の気はくに満ちた市街であるがその一隅

にあるコンキャーン大学はその設計のすべてが完了すれば優に東京大学の敷地の l0倍はあらうか

と思われるもので香港大学の建物に範をとったと云われる 6階建の壮麗な近代ピルデイングが未だ

数箇しか建っていないが、男女学生の寄宿舎と臼人（ニユージーランド 8名、カナダ 5名、北米 3

名等）の教授陣の宿舎とタイ人教授陣の宿舎等が既に完歯していた〕時速8Okmのスピードで走り

廻って約 30分かかったキャンバスの広大さに一驚させられたが、更にこの綜合大学が白人教授群

ぐるみニユージーランド政府の丸抱え寄附だと聞かされて諸外国は何故クイ国へこのような膨大な
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る必要があるのかということを考えさせら

1名、 し

いないと

4、カン ア匡翻問先の概要

(1) カン沢デイ

既に 19 6 6 ツー）レ研究所で牛疫の研究とカ あた：ゥている榊

専門家の情報によるとスレートン獣医局長は小生等の訪問を余り歓迎していなかった

その理由は小生等が日本政府内の外国援助の責任者でないことのほかに、力国内では余りにも多く

の日本人獣医をここ数年間優先的に技術授助者として迎えており、政府内也部局から羨望視されて

もう獣医部門はこの辺で終りだという空気が支配的であることと日平八獣医を迎え

る牛疫が大体発生しなくなって目的を略達成したこと冷 さらに月、カ

（建物、機械設備、器具器材等）を期待する風潮が高まってき

をあまり期待しない気分にさせたのだということであ

り、かつ話題はこれから日本農林省が丸抱えでやろうとしている

あるからという事前諒解のもとに約 20分間英語で話し合ったので虎るがス Vートン

が英語は余り得意でないことと、彼自身のスローモージョン的性格と力国政府内における

きたと

た最大の目

な

たこと

然

から積極的な意見は出さなかったが、日本の農帯農研が実現するならよろこんで受入れるであろう

と答えてくれな

後日田村大使、中川一等書記官等に会ってこの話をした時には、どうも

取れないのでないかとのことであっ

(2) 日力友好畜産センクー

日程の都合で日囁日に訪間したにもかかわらず旧知の間柄である及）1

くれ場内の隅々まで案内説明をしてくれた3 日本から持って行った肥後の褐毛牛｀ ヨー

-、9
'-

としか受

して

パーク

白レグ、黄斑プリモスロック等の 2代目 3代目がよく現地の気候風土に馴化してこれから漸く増産

の上昇カープに向い前進するところだとの事であっな）ただ問題は水と草に困っているとか タイ

国のNap1a grass の輸入移植を考えてはと勧めておいた）獣医材料では初度設備として日本

から持ちこんだ各種の器材が品質不良であったり、パーツの未着を望んでいたが冷彼は不良な環境

を克服して各種疾病の診断、治療にあたる現地人の家畜についても面到みて

(3) 仏人経営ゴマ園

日力友好畜産センクーに隣接する世界第 2の大さを誇るゴム園とかで園内に

する飛行場や、 ドイツ人医師のいる病院、白人の宿舎とクラプハウス、各種従菜員の

にして遠大な経営ぶりに只々感いして引揚げたが、自動車で約 1時間走り廻っても園内の一部をの

ぞき見たに過ぎなかった
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(4) パスツール研究所

プノンベンの船つき場から約 20トン程度のモーター択ートに乗ってメコン河とトンレサップ川

の合流点にある半島のような三角州にあるパスツール研究所に着く。所長 Gueoffon は 1956

年東京の第 3回アジア獣疫会議に来たことのある仏人獣医であるがわれわれを歓迎してくれて自ら

所内を案内してくれ迄その途中彼は日本人獣医師が福所、古谷、園田、榊と何れもよい仕事をし

てくれたことを賞賛していな所内の建物、設備はかなり古いもので面積も家畜衛生試験場の半分

ぐらいで近代医学、獣医学を研究する施設としては十分とは云えないようである。ただ感心したの

は、獣医であるゲフオン所長から質問されてそれに返答する仏人医師（ウイルス専問と衛生害虫専

問の 2名の医師に紹介された）の態度は立派なもので昔日の軍隊での上官と下級者との応対を思い

出させられたがもし日本でこのような形がとられる場合果してどうであろうかと考えな）
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資和¥1) 1 9 6 3. 1 0. 2 3 

畜産局衛生課より、 FAO,Animal Health Branch の DrtEiccnorn• あてに、

おける日本人の研修の可能性について打診

資料(2) 1 9 6 3. 1 0. 3 0 

FAO'Dr.EiC chorn, より衛生課長あて

趣旨は大賛成、タイ、日本ともに利益となることであろう。ただし、施設はタイ政府のものであり、タ

イ政府により受入の可否が決せられるものである。現地駐在の FAOExpertDr.girard を通じて

非公式にタイ側の態度をあたり返事する。

資料(3) 1 9 6 4. 1. 1 7 

FAO,Dr.Rumeau.. J:.I)衛生課長あて

資料 2に関して非公式にあたったところ、受入れは観迎する。人員 (2~3名）と期間はいつでもよい

が Dr.Girard.が不在となる 19 6 4年 4~8月をさけて、 8月以降がよかろう。

両国政府間ベースで公式に話しを進めたらよかろう。

資料(4) l 9 6 5. 2. 1 8 

日本生物科学研究所中村先生より、タイ農務畜産獣医局長あて 19 6 4年 1l月New Delhiにおけ

るOR恥/FAO会議のさいOP Expertとして出すことの可能性を協議したので、

タイ国政府として日本に OP Expert (組織培養）の派遣要請の形式をとることを非公式（中村個人）

に依頼

資料(5) 1 9 6 5. 2. 1 

衛生課長より、クイ国農務省獣医局長あて

資料(4)と同趣旨

資料(6) 1 9 6 5. 5. 4 

タイ国獣医局長より、日生研中村所長あて

1) クイ国農務省としては受け入れは承認する。

2) CP Expertとしての日本からの派遣要請は困難

3) そこで在東京タイ大使館を通じタイ側の Cp traineeとして出すことを考えられたい。

資料(7) 1 9 6 5. 5. 1 4 ~ 2 5 
以上の 3)について国際協力課、外務省（技術協力課）、 OTCA と協議o 日本はCPについては

donating countryであり、 trainee を出すことはできないという結論になった。

資料(8) 1 9 6 5. 6. 2 1 

衛生課長より、タイ国獣医局長あて

厚意は感謝するが、前述の方式をとることは日本側としてできない。事業の必要性から、なにか実現法

を講じたい。さらに従来CPとしての要請できる情勢になれば、その節はよろしくたのむ。
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羞、タイ国家畜衛生の概況

1. タイ国における家畜頭数 (l 9 6 3) 

牛 5,3 4 7, 0 4 4頭

水牛 7, 0 8 7, 1 3 7 

馬 17 7, 5 4 1 

豚 4,8 9 0, 6 4 0 

羊 7,8 8 6 

山羊 2 9, 9 9 0 

象 11, 7 8 9 

口,,., 2 3 7 

鶏 24, 8 9 5, 4 9 4 

家鴨 1 0, 1 5 5, 0 6 5 

密蜂 小群

2. 獣医師数

獣医大学卒業獣医 2 0 0 

訓練修了獣医 6 2 5 

計 82 5 

3. 獣医大学（カセッサー獣医大学）

教養 2年

専門 4年

計 6年

4 家畜伝染病発生数 (19 6 3) 

発生（回数）

炭 疸

出血性敗血症

口蹄疫

豚コレラ

3 6 

2, 0 0 0 

1 5 7 

2 1 

牛 7 8 

~1, 8 2 0 

+ 3, 3 0 0 

死亡

水牛 5 2 

0

0

 

0

0

 

2

0

 

｀
 

7

2

 

ヶ

ク

豚 1 1 

// 1, 0 0 0 

,;. 

;,, 

2 0 0 

2 5 0 

鶏 病（ニューカツスル、鶏痘、気管支炎）

約 1万以上 よって大差あり。
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プルセラ、寄生虫等の発生ありウイルス病疾患としては日本脳炎、 Ki Ku Ku-

n ya (一種の脳炎）デンギ るも詳細不明

5. 家畜衛生機関

oDept, Livestock Development in min Agricalture 

Director-General 

Deputy Director-General Secretary 

(1) Div of Animal Husbandry 

(2) Div of Animal Nutation and Forage 

(3) Div of Veterinary Service Crops 

(4) Div of An i ma 1 Di Ge as e'Control 

{5) Di、r of Veterinary Researcn and Education 

(6) Div of Yaccine and Serum 

o Foo t and Mouth Di s ea s e Lab. in Non g Sar a i 

(1) Serology 

(2) Virus cuiture Vaccine Products 

(3) BiocheilliBtry and Vacci.ne C:ontrolB 

(4) AdI!linistration 

(5) Research Work 

(6) Collection of Tongue EpitheliUI!l 

oVeterinary Biological Lap.in Pakchong 

(!) Administration Section 

(2) Bacterial Vaccine Section 

（イ） HS.Vaccine Production Unit 

（口） Anthrax Spore Vac.Pr.u. 

日 B1ackleg v.P.U. 

(3) Virus Vaccine Section 

（イ） Rinderpest V.P. U量

（口） Chicken Pox V,P.U 

い） Swine Fever V,P.U. 

に） Newcastle V,P.U. 

oTongue Epithelial じOllection Lab.in tbe Municipal 

abattoir at Prakanong Bangkak 

1960 1,929 tonglle 

1962 12,940 ,,_ 

〇病性診断所 全国 21か所

（獣医 1. 助手 1. 労務者 1)
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資料 No.4

東南アジアにおける

農業関係試験研究事情調査報告書

畑作米穀類

昭和 43年 1月

農林省農林水産技術会議事務局

熱帯農業研究管理室
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I 調査目的および調査検討事項

熱帯および亜熱帯忙おける農業技術侭関する研究を推進するための一環と

ロコシ、マイロなど） Ireついての試験研究機関の研究体制を調査し、

在外研究実施の可能性厄ついて判断するため、下記事項に

1) 研究課題に基いて行なう研究場所はどこが良いか。

2) その研究場所でどこまで研究がで含るか。

3) 研究を伴うして携行を必要とする研究用機器等。

4) 派遣人員は何人が適当か。

5) その他、在外研究員の生活条件等。

Il 調査者および調査期間

農業技術研究所生理遺伝部遺伝科遺伝第 2研究室長（現遺伝科長）

しだc

（トウモ

否かよび

昭和 42年 3月 19日から昭和 42年 4月 9日祖で (22日間）

長野県農業試験場桔梗ケ原分場杉山信太郎

昭和 42年 3月 26日から昭和 42年 4月 9日注で (15日間）

IIl 調査対象国

カンボティア、インド、中華民国（台湾）。ただし、杉山信太郎はインド、中華民国（台湾）のみ。

N 調査結果

I. カンボディア国

1) 調査経過概要

3月 19日（日）羽田発プノンペン 16時 45分着、中川書記官と調査日程打合わせ。

3月 20日（月）10時大使館へ挨拶、カンボディアでのトウモロコシ（て関する試験研究事情聴取。

カンボディア政府当局はトウモロコ、ンの生産発展忙ついて大きな熱意をもつているが、専門の技術

者はごくわずかで、試験研究機関も貧弱であり、日本の技術援助を期待していること、および技術

援助にあたつての問題点などを聴取した。午後ホテルでメコン開発委員会の依頼忙よつてメコン河

流城の調査侭あたつた三祐コンサルタンツの久保技師から現地の事情聴取。

3月 21日（火）プノンペン 6時発、バッタンバン州の日力友好農業技術センター調杏c 乎野場

長と技術センターでのトウモロコ、ンの試験研究実施の可能性忙ついて懇談。現在のため池施設を利

用すれば 1~ 2 ha.、 古ら忙ため池を増設すれば 10~20haの試験圃場の利用が可能で、必要

な労力も十分えられるとのことである。 トウモロコ、ン試験地併置侭ついての問題点などを聴取し、

ジエムリアップ泊。

3月 22日（水） 8時、ンエムリアップ発、 1 6時プノンペン着。

3月 23日（木） 7時プノンペン発、農業省のサムロン・トム試作圃場（プレイヘン州）調査、

比較的圃場管理はよく行なわれていた。プノンペンの帰途 3戸の農家圃場調育、在来種屈たよつた

きわめて粗放な栽培が行なわれていた。 16時農業省のトウモロコ、ンの専門家 Dong Chon 氏
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からトウモここt きヤめて少ないこと、

低いごとがりかがわれた；3

3月 24日（

Chon 

であ，“）だ。弓 1き続いてコ怨トメイ（コンポンテャ 如よびチャムカ 5一窃ルウ

1コンポンテャム州）調査。コ激トメイ いとは云えない。チャくムカー

籾ルウ 田フランヌ人のゴム園跡地で、 トウモロコシ専門

試験研究用の施設や機材などはほとんど整備されていないで

3月 25日（土） 8時 30 

Ro--Tong Lip 

1 0時イスラエル実験農場視察。

3月 26日（日） 9時ホテル

デリーヘ。

2) トウモロコプの生産概況ど試験研究の現状

生産概況

ての中

ないトウモロコ あ

していたくう

1 7時 I5分プノンペン発ー~・~

トウモロコ・ンは米、ゴムとならぷカンボディアの重要な輸出農産物であり、その生産発展忙強

い熱意を示し，＇（いる。輸出用の赤色種と食用としての白色種がつくられているが、

作付面積 10万 5千haから 17万トン、白色種は 2万 2千haから 3万 4千トンを生産してい

る。

メコン河本流沿いのカンダ,J!,、プレイベン、コ／オそンチャム、クラチェの 4

中し、メ：コン沿］の氾濫を和用した雨期および乾期作の 2期作が行なわれている。いずれも無肥料

、自然の氾隆忙依存している応で生育期間 90日以内の短期品種でなけれはならないとい

りカンボティアのトウモロコジ栽培の特殊性がみられる。このため、こ［ノ地域Vこ適応した生育日

数 85日前後の早熟在来フリント種がつくられているが、この品種は小粒ではあるが橙赤色の良

質のフリント種で，カノボティアメイズとしてその良質が買われている。

カンボディア農業省はトウモロコシの育種に執念に近い熱意を持つており、これ夜で忙在来種

の集団選抜で C,41v1Sy n 6 oや CAS 6 3の品種を育成してきている。これらの品種は生育日

数 85日といらフリ／卜の短期品種でありながら、メコン河流城での無肥料栽培で 3トン前後の

収穫をあげるというかなりすぐれた品種でちる。CAM syn 6 Oや CAS6 3のようなすぐれた品

種があるしこかかわらず、その普及率は低く,、多〈の農家は古い在来種択頼った粗放な栽培を続け

ている。たとえ無肥料栽培であつても、健全な種子の使用、丁寧な整地と播種、間引など侭よつ

て適正な栽植様式による栽植本数 (60,0 0 0本/haぐらいと推測される）を確保するだけでも

20%あるいはそれ以上の増収も困難でないようtて見受けられた。さら忙、台湾のよう忙灌漑施

設が整備されて〈れば施肥技術も浸透し、吸肥性の高いF1の普及も行なわれ易〈左るであろう。

現在のところ生産発展のためには栽培技術の改善普及が急務と思われる。

(2) 試験研究の現状と調査検討事項忙ついて
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農業省の農業試験場（プノ

よびサムロン・トム

、チャムカー・ルウ （コンボ： >・ 

（プレイペン州）などで行なわれているが、

州）、塩

〈、施

も貧弱である（写真 l、 2、 3、 4)。注た、一応トウモロニ

としてあげられるのは現農科大学学長Ho-Ton Lip (前

でCAS 63の育成者であるSon Chhum氏、 CM1 syn 6 3 

Uong Chon氏、および現トウモロコゾ科長である SumKhum氏の 4名匠すぎない。 こ

うち 2名は大学の学長の地佐侭あり、在外研究侭あたつ

f
 

~,~, 

にいる

きる人としてはじong C11on 

氏とトウモロコシ科長の SumKhum氏の 2名忙すぎないが、 SumKhum氏は英語は話せ

たい。したがつて、技術協力という形で試験研究を行なうよりドならざるをえないであろう。

中央の試験場であるプノンペンにある農業試験場の施設や機材なと

森り、圃場規模は小さ〈、在外研究を行なう場所として

叙ゎめてお〈れて

では、

機材などの整備で最もすぐれているのは、バッタンハン州の日力友好農業技術センターであり、

ため池を増設すれば 10~20haの試験圃場かえられる可能性かある。 しかし、現在主として

稲を中心とした試験研究が行なわれているので、 トウモロコジの試験研究を行なうため(r[は、必

要な施設や機材をととのえる必要があり、ここも在外研究のための派遣先としては現時点では適

当でない。

中央農業試験場、日力友好農業技術センター以外の諸機関をも調杏したが、カンホティアには

試験研究者の数がきわめて少な〈、施設機材の幣備もきわめて芸くれていて、技術協力という形

で独自忙研究する場合をのぞいては適当な研究場所はないと結論される。

2 インド国

1) 調壺経過概要

3月26日（日） 2 0時 40分ニューデリー着。

3月 27日（月） 9時に日本大使館訪問、井関大使およひ斉木公使に挨拶後鈴木書記官と日程打

合せ、およびニューデリーの生活条件侭ついて聴取。 1 5時鈴木書記官と同行して、インド農業研

究所 (IndianAgricultnral Research Institute - I.A.R.I.)訪問。

所長の Dr. Swami n at ha n不在のため、同一構内忙あつてトウモロコシ、マイロなと畑作禾

穀類の専門研究施設である植物部 (Division of Botany)忙属する Cereal Rese-

arch Laboratoryを訪問。 Dr.Dhawan らよりトウモロコン、 Dr.Raoおよびロック

フェラー財団のDr.Houseよりマイロなど忙ついての試験研究の現状を間くとともに諸施設を視

察。

トウモロコシiてついての主任研究官であるDr.Dhawan ぷよびマイロの Dぃ Raoはいずれ

も、わが国からの在外研究員の受入れ忙ついて歓迎するとの好意的な回答をえた。さら［こ、

Cereal Research Laboratory と深い関係をもつ遺伝部 (Division of Ge-

netics)の部長Dr.Jain を尋ねたが、同氏も受入れについては協力するとのことであった。

帰途、 I.A.R.I.の構内忙ある研究員の官舎(Dr.Pun i a) を訪問し、構内での生活条件

その他の事情を聴取した。構内には病院、郵便局、購買施設などが完備し、家賃も含わめて安いが、
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で喜ず＂蜆在派遣されて喜てい し

いることが判つ乞C

曰バヘぷi い（火） I 0時校： と 1anCounci! 

ぃf Ag r i、 CHl t u r a l R" s Car eh---r . C . A 嶋R.)して次長 (Deputy of General ) 

翌)Dr,、,Iosh i を訪間()

な計画実現にあたっ

ついて説咀し

をするとの回答をえた。

の主旨忙 し具体的

再度, Cereal Research Laboratoryを訪間して試験研究の現状忙ついて調査した

後、所長の Dr . S w s,m i n a t h a n を尋ね、訪問の目的を説明。 所長から忠在外研究員の受入れ

ついては協力ずるとの好意的な約束をえた。夕食に招待された鈴木書記官宅で、大使館の通

訳である Singh 氏翡よび鈴木氏夫人から生活条件などVCついて事情聴取。

3月29日（水）ニューテリー発、 14時 55分ハイテラパート着。 A.P.農科大学 (Andra

Pradesh Agr・ I F ・1eu,tura. Jn1vers1ty) トウモロコ 、ン試験場（第 4区トウモロコジ

センター～）の饗長 S。V.Rao 氏と日程打合せ。

3月 30日（木） 8時 30分ハイデラバート市郊外の Amberpet にあるトウモロコシ試験場

訪問、 で試験研究の現状と施設を調査。 15時同立種子協会から Murty 氏が同行し、

I .A,、R.I. の Substation でマイロの試験研究を大規模忙開始している Oil Seed 

Laboratory ロックフェフー財団の Dr.House 氏の案内で建設中のマイロの諸施設

を視察ず、るととも Vで試験研究の現状聴取。

Oil Seed Laboratory 視察後、 Amberpetの試験場長 Rao 氏の案内で、上記ハ

fデプハート侭ある諸機関と関係をもつ A.,P.農科大学および付置研究所 (Agricultural

Re s n a r ch I n s t i t u t e)訪間、いずれも建設途士にあり、施設は十分でない。

3月 :3l日（金） ,J . S . Ku r du k a r氏、 L、M.Rao氏宅を訪問、ハイデラパ-心卜での生活条

件その他の視察と聴取、およ

4月 1日（土）午前休養、午後ハイデラバート発ニューデリー着。

4月 2日（日）大使館のSingh氏から再度ニューテリーの生活条件忙ついて補足聴取、午後市

内見学。

4月 3日（月） 5時ニューデリー発台北へ。

2) トウモロコシ、マイロなど畑作禾穀類の生産概況と試験研究の現状

(1) 生産概況

インドヘのトウモロコジ導入の歴史は、他のアジア諸国と同じょうに 16世紀侭ポルトガル人

によつて導入されたといわれる。一方、稲その他畑作禾穀類の栽培の歴史は古く、稲や麦は紀元

前 3,000年から、 Jowarといわれるグレインソルガム (Sorghum)やBajraと呼ばれる

トウジンピエ (Pearl millet,Pernisetum)は紀元前600年から栽培されていたよ

うである。これらの禾穀類忙〈らべると、 トウモロコシ栽培の歴史はわずか 2世紀忙すぎないが、

現在ではインドでの主要食糧の一つとして含わめて重要な位償を占めるようになつている。資料

としてはやや古いが、 1961~62年のインドでの全作付面積 123,864千ha のうちで上記
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クフェラ メリカの援助の規模の大含さと熱意忙は目をみはるものがあるが、これ

も悲さんなインドの食糧不足に対する一つの飢餓対策とみられる。

インドてのグレインソルカム、いわゆるマイロの作付面積は稲忙ついで大含く第 2位で、 1962

年匠は 16, 7 9 9千haから 7,664千トンの生産をあげ、インドの食糧生産上に大きな役割を果し

ている。常習的侭干魃の被害をうけるイントでは、耐干性のあるマイロは含わめて重要な竹物と

なつている。 トウモロコシと同じょう紅ソルガムも在来種の栽培が大半を占めているが、最近は

アメリカから短秤のマイロを導人して、優艮な多収品種の普及につとめている。

インドは植物学上ソルガムの 1つの起源地と考えられ、多数の種や品種が分化しているとされ

ている。今日いわゆるマイロとしてすぐれた品種となつているもの花は、インドからアメリカ忙

導入されて改良され、これがインド忙また導入されたものがあるといわれる。現在東南fシア諸

国のうちで、マイロの作付面積か最も大きく重要な作物となつている国はインドであり、このた

めマイロ忙ついての試験研究はインドが最もすすんでいるようである。

マイロ、小麦尻ついて栽培面積の大含い畑作禾穀類としてはトウンンビエ（ハールミレット）

がある。トウジンピエはインド人が常食として好んで食ぺるチャパティーの原料忙使われ、食糧

として重要な作物となつている。したがつて、最近トウモロコジ、マイロととも忙トウジンピエ

の試験研究も活発に行なわれている。トウモロコシ、マイロなど最近の試験研究、とく

ついての目立った方向としては次のことがあげられる。

① 現在主で忙それぞれの地域忙適する複交雑忙よるトウモロコ、ンのい雑秤 9品種を

し、普及侭努力した結果 l9 6 5年忙は普及率 2。5% (1 0万 ha) と計画目標3% (IL近い成

果をえている。しかし、それ以後は頭打ちの状態忙あるようで、第 4地区（ハイデラバットを

本場とするインドの半島部）では、 1 9 6 6年には普及率 2%にすぎず、普及の困難件を訴え

ていた。おそらくい種子普及の困難性によるものと思われるが、試験研究の中央機関である

I .A.R. Iふよびハイテラバットの試験場では種子価格が安く、自家採種も可能な混成品種

(Composite Variety)の育種に重点を移しつつあるよう忙見受けられた。

② マイロについては、大規模な遺伝子源の導入をはかりつつ細胞質雄性不稔を利用する多収性

のF1の育成忙努力し、ごく最近 2つの多収性のF1 をつくり出している。 トウジンピエでも

細胞質雄性不稔を利用するF1 の育成に成功している。

以上のよう忙、試験研究者らの努力忙よつて良質多収な優良品種が次々と育成されてぎてい

るが、土地基盤とくに灌漑施設が未整備なため、天候による災害（とくに干魃）をうけ易〈、

さた農家の貧困や敬育水準の低いことなどから、思うよう侭は生産が発展しないようである。

(2) 試験研究の現状

① 試験研究組織

インドのトウモロコシなど畑作禾穀類の試験研究は、ニューデリー忙あるインド農業技術会

議 (I.C.A.R.)が基本計画を立て、同じくニューデリーにあるインド農業研究所 (I.A. 

R. I.)が中心となった研究体制で試験研究を推進している。

トウモロコシについての試験研究は歴史的には育種が中心となつてすすめられてきており、

l 9 3 3年にすでにUttar Pradesh州の Kanpurで在来種の集団選抜を行なつている。

-19-



しか を試験研究が行左オ~才しるより i'c:をつ：たのは、 I ,C, ;¥. .It 

『U D」ab州の農業島と協同で、アメリカ0誓種技術をとり入れ

る。 l 9 4 7年屈は I.A .R. I. が雑椅強摯和用育種誓ついての

のF1 をつ〈つて、 がら しか

15~20%続い程度であつた。 方、アメリカやオーストラ，）

くらぺ 80~120%の 示したか、母系統(i)人

袋よびデント型に近いため食用侭適拉ず、農家忙好注れなかつだr

.1 5年筐

因難、

現在のような大規模な試験研究が行なわれるようしてたつだのは、 I 9 5 7年衣 lべ： A"B" 

がロックフェラー財団の強力な援助で、全イントを "Co 1, rd 1 ed Mat:、
Breed i n g Scheme"を発足させてからのことである。 本酎画け、-コ.-デリ-;,rあ

I > .R. I. とロックフぷラー財団が中心となり、 インドを入食〈 4地城IZ分け＼それぞ

本場と幾つかの支場を設けて、計 15の試験地で含

た。実際~はI.A.R.I名の植物部 (Divi s 1 on o f Bo t any)図塙ずろ Cere心

Researeh Laboratory か中心的左 している，~）こ

次の通りである。

高原地区 (6試験地）：本場Srinagar(Kashmir) 

lmora(Uttar Pradesh)、Solan(HimachaI Pradesh)、

Baj aura (Pum jab)、Kalimpong(West Bengol), Oangtok(Si 

kk i m) 

西部平野地区 (3試験地）： I.A.R.I. 

支場Ludghiana (Punjab)、A,imer(Rajas than) 

東部平野地区 (2試験地）： t八 p,農科大学 (Uttar Pradesh) 

支場Dhoti(Bihar) 

半島地区 (4試験地）：本場Hyderabad(Andhra Pradesh) 

支場Arbhavi(Mysore)、Chbindwara(Madhya .Pradesh)、

Godhra (Gujarat) 

以」ご 15試験地を 19 5 7年から発足させ、ロックフェラー財団からの大ぎな援助をうけて

組織的な 行なつて窒ている。当初は育種佼璽点をおぎ

以上の圃場をもち、大型機械、熱風乾燥施設、低温種子貯蔵庫、灌漑施設左

施設や機材を して含ている。

適した複交雑筐よるい 9品種を

結果、現在祖で侭そ

とともに、普及応つとめている。

それぞれ 30ha

必要な

l 9 5 7年に発足した育種を中心とした ''Coordi n at e d Mai z e Breed i "g 

Sch emいは優良品種育成という一応の成果をおさめたので、 1 9 6 :➔ 

"Coordinated Maize Improvement Scheme" 0こ切りかえ、

害防除な の技術の普及浸透を重視した試験研究と

らこの計~両を

病虫

と1ーて．、 規

在活発（ておしすすめている。本計画では、農業技術会議忙板する1五L'.各試験研究機閉のぽか忙、

現在インド各州忙一つずつ設置することを目標筐建設中の農和大学も協力する体制合どづz:いい
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したかつて、現在でも

9ふ
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デリ.-

a
 

ui 

呼んでいる。

中核とな

きなかつたが合わ杖）で

コー・スの教合在も

れ、り

いるっ広大な敷地内仄

4 1 haの臼か、カシ’マ

マイトトロ／（近〈完成予定

！ぷ

芦
ニ已ヽ
フ

ビ～（
 

の教育厚仕施没もよ〈とと乙つている（）オた、留学生の宿柏旭琴太講堂（娯楽の少だい所左

（乃て＼演：：などの催物忙も使う）、安価な職員’宜舎も敷地四肛あり（写真 l3)、日，罪生活侭

必要な施設旦・一：甫 1） そらつている i写真 5, G)。

研究部門としては、

病理、微生物、、土壊尤よひ化学、農業物理、主地示lj用 (Division)かあ

る。このうち of Bot凡ny lが中心的な誓置衣．あり、 (‘ 

したものである。

生理などの分野筐分げられ＼

を分担している。植物部から狼て'1:した遺伝部は、植物部よりさら忙基礎的左

分野を担当すること｛でなつている。植物部、，昆虫部、病理部なと視察しえた範囲では、

応それぞれ展ホ室を永ち、多数の標本を陳列して、展叫ては努力しているように見受けられた。

閲する

トウモロコン、マイロなとの禾穀類の試験研究尻上記の各部も参加しているが、これら

の低か忙植物部に属するじereal Research Laboratory (禾穀類研究室）があり、

この研究室がトウモロコンとマイロ筐ついての試験研究の中心となつている。研究室 (Labo-

ratory)となつているが、一つの部 (Division) る大宮な

ウモロコ、／ マイロ 昆虫研究

あつて、 ト

なと独自

の研究室をもつている（写真 7、8)。

この研究室紅口ぃタフェラー財団の援助で股立されたものであり、その設立とその後の発屈

に貢献した同財団のR.W. C国 mm1ngs 記念して 19 6 6年 10月から

Cu mm i n gs Lah or at or y とも呼ぶようtてなつだ。この研究室忙は現在でも、マイロ育

種や病理研完室,::,t真ロックフェラー財団からの専門家が常駐してお、り、活発忙

を援尉］している。

I.A.R.I. が叩心となつて 19 5 7年侭発足したトウモロコシ では、Cere-

al Research Laboratoryが 役割を果l、 ロックフェラー財団 で世
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ら
/

少｝

を導入して、 4討心

1 9 6 0~ 王きて汀筐 !3,0 0 0 

した。 応大部分はイン~

スエフなど南釆北部、力りブ海の沿岩地域ぁ~ よぴアメリカ

アメリカの技術をその吐~ 祖導入

し、そ0)左か

コロンビアやベネ

した恵のである。

9 6 2 

［（（は GangaMakka L. ぃgaMakka 101、Ranj it、Deccan04品種を奨

励[C移した。その後上記優良自娼系のうちから約 35を選ん つ〈~ り、 6,0 0 0以上の

品種汀ついて各地侶で生産力検定を行な八、 GangaMakka 2、GangaMakka 3な

と5品稲を加えた 9品種を奨励するまでに至っている。これら

結果は、 "Progress Report、CoordinatedMaize Breeding Scherne1 

として 19 5 9 

f'I 

苔；を印刷物と

らノ5ヽイク

されている。

も行なわれ, 1 2 し出いソ
<~ 

ているが、現在余り重祝していないよう忙見受けられた。現任なお、より優秀な F1

成品種の育成を継続している

では育種尻ついて新し

トウモロコジ紅

られたので、 I.

の試験研究を開始している。

していたロックフェラー財団のDr、E.W.

Sprague がタイ国忙移つたので、 Dr.M. L. DLぃwan が育種主任となりィント人が中心

左L:｝ つている。主な

Variety) 

させている

ヘ`テロ、ノ

として旦混成品種 (Compositiぶ

メリカのDr.K T. Merz 

る良質品種の育成（

ど、比較的基礎的

ねらい），

われている。

このため必要な研究用機材や施設左どは年々整備されてぎてぢり、アメリカ製の精巧なアミノ

酸分析器も殺惰玄れている。トウモロコジの混成品種としてはすでiていくつかの品種を育成し、

I .A .R. I. 育成のものはAI、AIl、Alli、......と名付けられ、インド各地で適応性の検討

を行なう段階に至つている（写真9、 10) 0 

上記のような育種研究のぽか、昆虫研究室ではアワノメイガの研究が重視され、人工食餌忙

よる飼育法の開発などいく

のDr.L. Renfro 

しているペト病陀ついて

マイロ忙ついては、

あげている。 肛はロックフェラー財団から

アジア諸国のトウモロコ

重点的忙とりあげている。

あるマイロ育種研究室が中心となつて試験研究を推進し、

没
f
J

をだ

Dr. N. G. P. Rao が育種主任でロックフェラー財団からDr.LR  House が専門家と

して援助している。マイロ忙ついての組織的な試験研究計画が設定されたのはトウモロコシよ

り新しい。 19 6 0年忙 l.C.A.R。が「ソルカムー代雑種促進計画」を立て、 I這A.R。I.

のぼか忙インド各地化ある棉、油脂作物 雑穀研究強化計画 (PIRRCOMと呼んている）の

研究組織を利用して広汎た試験研究を実施して含ている。この計画vcもロックフェラー財団が
施設や機械貸与などの大ぎた援助の筏か、膨大な品種導入試験を分担して積極的作協力してい

る。その成果は、 "Progress Report of the Accelerated Hgbr1d 

Sorghum Project"として毎年報告されている。
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Rao となつて推逢して宮たマイロ ど

l
:
L
 

合がi甲

したマイロの1<'1の育威がある。こmに 1ン

稔系統 msCK 6 0とアメ）～がで発見されだ胚乳か芦色（りいわゆ

舞種CSH--l (早生）、 CSR・2(中生）の 2品種の育成て奎る),iン r各地

と在来科訳：〈らべ合わめてす〈か，戸成績をホ

励品種として積極的侭晋及肛移している。 Hao博士は吏たト

以上のようVeI。A.R. I, 

最も

忠成果をえている（ 1、l2) 

行なわれてお玉り、きた名〈

ると判断される。アメリカの援助（てよつて

教育をも分担しているので、

究がすすめられている。しだがつて、

I.A .R. I. 

A. ヽP.農科大学トウモロ '.Iゾ

も

ア諸国のり i:~で旦

いる砂＇’巳畏 i賃可

れ、 学位-こ↑ 岱~心ス豆）

数も名〈、窒わ遠）

らずれば最も

叶なう場所としては、
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デカ の控高 53 7 mの あるハイデラバット由郊冗忙位置していろ C /
 

._ 

トウモロコジ

の本場の ＇と

半島地区（第 4区）の本場で、 トウモロコゾ専円の試験場了:ちる。こ

so r e、Madhya Pradesh、Guj a, at州Vこそれそれ支場

を設けている。前述しだよう忙、 の示足を補う目 塁科大学の設立を目標

設吃中てあり、このAndhra Pradesh州で『;t/イデラバ"r・尻般置さ

れ、すで忙発足している。このため、このトウモロコシ試験場に凡『',農科大学と協力し

くような体制がとられている。

圃場面積は 3Oh a で、職員構威は研究員 l 1 、、事務員 2~- 3、圃場員 20、運転手（ト

クターを含む） 4名からなり、筏か侭臨時労働者として約 60名が働いている（写真 14、lb)。

｝しては育種、農学、昆虫、士壊の 4研究室があり、展→宰を設けている。灌漑、種

子貯蔵、作業室なと一応（り施設はあるか、 I .A .R .1卓ご〈らへると施設、研究用機材左どの

整備は格段と劣つているo I .A.R。l。で育成した品種の適応性検定四佼か筐、独自の育柿を

も行なつている。複交雑忙よるいの罰及の困難性（第 4地区ての l9 6 6年の柑及平約 2%) 

侭よると思われるが、現在滉成品種の育種仰努力して塩り、すで化BI (y)、BJI、HIllの

3品種を育成し、生産力検定と集団選抜 (modif i e d mass sもIection) を継続中

である。この混成品種は、開花期の一致する l0組合せ以上の有苧品種間交維の・いを

つ混植して、自然受粉させ、．計画的な集団選抜（タイ国ではControlled masさ s Cl ,,-

Ct ionと呼んでいる）で世代をすすめ．、ある程度遺伝的忙安定した多収品種を育成すること

を目標としている（写真 lti、 l 7、 1 8、 1 9)。

この I。.A喩R.I , の Drさ Dhawan な研究を担当し を強調し
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ている育種圧で

と肛ある。 j . 令.R.ふさ

活発忙その

用 を一つの品種とし

忍ご匹口Be記号をつけ、現在

である。

混成品糧旦品種であるから、 F 1 0こくらべて格段，ピ□安くなり、芍
あれは自家採稀ぷ可能となるのて、毎年種子を購人するという習慣や

発逹していない多〈の東南了／ア諸国ではF'1利用侭至るワン・ステップとして、

ておく必要があるものと思われる。クイ

示した「ガテマフ種」も広い意味での混成品種にいれられるかも知れない。

この試験場青成,D混成品種の亡毛森よび標本を見た範囲では、確か忙良質多収の頴向はあつ

たか、まだか左り遺伝的には安定していたいと判断された。

の

及を

〈らべるとずべて

ススモン病、アワノメイガ抵抗性の育種試験などが行なわれている。

とんど実施されていない。 Iふ R.L忙

としては 1亨A.R也 I. 忙劣る（写真 20、

c
 

＼
ーー2
 
A. ぷ疇

A.P心

ソルガム

所在地 O.i !seed Laboratory、A.P.Agricultura! University、

. derabad、Andhra Pradesh 

責任者 Dr.L.R.House 

ある油脂作物試験場忙研究室を借り、ロックフェラー財団脈遣の

ソルカムの専門家Dr.Houseが中心となつて大規模な導人試験を行っている。 同氏は

I。A.Iし l讐の禾穀類研究室忙常駐しており、毎月定期的忙ニューデリーから飛行機てぎて指

導ずるとのことであ幻現地のこの研究宰紀は助手としてアメリカ人のDr.,J .S. Q,uick 

とインド人の技術者が滞在し、栽培、特性調査、品種保存などの仕事に従事している。

将来、建物ゃ付属施設などを逐次整備してゆく予定とのことであるが、現在のところ試験研

究用の諸施設は不完全である。しかし、灌漑施設を備幻りこぎな試験圃場をもち、国内外から集

めた 1万種以上のソルガム（子実用）匠ついて、優良育種材料の探索を行なつている（写真 22..,

2 3、24、25)。

この大規模な試験は 19 6 0年して発足したイントの［ソルカムー代雑穂促進計画」の一環と

してすすめられている模様であり、インドでのソルガムの主要害虫である士壌線虫とクキバエ

(Shoot fly)抵抗件品種の探索が行なわれていた。これらの専虫に対する品種間芹は明瞭

にみられ、近い将来優良な育種母本が選抜され、ソルガムの育種その他忙貢献するよう花なる

と思われる。 か育成中のマイロ品種の生産力検定なとの試験も実施されている。

この試験場でのマイロに関する試験研究は支場的な性格をもつている。したがつて、マイロ

についての在外研究匠あたつては本拠を I.A .R贄 I、の禾穀類研究室忙おき、必要に応じてこ

の試験場を補助的忙利用し、熱帯地城のマイロ忙ついての広い知識をりるよう尻するのが望注

しい。

⑮ A.P. 農科大学
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所在地 Cump 0『fJ Ce、Dilhushil

学長 Dr-T,H. Mehta 

けerabad,-4 dhra Prade 

訪 て八 .P.

来からハイテ)ハットf寸：近化あった

り）教育を~ 釘なうように

仇~劣る。

心仄壼仇あり、~

尋ねだ忙ずぎない。

養成のため

とL,:: は！パA.R.L

3) ついて

インドは広大な国であり、畑作禾穀類忙ついて

てもインド全城を 4地区［こ分け、

がある。しかし、トウモ~ ロコンやマイロなど

るl.A .H C]. か中心的を

物部『Cは属しているが、

トウモロコシ忙つい

しており、 1 5 

:)いてはニューデリー9

の附は厚〈レヘル克最も高い。（し〈に植

どして独立した研究組織をもつている禾穀類研究室

は主としてアメリカの援助（ロックフェラーー財団）［こよるものと思われるが、最罰の精巧な

機材を杷備し、活発に試験研究を推進している。

知るかぎりでは、東南アジア諸国にある試験研究機関のうちで畑作禾穀類化ついての試験研究

では、 I.A.R曇 I場の禾穀類研究室は菫、質ともに最忍高い水準にあると判断される。したかつて冷

什外研究のための場所としてこの研究室が適当てあると結論できる。古た、ここではトウモロコシ

のほか忙将来東南ア、／ア諸固予の農業開発で重要Vこなつてくると予想されるマイロ、およびインド

独自のトウジンピエについても活発に試験研究が行なわれてお＿い熱帯畑作禾穀類について広汎な

知見をうることがでぎる。このため、 トウモロコジ 1名の筏か忙マイロ忙ついての在外研究員 1名、

計 2名を派遣することが後述する生活条件!J)うえからも望ましい。

本研究室では基磋研究が重視されているか、全国忙組織的忙配置されている日部機構としての試

験研究機1関と密接な連けいをとりなから、実際的な試験研究の総括も行なつているので、実用的な

課題忙ついての研究も行なうことがで含るC

具体的なトウモロコンの研究課題としては、混成品種育成の理論およひ実際的な育種法、

品種やベト病抵抗性育種などの遺伝育種から、ベト病やアワノメイガ忙関する病虫害の研究なと広

く研究課題を選ぶことがで含る。したがつて在外研究にあたつては、この研究室のトウモロコ、ンの

丁＿仔であるDr.Dhawanと十分協議のうえ決めるようにすることが望ましい。

マイロとトウシンピエについてけ、細胞質雄性不稔利用の育種が重祝されているので、この課題

をえらぶことが在外研究をすすめるうえからは有利と思われ、マイロの主任であるDr,Rを10およ

びロックフェラー財団派遣の専門家Dr.Houseと して決めるのかよい。 Dr.House は現

在多数の品種を導入して、 およびクキバェ抵抗性品種の screeningを行なつているので、

マイロの品種生態筐ついての研究をも行なうことかで含る。

吐た、高温多湿な熱帯地域では種子貯蔵の問題か予想以上忙重要で、現在のところあ注り

えられていないので、この機会にこの間題忙ついて研究することもよい。

在外研究の可能性について、農業技術会議次長のDr.Joshi、 I.A.R.I. Dr. Sw-

ami n at ha n、遺伝部長のDr。Jain、禾毅類研究室のトウモロコ、ン主任Dr.Dhawan、 同
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袋よ

関

主仔いしいDr.且i10 ク ェラー D:r. Hou ,C ~ j -Lkc! ~彦,,し

め 支障左いと判断

R I. の仕か"イ 卜 あ したが、

I . 八•· I。が姐忍すぐ戸ているので、 忙あだ け訊らの機

して見聞を広める程度肛するのがよい。

次しこ、

ある。インドは

みfて合わ

〈りし二 5,ーデリーで 1

戸。朝夕食ともして比較的よいも

変化尻乏しいので、

したがつて家族を

借り、炊事人その他を雇つて臼活するのがよい。この意味で前記したよう（（（；、 トウモロコン 1

マイロ 1名と 2名

られる。

ることが望ましい0 心

あ芍り恵支れているとは三えない。とくしごイントの食事は

も＼で喜るたけインド人の中流家庭忙はいるよう機会をつ

ハイテラバ勺-卜で 2軒の家庭を訪間することがで含 食事をともにし

2名

Lをうけたか、食事は口尻合わなかった。

なり精神的な苫労があると予想される。

J ./¥ .• R, I. の構内忙多〈の百舎があるが、外固人忙は貸烏しないとのことであり、ニ~ ューデリ

を考え、この場合の生活条件などについて聞含取り調査した。その結呆、家賃はか

なり高いが、不可緋でないようである。家賃は月額 25,000-~, 50,000円くらいであり、家賃以外

l 0万円、、計 15万円あれはかなり安定した生活ができろようである。

市内には食堂はきわめて少な〈、外食するとすれば一般にホテルで食事することとなる。ホテル

の食事も あるが、一兄ウェスタンスクイルの食事がとれる。そこで単身でホ

テル忙滞在する場合を考えると、 l日2,0 0 0・・・・・2. 5 0 0 0円で月額 75,000円、その他の雑費

を加えて 10万円程度左必要としよう。いずれ紅しろ、生活環境については出発前忙、大使館と緊

密な連絡をとつておく必要があろう。

ニューデリーでの生活で欠かせたいものとして自動車があげられる。酷暑の地で交通事情もよい

とは云えず、ニューデリーからの通勤のためVこも、また I.A.R.I.の構内は広〈て圃場も遠いの

で自動車は是非持つようしてすることが望注しい。しかし、自励車の購入はインドではかなり困難で

あり、古た日本から携行するとしても入手する主でしてかなり日数を要するようである。このため、t

脈遣にあたコてはこの自動車の入手についても

て心くことが大切であろり。

'7 
〇ふ-
ド今

ヽ
9
}
J
4
 
す

ととのえることがきわめて大切で

らの苦労はか左り

をえられるよう

を

含ると考え

し

3 中華民国（台湾）

ヽ
9
t
 

4月 3日（月） 5時ニューテ'l)―-発。

た。

バンブック翡よび香港•一泊を くされ

4月 4日（火）パ，／コック市郊外の農科大学 (Kasetsart University)構内忙事務所

をもつロックフェラー財団のDr.Spragueを訪間。タイ国でのトウモロコンとマイロについて
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，，ミンコ、ックの東北約 17 0畑のパクチ."'ン市忙National 名nd

Internations,J Corn and Sorghum Research じent erが設立さ口てい

どを知ご-り)た。ここ応は

練生が含ている。

れて、器材心 れ、現在パキスタアから 8人の判

あれば宿泊施設も利用で含る,: ロックフェラ～財団と 夕--

へのわぶ国からの するとの担｝答をえた。

4月5日（水） 8時香港発。 9時 45分台北着。直ち忙ビ本大使飼訪昆］、島津大使忙挨拶。濃野

と日程および中華民国での在外研究員受人れの可能性匹ついて検討、受人れの可能性はある

とのととであり、予定が2日おくれたため大使館の酉噂贄てよつて農村復興連合委員会 (JCRR)訪

問を中止して、嘉義市へ。

4月6日（木） 8時嘉義市の丙約 22キロの朴子鎮佼ある台南区農業改良場王米研究中心訪問。

張新吉主任から試験研究の硯状、生活条件などの聴取および施設視察c 研究中

受入れについては歓迎する旨の回答をえた。また、希望忙よつては構内にある官舎 1戸を

る可能性もあるとのぎわめて好意的な意向が示された。 15時自動車で研究中心を出発し、

一台南市間の乾期作トウモロコジの実際栽培状況視察。

4月 7日（金） 8時 30分台南区農業改良場訪問、李文周場長から試験研究の現状聴取、ほよび

施設視察。李場長からも在外研究員の受入れ忙ついては贅同をえた。 17時台南発台中へ。

4月8日（士） 8時 30分農林庁種苗繁殖場訪問。場長の荘紆氏から、事業内容聴取およ

設祝察。 13時 30分自動車で台北へ。

4月9日（日） l 6時 30分台北発、帰国。

2) トウモロコジの生産概況と試験研究の現状

(1) 生産の概況

タイワンでのトウモロコシ生産は、戦前までは他の東南アジア諸国と同じように在来種を細々と作

つていたにすぎない。戦後大陸からの人口の移動忙伴う急激な人口の増加忙よつて、畜産が大き

〈発展し、飼料用としてのトウモロコジの重要性が認識されて需要が急速忙伸びた。現在は需要

が供給を大含く上廻り、約 12万トンの需要忙対し 4万トン近くしか生産されていない。このた

め、年間約 8万トンを輸入し貴重な外貨を失っているので、自給率向上忙大きな努力をはらつて

いる。輸入価格はトン当り約 3,5 o o NTドル（日本円で 31,500円）であるが、国内生産の

政府保証価格は 3,3O ONTドル (29,7 0 0円）となつており、生産発展を刺戟している。

このため、戦前の l9 6 2年の栽培面積は 2,5 6 7 h aで、生産量は 3,1 9 4トン (1.2トン

/ 1 O a)忙すぎなかつたものが、作付面積の拡大、栽培技術の改善、優良品種の普及奨励によ

つて年々生産量が増加し、 19 6 5年にはベト病の大被害をうけたにかかわらず 18, O O Oh a 

から 4万トン (2.2トン/l O a)の生産をあげるに至った。しかい米 (78カha) , サッ

マイモ (24万ha)、サトウキピ (23ヵha)などにくらぺれば、作付面積は小さくそれほ

ど大きな位置にあるとは云えたいが、生産発展に対する熱意からみて今後急速に増産されること

が予想される。

主産地は南節の 1市3県（雲林県、嘉義県、台南県、台南市）で、全生産量の約 50 %を生産
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し るC 南部は 1 月

r, rs /¥ 廿目
0 

田 i 

乏な目口"ぷ1．'封, し

と

し、， 9 へょ 0 月齋叶の秋作と~ ダ')2 

）が奨励いこ稔され、"Cえ

われ

水

リピン＇から

臼曰臼
：口既且

゜
百麓でのトウモロコシ生産

及茎かぎわめて高いことである。戦稜了メリカが東南ア／了

あたつて、インド、フィリビン、タイ左ど

かわらす、

した肛

いす、も 2伶ぐ

迄
口

いである（＇タイ固で紅 F1 れとていなし.,)。

知るかぎりでは、アジア諸国のうちで合驚たけか 19 6 6 

上と格段と高い（；その理由としては、 トゥモロコ 2又/h

60%以

農民の教

していることなどかあげられるが、

よ〈結びついていることも大き〈

発途上vcあるアンア

格的な

している()

及匹ついては、ぎわめて喜めの細い指導を行庁つており、

なん点が多い。マイロ紅ついては、夜 も本

も行なわれ［いない。

(:2) 

トウモロコン筐つい

(Tainan District Agricultur 

れたいは l9 5 

Improvement Station--DAIS) 

尻「トウモロご

あつて、

JCRRは

た忍ので、そ

JCHRからの

の
ヽ →ヽゞ ” 

の 1分場であ

るの

」を発足させ介(T)fこはじ主る。 DAf

(,JCHR)から主として試験研究尻ついての精助をう汀ている。

あつ先時代忙中華民国とアメリブrどの共同機関として設立され

を補助するとい＇ぅ仔務をもつてい

うけて運営されるD八ISの員か忙、台網省政府農業庁に属するわが国で

心あるか、 トウ干ロコシ勺て関する試験研究は専ら合南DAI

(Corn H、亙,search Center)が中心となつて推進してい

研究、

トウモロこ1夕忙関する

いたが、

を主とした試験

を行なつてい

な役割を戻している台南 DAISの組織系統

りである。
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台南区農業改良場の組織

場

務

会

議

I) 普及宣伝

2) 検査

朴子分場が玉米研究中心と呼ばれる試験機関で、 トウモロコシ専門の試験場となつている。

＠ 台南区農業改良場

所在地台南市光華街 5号

台南区は 1市3県（台南市、雲林県、嘉義県、台南県）で全省の l5 %の面積を占める忙す

ぎないが、耕地面積は約 30 %と多く、まだ灌漑施設がよく発達して農業生産上重要な地区と

なつている。すなわち、 1 9 6 4年の全省の総作付面積のうち台南区の作物別作付面積割合は、

稲22. 0、甘藷39. 3、 トウモロコ、ン 48. 9、大豆 21. 1、甘熙55. 6、落花生 52. 7 %など

となつており、とくに畑作物生産で重要な役割を果している。主た、雑穀、甘藷などを飼料と

した畜産も発達し、台南DAISは畑作物の試験研究機関として最も重要な位置にある。

台南 DAISは上記組織表のような組織で運営され、各分場を含めた人員構成は次の通りと

なつている。

職 称 法定編制員額 予算員額 現有人員 備 考

場 長 l 1 1 

秘 車自 兼任 兼任 兼任 由資深技正兼任

総務課長 1 1 I 1 

安全組長

一□7 I —.. ,; I 

1 i 
技 正 6 

技 士
3 i 
12 

技 佐 25 24 29 内臨時編制技佐 5人

課 員 4 2 2 
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職

弁

雇

1 1 

2 

1 

助 理 1 1 

臨時技術員 I I l 4 

臨時技術助理員 I i 16 

臨時会統計計雇雇員員 1I 1 
臨時

メロ 計 I 74 
技術人員与事

務人員百分比 事務人除=.6"/o 

本場の圃場面積 2haで主として畑作物忙ついての実用的な試験が行なわれている。 トウモ

ロコジについては、専門の分場である玉米研究中心があるので、ここでは小規模な栽培試験が

行なわれているにすぎない。たとえば、乾期作トウモロコゾ灌漑試験などが小規模に実施され

ていた。したがつて、展示室や玉米基金管理委員会という関係施設はあるが、亜熱帯でのトウ

モロコ、/Viこついての試験研究を行なう機関としては、本場は適当でない（写真 26、2 7)。

台南市にある本場のぼか忙、嘉義分場（稲ー 1oh a)、朴子分場（トウモロコシー 10 

ha)、新化工作姑（バインアップル--30ha)の試験地がある。 また本場［とはアジア、ア

フリカなど開発途上の国からの留学生を指導する研修機関が併置されている。

場長の李氏は大陸からきた人で、英会話はできるが日本語は話せない。しかし、秘書や農芸

課長など主だつた研究員は自由忙日本語を話すことができる。

€う玉米研究中心

所在地嘉義県朴子鎮徳興里 12 0号

主任（分場長） 張新吉

玉米研究中心は台南 DAISの 1分場ではあるが、トウモロコシ専門の唯一の試験研究機関で

ぁつて、全省のトウモロコ、ンに関する試験研究、育種事業、採種事業、普及事業の中心となつ

ている。圃場面積は 1oh a で、次のような組織で運営されている（写真28、29、 30、

3 1、32、33)。

組 織 職員数

‘‘,I 
画ー=-＝ロの雑交複と囀の子種雑交

）

単

）

及

、

定
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(
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上記構成職員の仕か、運転手 1、雇員 6、臨時作業員 l2 ~ l 6名がいる。臨時作業員の賃
金はわが国に〈らべて含わめて安く、男 1日約 27 0円、女 18 0円となつており、雇傭も容

易である。

l 9 6 7年の予算規模は 1,2 7 5千NTドル (11,4 7 5千円）で、その内訳は次の通りとな

つている。

人 件 費 l 2 2 千NTドル （ 1 '09 8 千円 I＼ 

業 費 1, 1 5 3 (1 0,3 7 7 

研究費 6 8 9 6,201 

育種 5 9 7 5,373 

病理 9 2 828 

採種普及展示 4 6 4 4,176 

計 1, 2 7 5 (I 1,4 7 5 

人件費が総額の 10 %以下と低くなつているのが注目される。これは職員の給与が安いこと

によるので、正確なことは聞き出せなかつたが、主任で月額日本円で 1万3~4千円位のよう

であった。聞くところによれば、一般に政府職員の給与は低いようであったが、このことは一

面この位の給与でも生活できることを意味し、日用品、食料など物質は豊富で、宿舎や医療な

ど厚生関係も比較的よく行届いているよう忙見受けられた。

上記予算の財源は次のようなところから支出されている。

農村復興連合委員会 (JCRR) 7 7 4 
千NTトツレ

(6,9 6 6 
千円

嘉義県庁 15 (135 

玉米墓金保管委員会 4 8 6 (4,3 7 4 

財源の大半がJCRRと玉米基金保管委員会から支出されている。玉米基金保管委員会はい

雑種種子の販売益金を積立て、これをトウモロコシの試験研究、生産奨励に役立たせる目的で

設立されたものである。この制度は台湾でのF1雑種の生産普及忙大きな役割を果している興

味ある制度であり、次の 3)F 1雑種種子の生産と普及の項でその内容を紹介する。

試験研究の重点は育種であつて、これまでに台南 5号という早生多収の複交雑による画期的

な一代雑種を育成し普及に移している。しかし、この品種はベト病に弱いため、抵抗性の台南

8号をも育成した。現在はベト病抵抗性品種と水田裏作の短期品種の育成を最も重視している。

試験研究の成果は、 1 9 6 2年 6月から「玉米研究中心研究い報」として印刷され、第4号

(1 9 6 6年 8月）主で出版されている。現在までの試験研究とその成果は次のようなものが

ある。

（育種） 台南 5号の育成： 1 9 5 6年にアメリカから導入したデントの自殖系と、台湾東

部の山岳地帯から収集した在来フリント種からの自殖系との交雑による一代雑種で［組合せ

(OH 4 3 X 4 5) X (D X C)〕、 19 5 8、 5 9年の地城適応性試験で平均 5.5 t /haの

成績を示し、早生多収の画期的な品種である。着雌穂高がきわめて低く倒伏に強い、春作秋作

用ともに適し適応性が広い、穂ぞろいがよいなどすぐれた特性をもつ。従来つくられて含た在

来種の対照品種にくらぺ約 75 "/, の増収を示したので、 1 9 6 0年忙奨励品種として大々的に
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普及を行たつた。

このため、、台南 5 て作付面積が拡大し、 トウモロコシの生産増に大昏左

をしている。 l9 6 6年にはこのい 6 0 %となり、ペト病抵抗性品

種台南8号ととも佼さら 喜くなる趨勢にある。しかし、こ 5号に思わぬ障

した。すなわち、 Fi のつた 19 6 4年の秋作（

3倍）に、 ト病による大被害をうけた。このペト病は、甘蕪が伝染源である

ため、直ちiて甘熙地帯での栽培を禁止するという措置がとられるよう 11'.:なった。ベト

る薬剤防除の試験も行なわれたが、有効な方法がないので、 l 9 6 7年から抵抗性 F1雑種育

成に大ぎな努力を傾けている（写真 34、 35)。

台南 8号の育成： 現在注で忙、多数の自殖系についてベト病抵抗性の探索を行ない、在来

フリント種とフィリピンから導入した抵抗性自殖系とから 8自殖系を選抜し、 60の複交雑を

つくり抵抗性と生産力の検定を続行している。フリント Xフリントの組合せであるため、台南

5号より収損が低〈（指数93 %)、やや晩生であるが、抵抗性の台南 8号〔組合せ (Ph9D

MRXD皿 3a) X (Ph 5 X Ph 9)〕をとりあえず普及に移している。

ベト病抵抗性育種： 上記のように、ペト病 (Sclerospora saccari Miyake) 

が台病でのトウモロコシの最大の病害であるため、早生多収の台南 5号に匹敵する多収性のペ

ト病抵抗性P1雑種育成が育種の最重点課題となつている。とりあえず台南 8号を普及に移し

ているが、早生多収のため水田間作用として台南 5号は依然農家の間で人気があり、台南 8号

はそれ程伸びていない。 19 6 6年秋作の成績では台南 5号より多収で6~7t/haの生産

カ（指数 110~117%)をもつ雑種もえられているので、近い将来台南 5号、 8号忙かわる

すぐれたP1雑種が育成されるものと期待される。現在も、抵抗性遺伝子源の探索、戻し交雑、

循環選抜などによる抵抗性の導入などベト病抵抗性に関する試験が集中的に行なわれている。

ススモン病、ゴマ葉枯病抵抗性育種： ペト病忙次ぐ病害としてHelminthosporium

turcicum Pass. によるススモン病、 H.may dis忙よるゴマ葉枯病がある。台南 5号

の親系統はいずれもススモン病に弱く、 1 9 6 4年春作の雑種種子生産で大きな被害をうけた。

この両病害に対する抵抗性遺伝子源の深索が 19 6 2年から始められ、いくつかの抵抗性と思

われる系統をえている。

合成品種の育種： 台蒟東部の山岳地帯では、士地が悪く F1雑種の普及も困難であるため、

これらの地域に向く品種として合成品種の育成普及をはかつている。育成品種 8、導入品種 7

について現地適応性試験を 19 6 5年に行なった結果、台南 5号より成績がよく約 3t /ha 

以上の収量のある 2品種を見出している。これらはメキンコとブラジルからの導入種である。

スイートコーンの育種： 缶詰用スイートコーンの育種を 19 5 8年から始めているが、今

のところ導入育種の段階である。

短期品種の育種： 早生の台南 5号を水稲の間侭間作するという「のりつけ栽培」が水稲農

家に注目されて普及する忙つれて、一層早熟な品種が要求されるよう忙なつたo， このため、ペ

ト病抵抗性に次ぐ重要な育種目標として早生多収がとりあげられ、短期品種の育成忙努力して

いる。海外から多数の遺伝子掠を導入しており、 90日以内の成熟日数で 5t /ha以上の収
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あげる品種が育成されつつある。

（栽培） 奨励品種である台南 5号忙ついては、

ど必要な sヽン をつくつて、

栽植様式、施肥、灌漑

はかつている。

播種期は北部では 2~3月と 8~9月、中部は 1~ 2月と 9~ 1 0月、南部は l~ 3月と10

月が適期てあり、これ以外の夏描は台風とアワノメイガの被害が大きいため避けるようにして

いる。栽植法としては灌漑で含るところでは、 60X30crnの2粒播 1本立 (5,55 5本/1Oa) 

で堆肥l.2~2t、硫安35~~55k,1、過燐酸 20~3 5kq、加里 8~1 Ok'lを施すことを基

準にしている。熱帯一亜熱帯地城での特徴として台薦でも加里の肥効は余りなく窒素の肥効が

大きい。無灌漑地帯では株間を 2o cmとし、硫安を 85 k'l施すようにすすめている。

複交雑の雑種種子の価格は自家採種のもの［こ〈らべてかなり底いため、播種量を少なくして

種子を節約すること（健全種子の配布、 2粒播、整地や播種深度への注意）立毛数の確保（間

引の徹底、欠株の排除）などきめの細いことについての成績をえて、その普及徹底に努力して

いる。これらのことは実際栽培農家にもよく普及しており、粗放栽培が一般的な他の東南アジ

ア諸国には、 F1 の普及事業とともに参考忙なる点が多い。

（病理） 1 9 6 4年匠ベト病の大被害をうけてから病害への試験研究がとくに重視され、

育種研究室の筏かに病理研究室が増設され、専円の研究に当たるようになつた。ベト、ススモ

ン、ゴマ葉枯、サビ病なと主要病害の生態や同定、防除法などについての試験研究が行なわれ

ている。このうちでベト病が最も重視され、育種研究室に協力して、抵抗性遺伝子源の深索と

それを母体とする抵抗性P1の育成忙努力を集中している。このため、試験圃場の大部分が伝

染源となる甘庶で囲んだ区画となつているのは、多くの諸外国のトウモロコシ試験機関ではみ

られないことである。ペト病対策がいか忙重視されているかは、 1 9 6 5、 6 6年の「研究い

報」に掲載された論文 10編のうち 8組がベト病に関するものであることからも判る（

3 6、37)。

（其の他） 試験研究の歴史が浅く、きわめて活発忙試験研究は行なわれているが規模か小

さいため、今後研究しなけれはならない多くの問題が残されている。近く昆虫研究室も増設さ

れる予定になつているということであるが、害虫の分類、固定、生態、防除法などはまだ十分

に行なわれてはいない。

健全種子酉已布のうえからは、種子保存の問題が東南アジア諸固では共通した重要な課題であ

り、余り試験研究は進んでいない。台酒でもやつとその緒忙ついたところであるn 試験機材や

薬品の入手が容易な台豫でこの間題を解決することも意義あることと考えられる。

3) F 1種子の生産と普及

本格的なトウモロコシ生産が開始されてからの歴史は浅く、最初の複交雑の F1品種台南 5号が

槃励に移されたのは 7年前の l9 6 0年である。わずか 6~7年で全作付面積の 60%以上がFi

という普及に成効した国は、アジア諸国のうちでは台鷲だけである。その理由は、作付面積が約 2

万 haと小さいこと、農民の教育水準が高い、農会という組合組織がよ〈発達していることなどが

あげられるが、普及奨励に対するきめの細い施策の貢献も見逃せない。
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l 9 6 0年以後の作付面積、 Flの普及率は次の通りである。

全作付 Fげ乍付 普及率
年度

面積ha 面積ha % 
I 備 考

1 9 6 0 1 3,8 5 4 1,8 6 7 1 3. 5 

6 1 I 5,2 9 2 2,199 1 4.4 

6 2 I 8,3 5 7 5,274 287 

6 3 1 9,892 8,196 4 1.2 

6 4 20,557 4,522 2 2.5 ススモン病のため P1種子減産。

6 5 18,441 9,3 1 1 5 0.5 ベト病発生地城での栽培禁止で減反。

6 6 9,670 60%以上の普及率の見込み。

奨励品種は台南 5号、 8号の 2品種であるが、台南 5号が奨励忙移された 19 6 0年から 62年

主では、複交雑までの種子の生産と普及配布を玉米研究中心が行なつていた。 19 6 3年からは自

殖系の増殖と単交雑だけを玉米研究中心が行ない、以後単交雑種子を台中にある農林庁の種苗繁殖

場に渡し、ここで複交雑種子の生産と配布を行なうようになった。近い将来は、単交雑の事業をも

種苗繁殖場忙移し、玉米研究中心の事業としては品種育成と自殖系の増殖のみにする予定とのこと

である。

い種子の生産量は 19 6 0年の 60,271k9から l9 6 6年には 26 5,8 3 8 k9(1C達し、 1haの

基準播種量が25 k9であるから、約 1万haの種子が生産されていることになる。農家の Fr栽培

への関心がきわめて高まつているので、 1 9 6 7年忙は 1万 6千haがFr となる予定で、 F1の

普及率が一般と高くなることが予想されている。

(1) F 1 種子の生産と奨励

玉米研究中心が自殖系と単交雑種子生産の責任をもち、主として付近の特定農家を指定して、

技術指導を行ないながら種子の生産を行なつている。単交雑種子の生産にあたっては参考 1の形

て契約栽培している。生産種子はトウモロコシの市価より 50 %高く買上げているという、この

単交雑種子は農林庁の種苗繁殖場忙無償で渡され、ここで複交雑種子の大部分の生産を行なうが、

一部は特定農家忙契約栽培させることがある。玉米研究中心で採種していたと含と、現在の農林

庁種苗繁殖場で採種依託の場合の契約書は参考 2および 3の通りである。

① 農林庁種苗繁殖場

所在地 台中県新社郷大南村

場長荘紆氏

台中市郊外の海抜約500mの台地に設置されている国立の採種事業専門の枡関である。戦

前は甘庶繁殖場として、甘庶の苗の増殖と配布を行なつていた。戦後省政府の農作物種子繁殖

機関となり、 1 9 5 1年までは全経費は省政府によつて注かなわれていたが、 1 9 5 2年から

は独立採算制をとるよう忙なつた。

農地の総面積は 1,2 o 2 ha、そのうち可耕地は 97 1 haで灌漑施設を備えている。土質

はそれ程良いとはいえず、比較的礫の多い酸性士で保水力は弱い。年雨量 2o o ommで、周囲

を山でかこまれているため、夏の台風の被害が回避で含る。 1~ 2月に軽い降霜のおそれのあ
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る気候であるから、 もでぎる。

トウモロコジ、大豆などの普通作物からキャベッ、 トマトな も行なつ

ている。 19 6 0年からトウモロコ、／の採種事業を逐次引継ぎ、 l9 6 3年から

の生産はすべてこの種苗繁殖場の責任となった。ここでの種子生産の主力旦トウモロコンで、

採種圃の 60 %以上があてられ、その収入が大きな財源となつている。

組織としては種芸、管理、総務の 3課ど、主計、人事管理委員、安全、業務検査室の 4室か

らなり、技術員 40、一般行政職 20の計 60名の低かに、作業員27名、臨時作業員 13名

で運営されている。灌漑施設の厄か、圃場用の機械類も整備され、 トウモロコ、ンの種子生産が

中心となつているので、これに必要な乾燥、脱粒、精選、発送についての施設や機械も一通り

は備えられている（写真 38、 39、 40、4l)。

とく忙目忙ついたことは、 トウモロコシ種子の生産と配布について細い配慮がされているこ

とである。一般に複交雑種子生産の栽植は 3列 1列か 6列2列の形が多いが、ここでは 6列 1

列として採種能率の向上につとめている。主た、種子は耕種基準の 10 aあたりの 2.5 kc; をそ

れそれビニール袋忙つめ、その中に農家にわかり易いように解説した耕種基禅と注意事項を記

した 6.5 X 9 cmの小さなパンフレットをいれてあることである。このような農家に対する含め

の細い配慮によつて、い種子の普及浸透につとめていることは大い匹参考とする点が多い。

2. 5 k9のビニール袋には約o.5 k9の BHCをいれて虫害をうけないようにし、由町村農会の

注文に応じて必要量をダンボール箱にいれて発送するし（みをとつている。｀な店、 BBC封入

では長期貯蔵で発芽障害をおこす傾向がみられるので、種子保存法についての試験を強化した

いとの意向が示され、協力の呼びかけがあった。この問題は、高温多湿な東南ア／ア諸国での

共通の重要課類であり、在外研究にあたつての一つの研究課題となろう（写真 42、43、44 

4 5)。
い種子の価格は 1k918 NTトル (16 2円）で農家忙売り渡され、その販売代金は次の

ような割合でそれぞれの機関に配分されている。

市町村農会（手数料） 1. 0 
NTドル 円
(9.0)  

県農会（指導費）

種苗繁殖場（複交雑生産費）

玉米研究中心（原種生産費に 50伶）

0.3 

1 1.3 

5.7 

2.7 

9 9.0 

5 1.3 

1 8. 0 (1 6 2.0 

玉米研究中心化配布されるkr,当たり 5L 3円は玉米某金保行委員会の管理下におかれ、この

うちの 5() %は自殖系の維持培殖、単交雑種子生産およひ試験研究のために必要な紆費として

無条件に玉米研究中心に面分され経常費として使用て含る (19 6 7年は 4,3 7 4千円、全予

算の 38. 1 %)。残りの半額は基金として積み立てられ、試験研究やF,普及事菜の発展奨励

費として使うことになつている。

＠ 玉米基金保管委員会

台南 5号を普及に移した 19 6 0年 2月に台病省政府令（屯米基金保管委員会設憤弁法）一

参考 4ーで設置された機関で、 P,種子の生産と普及の発展奨励を助成することを目的として
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いる。当初は、 JCRRの財政援助で運営されたが、 P1種子の普及忙伴つて基金が蓄積し、現

在までに総額 30 0万NTドル (2,7 0 0万円）以上となり、研究に 54万NTトル (48 6 

万円）、普及教育に 22 4千ドル (20 1万 4千円）、玉米研究中心の施設改善に 61 4千ド

ル (55 2万 6千円）を支出してきている。このよう忙現在では独立して活発な活動を行なえ

る程に生長し、将来はトウモロコシ工業の発展忙も寄与するようになるだろうと期待されてい

る。

事務所は、台南区農業改良場内におかれ、委員会は ,ICRR3、農林庁6(台南DAIS3、種

苗繁殖場 1を含む）計 9名で構成され、互選で主任を選んでいる。この委員会は上記のよう忙

雑種種子 1杓当り 5.7 NTドル (5L 3円）の売上金の管理にあたるが、 このうち半額は自

動的に玉米研究中心に配分されるので、残りの半額 2.8 5ドル (25. 6 5円）の保管と運営が

主任務となつている。しかし、本弁法中には「玉米種子生産基金使用弁法」という細則があり、

玉米研究中心忙配分される支出についても関係している。

この委員会の業務で・注目されるのは、 「玉米基金研究奨励費発給準則」ー参考5ーである。

これ忙よると試験研究、基金保管委員会の事業発展、 F1種子の生産普及匹貢献した者に奨

励金を出すことになつていることである。その財源は、玉米研究中心に配分された残り半額の

中から支出される。奨励金の額は試験研究については、毎月 300~600ドル (2,7 0 0 ~ 

5,400円）、事業発展忙ついては 300~400ドル (2,7 0 0 ~ 3, 6 0 0円）となつてい

る。

分場長クラスの給与が月額 13,000 ~ 14,000円位であるの忙、最低2,7 0 0円支給される

としても約 20 %以上の増俸となり、研究員ら忙とつては大きな魅力である。また、この基金

から学会出席や調査などの海外出張費も出されるとのことであり、いろいろ問題となることも

あるとは思われるが、注目してよい制度である。試験研究や普及事業忙試験研究者達が、創意

工夫をこらしきわめて活発な活動をしているように見受けられたこと、 P1雑種の目覚しい普

及など忙はこの奨励制度がかなり刺戟となつているのでないかと思われる。

(2) い種子の普及

いを背及忙移した 19 6 0年から 6~7年で、将及率 60 %以上と目覚しい発展を示した台

稗の普及対策は、筏とんど自家採種忙頼つている他の東南アジア諸国にとつて参考忙なる点が多

い。農家の教育水準が高いこと、普及組織がで含ていることなど他の原因もあるが、普及上のき

めの細い適切な対策の効果も見逃せない。現在は、 P1種子の生産計画は区農業改良場が当該県

市町村農会と協議して決め、それ忙もとずいて生産された種子を郷鎮（町村）農会が種苗繁殖場

から購入し、農家侭配布するようになっている。

1''1種子は価格が高いため、その普及にあたっては当初からかなりの努力を集中した。見聞した

範囲では次のような処置がとられて含ている。

① い種子の普及忙あたつては、 1年目には種子の配布は行なわず、専ら映画、スライドなど

を使って徹底した宣伝活動を行なつた。このため、農家の間から「雷は鳴れども雨は降らない」

「階段に足音はするが人影は見えない」と非難に近い声が出る程であつたとのことである。

② 農家の関心を高めてから、郷鎮農会に依頼して交通が便利で農家の目につき易い場所の優良
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農家を選んで多数の展示圃を設置し、 Fi と在来種とを比較してP1の優秀性を熟知させると

ともに栽培技術の指導を行なった。この場合の展示圃は約 10 aとし、展示農家侭は種子を無

償で渡す厄か忙 lO a当り 1,0 0 0円の補助金を与えた。

③ 展示圃は単侭栽培の展示だけで終るのでなく、収穫時に必ず郷鎮農会の世話で農家を集めて

展示圃で講習会を聞き、収穫物を圃場で秤量し、直接個々の農民に実感としてF1の多収性を

認識させるよう忙した。農家の集まりをよくするため、事前に講習会の日時や場所を衆知徹底

させ、クオル 1枚程度の記念品（農家の喜ぶもの）を出すようにしてきている。この記念品は

相当効果があったようである。

④ F1栽培を開始した当初は、かなりの数の農家（約 10 %)が自家採種して }'2を栽培する

傾向を示したので、展示圃忙はF1とF2の比較栽培も加えられるようになった。その結果、

現在は F2を栽培する農家は主産地忙関するかぎりi在とんどないとのことである。

⑤ 新産地形成のための展示圃の規模は大きく、 5~1Ohaとしている。

⑥ 凡種子は高いため、播種量の節約についてはとくに丁寧に指導し、 1株 2粒播1本立が徹

底している。このため、健全種子の配布には大きな神経を使い、上記したように 2.skr; 入りピ

ニール袋 (lO a当り種子量）として種子を配布し、同封されている耕種基準の小パンフレ

ットには、種子節約忙ついてとく忙注意書を加えている。

4) 調査検討事項侭ついて

台湾にはトウモロコ、ンの専門試験研究機関として、嘉義県朴子鎮徳興里（嘉義市の西約 22キロ）

忙台南区農業改良場の 1分場としての玉米研究中心がある。この研究中心は圃場面積 1Oh a、現

在のところ育種研究室と病理研究室だけの小規模な機関ではあるが、試験研究から採種事業きでに

必要な諸施設や機材類は一通り整備され、亜熱帯や熱帯でのトウモロコシ生産上共通の重要課題で

あるペト病対策と短期品種の育成を重点的忙とりあげて活発に試験研究を行なつている。したがつ

て、在外研究のための研究場所としては、インドの I.A.R.I.(ニューデリー）とともに適当な

場所である。また、台湾では試験研究ー育種事業ー採種事業一普及事業が有機的によく結びついて

おり、他の東南アジア諸国ではこの点で欠けるところが多いので、この方面の知見をうるうえでも

玉米研究中心での在外研究は有効と判断される。

研究課題としては、ベト病、短期品種育成に関する課題、あるいは高温多湿な熱帯地域で重祝す

る必要のある種子貯蔵に関する課題などを研究することができる。試験研究に必要な機器などは一

応整備され、主た必要忙応じて入手も比較的容易と思われるので、とく忙携行を必要としない。た

だ、電動計算機と英文タイプおよび若干の図書類は携行するのが塑ましい。

研究中心のある朴子鎮忙は嘉義市から頻繁忙定期バスが通い、住宅も比較的容易忙借用できると

のことである。しかし、研究中心の構内忙ある官舎 (2寝室、 1食堂、台所、バス付）を貸与して

貰える可能性もあり、住宅については心配はないようである。日用品や食料などは豊富で安く、医

療機関（開業医）も多く、中年以上の本省出身者の多くは日本語が話せることなど生活上の不安は

匠とんどない。
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V 結論

1. 研究課題に基いて行なう研究場所はとこか良いか。

カンホディア： 農業省の農業試験場（プノンペン）、農科大学（プノンペン）、日・カ友好農業

技術センター（パッタンバン）などの諸機関を調査したが、農業技術センターをのぞいては研究施設

はきわめて貧弱で、研究技術者も少ない。このため、カンボディアのトウモロコジ栽培の特殊性（短

期品種の重要性、メコン河の氾濫依存忙よる栽培など）その他試験研究上の問題点を探索するための

調査研究、あるいは技術協力をかねて独自忙試験研究をすすめる場合以外には、熱帯の禾毅類忙つい

て研究する適当な場所はない。

インド： ニューデリーにあるインド農業研究所 (l.A.R.I.)、およびハイデラバット市周辺

忙ある農科大学と付置研究所、 トウモロコシ試験場（第 4区トウモロコ、ンセンクー）、マイロ支場で

ある Oil Seed Laboratoryなどの諸機関を調査した。

I .A.R .I .Viこは、 ロックフェラー財団の強力な援助で畑作禾穀類について専門に試験研究を行

なつている植物部に属する禾穀類研究室がある。この研究室はインドの畑作禾穀類の試験研究忙つい

て中心的な役割を果しており、 トウモロコシやマイロについての育種、昆虫、病理、生化学などの研

究室をもち、基礎から応用まで含わめて広汎な試験研究を行なつている。アメリカの援助忙より施設

研究用材料忙どよく整備され、試験研究者の層は厚く、研究水準も高い。ハイテラバット周辺の試験

研究機関をも調査したが、 I.A.R.I. の禾穀類研究室がすべての点ですぐれており、在外研究の研

究場所としては研究の面からは I.A. R. I. が良いと結論でぎる。

台湾： 台南区農業改良場（台南）、玉米研究中心（嘉義）、農林庁種苗繁殖場（台中）を調査し

た。玉米研究中心は台南区農業改良場の 1分場であつて、小規模ではあるがよく整備されたトウモロ

コシ専門の試験研究機関である。台漉では、試験研究ー育種事業一採種事業一普及事業の有機的連け

いがよく行なわれ、その中心的役割を玉米研究中心が果してきている。短期品種の育成、ペト病対策

などが重点的忙とりあげられ、試験研究と普及事業の一貫性など、東南アジア諸国のいずれでも重要

な課題が重視されているので、在外研究のための研究場所として玉米研究中心は適当している。

以上から、研究場所としてインドの I.A.R. I. および台薔の玉米研究中心がよいと結論され、

トウモロコシについてはインドの I.A.R. l. と台湾の玉米研究中心忙それぞれ約 1年ずつ在外研

究させることが望ましい。

マイロについては、 I.A.R.I.以外には適当な場所がないので、 I.A.R.I. VC. 1年~l年半

とし、あとは事情が許せばクイ国のNational and International Corn and 

Sorghum Research Center (パクチョン市）に行くことも考えられる。

2 その研究場所でどこまで研究できるか。

I.A.R.I.(インド）： 韮磋から応用まで広汎な研究が行なわれており、とくに合成品種や混

成品種についての理論および実験的研究vcついての情報が豊富であるから、これらの育種法について

の知見を習得することがで苔る。また、高蛋白（高リジン）トウモロコ、ンの育種など新しい試験研究

をも開始しており、世界的に多数の生殖質を導入保存しているので、熱帯地域でのトウモロコシの品

種特性忙ついて研究することができる。
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マイロについても、アメリカをのぞいては I.A.R. I. が最も大規模な試験研究を実施している

機関と推測され、細胞質雄性不稔利用の育種が重視されている。また、多数のマイロ品種を導入して

いるので、マイロのF1利用についての研究とともに品種生態忙ついての研究を行なうことができる。

いずれにしろ、試験研究者の層が厚く、広範囲にわたつて試験研究が行なわれているので、広く課

題を選ぶことができる。トウモロコ、ンについてはDr.Dh awan、マイロについてはDr.Raoと十

分討議のうえ研究課題を選定することが望注しい。

玉米研究中心（台湾）： ベト病抵抗性、極早生多収品種の育成が重視されており、これらの課題

は他の東南アジア諸国でも大切な問題であるから、上記課題忙関係のある事項について研究すること

が望ましい。 1年 3作も不可能ではないので、たとえばベト病抵抗性の遺伝子分析も研究できょう。

なお、台湾ではかん水、施肥栽培など集約栽培がよく普及しているので、一般忙粗放な栽培が行なわ

れている他の東南アジア諸国での栽培技術改善についての広い知見をうることもできる（写真 46、

47、48、49)。

a 研究を伴うに携行を必要とする研究用機器等
上記両研究所ともに、研究に必要な機器は一応整備されており、特別な研究課題でないかぎり研究

用機器の携行はとくに必要としない。しかし、英文クイプライター、電動計算機は競合することもあ

るので、携行するのが望注しい。

台湾の玉米研究中心では、交通機関が発達して通勤上の支障はないが、ニューデリーの I..A.R.I. 

は酷暑の地であり、交通事情も悪いので自動車は必需品として入手できるようにする必要があろう。

4. 派遣人員は何人が適当か

昭和 36年から 40年の 5年間に、わが国でのトウモロコ、ンの輸入量は約 l.6倍、マイロは約 9.7 

倍とマイロの輸入量が急増している。したがつて、熱帯地城でのマイロ専門家の養成も必要と考えら

れるので、 トウモロコジ 1名、マイロ 1名計 2名を派遣するのが適当と考えられる。とく忙、インド

は酷暑の地であるとともに、食事が日本人の口に合わず、食事の面からの孤立感も加わるので、少な

くとも 2名派遣することが望注しい。

5. その他、在外研究員の生活条件等

I.A.R. I. (インド）： ニューデリーの夏はきびしく、食事は単調で娯楽忙乏しいなど、日本

人の生活条件としてはあまり恵まれているとはいえない。また、インド人の理屈つぼさなどから、研

究面での精神的負担も比較的大きくなることが予測される。したがつて、研究忙専念できるようニュ

ーデリーでの生活環境にはとくに暖い配慮が必要となろう。家族を同伴で含れば最も良いが、もしで

きないときは 2名が協同して市内忙家を求め、炊事人など雇つて生活するようにすることも良い。通

勤その他の事情から自動車は必需品である。

玉米研究中心（台薦）： 甕義市の西約 22キロの朴子鎮忙あり、嘉義市との間の道路はよく舗装

され、定期バスが頻繁忙通つていて、嘉義市からの通勤も容島である。日用品や食料品は豊富で医療

機関も発達していて生活上の不安はない。研究所内にある官舎 (2 寝室・ 1 食堂•台所バス付）貸与
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の可能性があり、中年以上の人には日本語のわかる入が多〈、親日

えよう。

れているとい

在外研究員の受入れ侭ついて関係者を打診した結果では、インド、台湾のいずれでも含わめ

的な回答をえた。しかし、実際に派遣するにあたつては政府間ペースで受入れそのぽか匹ついて十分

な了解がついたうえで、派遣するよう忙することがきわめて大切である。
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W 参考資料

1 

（以↑甲と称す）は単交雑トウモロコシ種子生産のため、 県

郷 里、村 号 農学校、農家（以下乙と称す）忙委託生産する。本生産を順調忙完成す

るため双方は以下の各弁法を定め絶対忙遵守する。

l 乙の単交雑トウモロコン種子生産して使用する土地 ヘクタールは最もよい土地を選び、其の他

のトウモロコ・ン栽培地とは 30 0メートル以上の距離を有し、または播種期を調節できる土地で、甲

の調査認可されたもので、その地点は以下の通りである。

1. 地 目： 地、 士地面積 ヘクタール

2. 位償略図

2. 乙は単交雑トウモロコジに必要な自殖系種子を甲より無償供給を受ける。
※ 

3. 乙は単交雑トウモロコシの生産に必要な費用、 1ヘクタールしてあたり弐万弐千元 (198,000円 ） 

を、播種発芽後 1ヶ月および収穫後 1ケ月と二回に分けて甲より支給を受ける。

4 乙が生産した雑種トウモロコジおよび自殖系の雌穂は収穫後、数量の多少にかかわらずすべて甲に

渡す。運賃は甲負担とする。

5. 単交雑トウモロコ、ンの栽培方法（方法添付）は、甲の規定により実施する。

乙は勝手忙変更忙することはできない。甲は常時、人を脈遣して協力しなければならない。

6. 単交雑トウモロコ・ン生産畑の収穫時には、乙は甲に通知しー諸に参加しなければならない。甲方の

人が来ない前に、乙は収穫をすることはできない。

7. 乙は設定した単交雑トウモロコ・ノ種子生産畑をよく管理しなければならない。もし繁殖期間に避け

られる災害忙よつて被害が発生した場合、賠償の責任を負うものとする。賠償金額は甲方忙よつて生

産コスト忙計算する。不可抗力の自税災害により被害が発生した場合は、甲忙通知、調査し双方の同

意を経て、耕作を放棄することができる。耕作放棄した生産畑は、実際の被害情況を見たうえで、双

方の協議を経て、下記原則によつて処理する。

(l) 種子を播いて発芽 1ケ月以内に耕作放棄したものは契約は取消す。

(2) 種子を播いて発芽後 1ヶ月以上の場合、生産費用の 20~5 0%を酌量減額する。

8. 本契約に取り結んだ各条項は、双方は確実に履行し違約することはできない。もし違約した者は双

方とも法律によつて告訴でぎる。告訴された一方は異議を申し立てることはで含ない。

9. 本契約は一式二部署名して甲乙双方各一部を所持する。 年 月 日から 年 月

までを有効期間とする。

契約人

甲方：台南区農業改良場

場長

主計主任

分場主任
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乙方：機関名称

或農家姓名

法定代理人

住所 県 鎮

郷

村

里 号

中華民国年 月 日 証明機関：

単交雑トウモロコシ生産栽培方法（概要）

1. 播種時期：春作： 2月 1日~3月 10日

秋作： 9月 1日~1 0月 31日

2. 整 地： 1、 2回行なう。土漿が乾燥し過ぎている場合は注ず灌漑を行ない土を砕き整地する。

3 栽培密度：畦巾 6ocm、株間 3ocm、 1株ごとに 2粒播く（別に定めたものを除く）。

4. 覆土深度：トウモロコ、ンを播いた後侭、土をかぶせかたくしておく。発芽を整ーにするため深さは

4~6cmとする。

5. 間引含、：苗高 15~25Crr!時KI株忙 1本残す。

6. 中耕除草と土寄せ：幼苗期および雌穂分化期に 1回行なう、雌穂分化期の中耕除草後同時に土寄せ

を行なう。中耕除草は雑草を除くを目的とするので浅く耕すのがよい。

7. 施肥：単位、ヘククール

(1) 肥料用量：堆肥： 12,000キロ

硫安： 5 5 0キロ

過燐酸石灰： 3 5 0キロ

塩化カリ： 1 5 0キロ

人糞尿：若干

(2) 施肥時期および方法

a. 基肥：①堆肥 12,000キロ、整地時に畑に施肥

◎硫安 18 0キロ、過燐酸石灰 I7 5キロ、塩化カリ 75キロを播種前忙播種溝にまぎ

土壊とよくかきまぜる。

b. 追肥： 2回匠分ける。

①第 1回：硫安 18 0キロ、過燐酸石灰 17 5キロおよび塩化カリ 75キロを種子を播

いて発芽後 25~  3 5日に、根元から二寸離れた所にすじま含する。

＠第 2回：硫安 19 0キロを播種後 5O~  6 0日、すなわち雄穂が出る直前、根元から

二寸離れた所にすじまきする。

C. 人糞尿は実際情況を見て、雄穂を出す直前忙分けて追肥する。

8. 灌 水：幼苗期、雄穂抽出始め、絹糸抽出期忙各々 1回水をかけ、三回行なう。

9. 病虫害防除：

(1) 葉枯病および葉斑病（ゴマ葉枯病とススモン病 ）： 病斑を発見したら 7~1 0日ごとに連続

して「ダイセン」の 40 0倍液を連続三回噴霧し予防する。
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(2) トウモロコシメイ虫（アワノメイカ※）： 幼苗期、雄穂抽出期および絹糸抽出期忙「 EPN」乳

剤 50 0倍液を 1回噴霧し合計 3回行なう。

10. 除 雄： 採種母本の畦の雄穂は全部除去する。

(1) 時期： 雄穂が花粉を出し飛散しない前忙行なう。

(2) 方法： 毎日注たは隔日侭手で順序に抜き取り、全圃場抜き終る注で行なう。抜ぎ取る時は葉を

つけないよう侭注意する。抜ぎ取った雄穂は畑から持ち去らねはならない。

11. 収 穫： トウモロコシ雄穂の哲葉か白く枯れ、子実が硬化して、含水率が約 25~35%の時忙

収穫するのが適期である。

汀： ※印は著者記人
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参考 2

トウモロコシ複交雑種生産契約書

台綺省合南区農業改良場（以下甲と称ず）は複交雑 I・ ウモロコシ秤子を生産ずるため、 県 鎮、

胚 里、杓 号 農会、農家（以卜乙と称す）に委託し、その生産を順調に迎め心。双方

は絶対忙下記の事項を遵守することを約束する。

l. 乙は甲の調査により定めた 鎮、郷

トウモロコシ種子を生産する。

2. 乙は複交雑トウモロコシ生産忙必要な単交雑トウモロニゾ種イを甲より無償供給を受ける。

3. 複交雑トウモロコツ種子の生産鳳甲は 1ヘクターー、1レあたり種子買収価格2,000元 (18,000円※）

を、種fを播いて発芽後、先き払いとし、精算時忙それを差し引く。

段 号の．二土地、 向積 ヘクターールで複交雑

4 乙が生産した複交雑トウモロコシ雌穂（繁殖区の単交雑の母本よりできたもの）収穫後、全数量を

甲へ運搬し甲が調整ずる。運賃は甲の負担とする。

5. 乙が生産した全贔の雌穂は甲が調整後、収穫時の水分含量およひ脱粒率忙ついては、央雑物は 0.5 

％以上であつてはならない。水分は標準検定種fとして実際軍婚の 13伶以卜を含まないこと。飼料

トウモロコ、ン市況の 5割増で計算する（買上時忙おける当日の台薦新聞およひ新聞忙掲載された平均

価格忙よる）。

6. 複交雑トウモロコン種子の栽培方法は、甲の規定により実施する。乙は勝手に変吏することはで含

ない。甲は常時人を派遣して協力する。

7 複交雑トウモロコン畑の収穫時には、乙は甲に通知し人の脈遣を依頼し参加してもらう。甲方の人

が来ない間は、乙は先ぎに刈り取ってはならない。

8. 乙が設定した複交雑トウモロコシ畑はよ〈管理しなければならない。繁殖期間屁不可抗力の自然災

古に遭い、収穫で含ない場合は甲力に通知し認定してもらう。勝手vc畑の耕作放棄をしてはならない。

9 乙の生産した父本の第 2代秤子は乙か自由忙処理することかでぎる。ただし、飼料忙使ってもよい

か種f用忙してはならない。
※ 

IO 本契約は—式二部に堺名後甲乙双方各々一部所持する。民国 5 0年 (19 6 I平 ） 2月より同年

8月までを有効期間とする。

契約人

甲方：台南区農業改良場

乙方：機関名称

姓名

住所

証明機関

fl 

県
鎮

郷
村

里
D -, J 

中華民国

注 ※印苫者記入

••1 

分 月
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参考 3

トウモロコン雑秤種子生産契約

台薦省政府農林庁種苗繁殖場（以」甲方と称す）は雑種トウモロコゾ種子生産のため、台中県新社郷

村本繁殖場代耕農代表 等 名（以下乙方と称す）化繁殖竹業を委托する。牛産を円滑忙遂

行するために双方は下記の各弁法を定め相互忙遵守する。

1. 乙は甲の調査認定した本繁殖場代耕の土地面積合計 ヘクタールで民国 50年 (19 6 1 

季に雑種トウモロコ・ン稲子を生産する。

2. 乙は雑種トウモロ：：：］、ン繁殖vc必要な生産費を乙が負担する。たたし、必要な親品種種子は甲が無償

供給する。

3. 乙の採種畑の周囲は甲と契約した同種類の採種圃を除いては、その他のトウモロコ、ノ畑と 30 0メ

ートル以上離さた〈てはならない。もし距離か近く、あるいは除雄作業の不徹底忙よつて、その他の

品種と雑交した場合は甲は買上げの資任を負わない。

4. 雑種トウモロコヽンの栽培方法は、甲方の規定忙より実施する。乙は勝手忙変更することがで登ない

し、甲の指導をうける。

5. 雑種トウモロコシ畑の収穫時には、乙は父本畦の雌穂をまず刈り取り、各自持ち帰えり処理する。

ただし、これを再び種子用にあててはならない。そうでなけれは種子は買上げない。

6 雑種トウモロコシ畑の収穫時、乙は甲に通知し甲方の人の検査認定後、始めて刈り取る。乙は責任

を愁つて甲方指定の場所（て運搬する。甲は検育後、脱粒乾燥する。

7. 乙の生産した雑種トウモロコ、ンの母本雌穂は双方立合いのうえ計輩後、直ち忙乾燥し、その総平均

脱粒率、含水率、精選率忙よつて、種子重量を計算する（次雑物0.5 %以下、水分含量は 1、2oJ, 以下

をもつて標準とする）。買上げ価格は 1キロ 元とする。

8. 乙の設定した雑種トウモロコシ畑はよく管理し、もし繁殖期間忙不可抗力の自然災害忙遭遇した場

合は甲忙報告し認定をうける。勝手に耕作放棄してはならない。すべて自然災害によつて発生した損

失は乙が負担し、甲はその責任を負わない。

9. 本契約の有効期間は民国 50年 (19 6 1年） 月 日から 50年 月 日注でとする。

10. 本契約ー式 2部作製し、署名後双方各一部を所持し証拠とする。

契約人

甲方：台薦省政府農林庁種苗繁殖場

場長 荘 紆

乙方：委託農家代表

住所：台中県新社郷 村 街
仁1
万

中華民固 年 月

日

採秤畑地 面積 委托農家姓名 住 所 備考

I 

農林庁種苗繁殖場委托雑種トウモロコ・ン繁殖農家名簿
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4
 

台濡省政府令 (5 G) l 2: 6人丙字第 71042号

件名：トウモロコ 通逹する。

林庁殿

巫府• 1 5 5) 6. 2 0府人丙字第 27 9 8 8号函農復会コッビーおよひ付件を送付する。

2 本省トウモロコシ基金保管委員会設骰弁法の提案忙より、本府は中国農村復興連合委員会と文書協

い該設置弁法を命令施行する。

3. 

主席

台湾省トウモロコシ桔金保管委員会設置弁法

第一条： 中国農村復興連合委員会（以下農復会と称す）台筒省政府農林庁（以下農林庁と称す）は

民国 49年(196 0年） 2月 16日、農復会、農林庁およひ台南区農業改良場（以下台南場と称

す）忙よつて調印した「雑秤トウモロコシ種子生産計画J契約による（付属文書「トウモロコシ

」）トウモロコ／基金保管運用忙関しその遂行のため忙、特に台湾省トウモロ

コシ基金保管委員会を設立する（以下本会と称す）。

第二条：本会には、 9人の委員を慨く、農復会代表 3名、農林庁代表 6名（台南場代表 3名、農林庁繁殖

場代表 1名を含む）が兼任し、委員の中より主任委員を 1名互選する。

第三条：本会の任務は以下の通り。

1. トウモロコシ基金予算運用事項の審査

2. トウモロコシの研究、繁殖、普及、訓練等忙関する本会への補助計画申請忙ついての審議

3. 第 2項各種補助計画経費収支の審蒼

4. 其他トウモロコジ基金の保管運用および計画

第四条：本会忙秘書： l名、幹事 2名を置く。

主任委員は台南場の現有載員の中から本会各事務を兼務させることができる。

第五条：本会は半年毎忙、会議を招集する。必要忙応じ委員 2名以上提議忙よつて、臨時会議を招集する。

いずれも主任委員の名忙より招集し、かつ委員長の任にあたる。

第六条：本会委員、秘書役および幹事はいずれも無給とする。

第七条：本会議事規則は別忙定める。

第八条：本弁法は農復会、台濡省政府の批準後これを施行する。改正時も同様とする。

トウモロコ・ン禾車千生産碁金使用弁法

1. トウモロコシ秤子生産資金設償の目的は、台南区農業改良場（以下台南改良場と称す）が台南 5号

複交雑トウモロコシ種子を繁殖将及し、かつその自殖系の増殖と単交雑種子の生産およひこれを用い

てさら忙複交雑種子を生産発展させるため忙必要な資金を提供すること忙ある。

2. 本契約の規定と条項忙基き、新生産の複交雑種子は農林庁査定の価格忙よつて、台南改良場と各区

改良場の協力のもとに、榔鎮農会を経て農家忙売り渡す。台南改良場は雑種トウモロこ：ソ種千を売り

さばいてえた金額の 5%を各々の閉係ある郷鎮農会忙還元し、残りは「トウモロコシ種子生産悲金」

侭繰り入れる。台南改良場はこの項目の基金を将来其他のトウモロコシ種子生産契約農家あるいは改
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良垢が複交雑種子を購入する時匠充当する。

3, 本資金は農復会および農林庁の審査と検査を受ける。どのような情況のもとでも、本則第 1、第 2

項規定以外の支出忙用いることはで宮ない。

4 本資金の最終的精算は農復会、農林庁および台南改良場択より決定する。

5 台南改良場は農復会およ

6. 合南改良場がも

がある。

よつて

提出しなければならない。

わなければ、農復会は本計画の補助を取り戻ずこと

7. 本則は農復会、農林庁および台南改良場の同意をえて発行する。
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5 

トウモロコシ基金研究奨励金発給規則

1 トウモロコ・ンの試験研究および事業発展忙貢献した者忙対し奨励するため忙特忙玉米体金事業内忙

トウモロコシ研究奨励金を設ける。本研究忙関係ある奨励金の発給(r(ついては本規則(t(よるものとす

00  

2. トウモロロシ研究奨励金の給付対象およひ標準は以下の通り。

(1) トウモロコジ試験研究忙従事し、重要な成呆のあった者忙対し研究費毎月 300~600元

※ 
(2, 7 0 0 ~ 5, 4 0 0円 ）を支給する。

(2) トウモロコシ基金委員会あるいはトウモロコジの事業発展を推進した有力者に対し毎月奨励金
※ 

300~400元 (2,7 0 0・-3, 6 0 0円 ）を支給する。

(3) トウモロコシの繁殖普及事業で顕著な功績のあった者紅対し奨励金毎月 100-~400 元
※ 

(9 0 0 ~ 3, 6 0 0円 ）を支給する。

(4) 当局より指命された者。

3. 上項の各種研究奨励金は各人その 1項目を受取ることを原則とする。 2項目の条件を兼ね備えてい

る者はその中の高額の 1種を受領する。

4. 各種研究奨励金の支給はトウモロコジ基金保管委員会の批准忙よつて行なう。

注：※印筆者記入
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査 日 程

（時刻はいずれも

l 9 6 6年 3月 l9日（日） 1 0. 3 0羽田発、 l 6. 4 5プノンペ

ペンMonoromHotel泊。

中川書記官と日 プノン

3月 20日（月） 1 0. 0 0日本大使館挨拶、 トウモロコジの試験研究事情聴取。

査団から現地の事情聴取。プノンペン泊。

3月 21日（火） 6. 0 0プノンペン発、バックンバンの日力友好農業技術センター 10. 0 0着、

平野場長とトウモロコンの試験研究実施の可能性について懇談。 15.0 0同センター発、

メコン調

シー—ムリアップGround Hotel泊。

3月22日（水） 8, 0 0シームリアップ発、 1 6, 0 0プノンペン着。プノンペン泊。

3月 23日（木） 7, 0 0プノンペン発、農業省のサムロン・トン試作圃（ペレイ・ヘン）調査。

午後農業省の SOCTROPIC担当官Uong Chon氏から試験研究の事情聴取。プノンペ

ン泊。

3月24日（金） 7, 0 0中川書記官同行のうえ農業省に農業次官、農業局長訪間挨拶。じong

Chon氏の案内で農業試験場視察。 10. 0 0プノンペン発、コ・トメイの （コ

ンポンチャム州）、チャムカー・ルウ試験場視察（コンナ•· チ，、／ ャム州）、フノンペン泊。

3月25日（土） 8. 3 0農科大学にHo-Tong Lip学長訪問挨拶。 10. 0 0イスラエル実験

農場視察。プノンペン泊。

3月26日（日） 9. 0 0ホテルで調査団打合せ。 17. 1 5プノンペン発、 2 0. 4 0ニューデリ

一着。ニューデリー Jampath Hotel泊。

3月 27日（月） 9. 0 0日本大使館忙挨拶、鈴木暑記官と日程打合せ。 I5. 0 0・1ンド農業研

究所 (I.A.R.I.)訪間、禾穀類研究室 (Cereal Research Laboratory) 

祝察。ニューテリー泊。

3月 28日（火） 1 0. 0 0鈴木書記官同行のうえ農業研究会議 (I.C.A.R.)忙Dr.Joshi

訪問挨拶。 l1. O O I .A. R. I • 視察。 15. o o I • A . R . I . のDr.Swami nathan 

訪問挨拶。鈴木書記官招待夕食。

3月 29日（水） 1 2. 5 0ニューデリー発、 14. 5 5ハイデラバート着。トウモロコシ試験場

長S.V. Rao氏と日程打合せ、 Ri t z Hot e I泊。

3月30日（木） 8. 3 0ホテル発、 Amberpetのトウモロコジ試験場視察。午後0r l Seed 

Laboratory、A.P.農科大学およひ付置研究所視察。ハイテラバート泊。

3月 3I日（金） 8. 3 o L . M . R a o、J.S.Kurdukar氏宅訪問、生活条件聴取。午後資

料整理。ハイデラバート泊。

4月 1日（士）午前市内見学、 l 6. 3 0ハイデラバート発、 1 8. 3 5ニューデリー着、大使招

待夕食。 India International Center泊。

4月 2日（日）市内見学、休養。ニューデリー泊。

4月3日（月） 5. 0 0ニューデリー発、 1 0. 0 0バンコック着、 Manoh r a Ho t e I泊。
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4月4日（火） 1 0. C 0農科大学（バンケン）筐ロックフェラー財団のDrを凡 VV.Sp r ague 

訪間、タイ国での試験研究事情聴取。 I9. 2 0バンコック発．、 2 2. 4 5香港着、

Pr e s i d e n t Ho t e l泊。

4月 5日（水） 8. 0 0香港発、 9.4 5台北着、日本大使館へ挨拶、濃野書記官と日程打合せ。

1 LO 0台北発（汽車） l 5. 0 0嘉義着、玉米研究中心の張新吉分場長と懇談。国華大飯

店泊。

4月 6日（木） 8. 0 0玉米研究中心（嘉義県朴子鎮）視察、 1 5. 0 0嘉義発自動車で嘉義一台

南間のトウモロコシ栽培状況視察。台南中央旅社泊。

4月 7日（金） 8. 3 0台南区農業改良場視察。 17. 0 0台南発（汽車） 2 0.0 0台中着、美州

飯店泊。

4月 8日（土） 8. 3 0農林庁種苗繁殖場視察。 13. 3 0台中発（自動車） 1 6. 0 0台北洒、中

華大飯店泊。

4月 9日（日）午前資料整理、 l 6. 3 0台北発、 20. 4 5羽田着。
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カンボディア試験機関

l . 農業試験場（プノンペン）と小規模なマイロの試験 4. 同じ試験場の圃場（トウモロコシ試験場候補地）

ィンド農業研究所

z. コトメイ（ チ ' コンポン ャムfl、I)の国立採種圃 5. 図書館

カンボディア試験機関ー2

3. チャムカー・ルウ試験場（コンポンチャム少卜I) 6. 植物部

-51--



インド農業研究所—-- 2 

7. 植物部：禾穀類研究室

8. 実験用機材（微量アミノ酸分析器）

インド農業研究所ー 3

9. トウモロコシ奨励品種標本

-52-

10. 混成品種A6標本

11. 細胞質雄性不稔利用のマイロ F,品種
(CSH-1) 

インド農業研究所ー4

12. bajra (トウジンビエ）の生産力試

験



ハイデラバソトトウモロコシ試験場ー2

13. 舟支職員官舎 16. 混成品種育成試験

ハイデラバットトウモロコシ試験場

14. 試験場入口 17. トウシンビエ生咤力試験

ハイデラバットトウモロコシ試験場ー3

15. 本 館 18. 自殖系行成試験
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19. 脊成中の 3混成品種

左： BI(y)-ll品種間凡から育成

中： B II・-13品種間凡から行成

右： B lll -12品種間凡からtf成

ハイデラバットトウモロコシ試験場一4

20. トウモロコシ品種比較試験

21. jackal (オ爪の一種）防除用かかし

油脂作物試験場

22. 試験場全景

23. マイロ導人試験

油脂作物試験場ー2

24. マイロ種＋の保存

-54-



25. 畔閏かんがい施設

台南区農業改良場

26. 本 館

玉米研究中心

28. 研究中心人口

29. 本 な
じぶ

E米研究中心ー2

27, 小規模かんかし、試験 30. 図書館（階下は展示本）
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31. 種—f 貯蔵庫

玉米研究中心ー3

32. 雌穂乾燥施設

33. 自殖系，単交雑種f-の保存
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台南区農業改良場

34. 奨励複交雑凡品釉の標本

左：台南 5号（テント Xフリント）

右：台南8号（フリント Xフリント）

35. 品種台南 5号

（大穂，着雌穂高か低い）

玉米研究中心

36. ベト病抵抗性試験

（周囲を罹病性の甘庶で囲む）



農林庁種苗繋殖場ー2

37. 循環選抜試験 40. 雌穂乾燥施設

農林庁種苗繁殖場

38. 種苗繁殖場入口 41. 大朋乾燥機

農林庁種苗繁殖場ー3

39, 本館 42. 種子調整室

左から 2人目：荘紆場長

左から 3人目：張新吉E米研究所主任
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43. ビニール袋封印機（種子調幣室内）

農林庁種惰繁殖場ー4

44. 複交雑F,の採種（早 6列：含 1列）

45. 配布用い種 f
左：凡種fの保存
布：ビニール袋詰 (10a分2.5 "i"ロ人り）
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台涜の牒家牧培（嘉義付近）

46. 台南 5号（穂ぞろい苓わめて良）

47. 雌穂の日燒

台湾の農家栽培（嘉義付近）ー2

48. かんかい用水のポンプ・ア、ノプ



49. 乾期作での畦間かんかい（品種台南8号）
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I 調査目的

熱帯地城匠おける紅茶の試験研究体制を調査し、研究上の問題点ならび忙在外研究員の派遣忙ついて

む具体的な諸問閣紀閲する詳細な検討資料を得る目的で、 1 9 6 7年 3月20日から 4月14日までの

2 6 日間匹わたり、紅茶の先進• 主産国であるセイロン沿よびインドを訪問し、育種を主とした調査を

行なった。

おもな訪問先は、セイロン (1カ所）、インド (2 カ所）の紅茶試験場およ ステー

トである。

n 調査者

農林省茶業試験場枕崎支場

茶樹第 1研究室長 勝尾 清

茶樹第 1研究室員 安間 舜

眉 調査日程

1 9 6 7年 3月 20日（月） 9. 0 0 羽田発台北、香港、 Ban k,Kua!a Lumpur経由と

21.00 Singapore沿。 Hotel Arnbassadnr泊。

3月21日（火） 9. 0 0 S i n g a p o r e発Kuala Lumpur経由、 11.4 5 Colombo着。

KandyのCentral Agricultural Research Instituteの内田技官および三井物

産株式会社Colombo出張所の新井氏出迎えo日本大使館肋間、大使は出張中で、金子、青山両書記

官忙あいさつ、セイロンでの日程打合ぜ。午後からC.Chanmugan氏 (Tea Controller)と、

D.C.L直 nerasinghe氏 (Director of Agricalture)を訪問。内田技官の招待夕食3

Ga l l e Face Hot e l料

3月22日（水） 三井物産の自動車でColomdo市内見学、新井氏の招待中食。午後Lipton茶

工場見学、 A.G,Wil li s氏より HaputaleのLipton Tea Estateへの紹介状入手。

1 6. 0 0 汽車でColombo発、 2 0. 0 0 Kandy着。内田技官およひ哩野口氏（セイロン大学学生）

出迎えo内田技官宅泊。

3月23日（木） 5.0 0 内田技官の自動車でKandy発、野口氏同行、 Nuwara Eliya経由o

9. O O Ta l aw a k e 1 eのThe Te a Re s ea r c h, I n s t i t u t e of C e y l o n (T R I)訪

佑も午前中はA.V.Richards博士の案内で、育種研究室および匠場見学、育種研究事清聴取、 N.

Shanmuganat han博士の案内で各研究室を廻り研究事情聴取。午後は場長のE.M.Chenery

博士にあいさつ、懇談、工場見学後周辺の茶函を見学して 17. 3 0 B an d a r awe 1 a着。

Bandarawela Hotel泊。

3月24日（金） 9. 0 0 川本技官 (KandyのCen tr a I Ag r i c u l t u r a l Re s e a r c h 

Institute)の自動車でBandarawelaHotel発、 Hapu ta l eのLipton Tea 

Estate見学、 ManagerのS.M.A.Jayawardena氏の中食に招待される。 14, 0 0 川本技

官の自動車でBandarawelaに帰り、 1 5. 3 0発のバスで 16. 3 o B a d u l l a着ti T. R. Iの

The Passara Sub-stationおよび周辺の茶面見学。 Badu l la Res t Hou s e泊o
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3月25日（土） 6. 3 0発の汽車でBadu l la発、 Gampola経由で 14. 0 0 Kandy着。中食

後、 TRIのThe Hantane Sub-stationおよび周辺の茶函見学。滝島技官 (Kandyの

Cent r al Ag r i cu l tu r a l Res ear ch Ins t i tu t e)の招待夕食（日本人9名）。深夜日

本から着任の繁村博士（前九州農試場長）一行を迎えるo 内田技官宅泊o

3月26日（日） Kandy市内見学、休養。内田技官宅で招待夕食会（繁村博士ら 12名）。内田

技官宅泊。

3月27日（月） 8. 3 0 、急行バスでKandy発、 11.-30 Colombo着。 Hotel Nippon 

泊o

3月28日（火） 8. 1 5 バスで Colombo発、 12. O O Ra t n a p u r aのTRIのThe Low 

-Co u n t r y S t a t i on着。場長のL.H.Fernando博士にあいさつ。 D.D. Kroon氏の案内

で約 1時間試験筏場見学、育種事情聴取、周辺の茶圏見学。 14. 2 5 パスでRatnapura発3

18.00 Colombo着。日本大使館でセイロンでの調査結果報告後招待夕食。 Hote I Nippon 

泊o

3月29日（水） 1 2. o o ・co l om b o発。 13. 5 O Mad r as着。三井物産Madras出張所の

三枝氏出迎念,United Planters Association of South India (UPASI) 

の前Seer et a r yのP.S.Subramanian氏に会い、南インドでの調査日程打合せ。 Madrasの

疇事館を訪ね、奥村副領事にあいさつ。三井物産竹内所長の招待夕食 Connernara Hotel泊。

3月 30日（木） 6. 0 0 Madras発。 Bangalore経由、 8.O O C o i m b a t o r e着。 K.

Dev ad as氏出迎え0 Bro o k e Bondの茶およびコーヒー工場見学。午後Sugarcane Bree-

ding Institute訪問、場長のJ.T.Rao博士はあいさつ、 B.V.NataRajan氏の案内で

展示室および匠場見学o育種事情聴取。 Devad as家の招待夕食>BeverleyHot el泊。

3月31日（金） 8. 0 0 K. De v a d a s氏の自動車でCoimbatore発、 l0. O O Ni l g i r i 

Hi I IsのCoonoor着。UPASIのSecretaryのA.E.Anthony氏訪問、同氏の紹介で

Glendale Estateの茶園および工場見学>UPASI Tea Research Stasionのc.

S.Venkat a Ram博士およびMudi s T e a Gr o upのN.H.Sethna氏へ⑬沼介状入手。さら

に周辺の茶園を見学0 1 6. O O Co i rn b a t o r e着。 Englis h Club泊3

4月1日（士） 6. 3 0 K • De v a d a s氏の自動車で Coimbatore発。 9.30 Anamallai 

Hi l lsのCinchona着。 UPASIのThe Tea Research Station訪問、 C.S.Ve-

n ka ta Ram博士の案内で研究室および試験低場見学、育種を中心匠研究事情聴取。 Brooke

BondのTea EstateおよびMudis Tea Groupの茶圏見学、 N.H0Sethna氏の招待中

食 19. 0 0 Co i m b a t or e着、 Eng I i s h C l u b泊。

4月2日（日） Coimbatore市内見棠3 休養。 19. 5 0 C o i m b a t o r e発、 Bangalore

経由。 Z2. O O Madras着。吉川総領事に南インドでの調査結果報告、招待夕食。 Connemara

Hotel泊o

4月 3日（月） 三井物産の好意でMadras市内見学。 15. O O Madras発。 17. O O Ca -

!cut ta着。三井物産Calcutta出張所の岡氏出迎え、夜三井物産の熱海、福地と歓談。 Great

Eastern Hotel泊。
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4月4日（火） 三井物産Calcutta あいさつ、 Gover nm en t Off i c eでDarj蕊

eel i ngおよび ¥ss amへの入国許可証入手。 Calcuttaの総領事館訪間、鴫原領事忙あい含つ、

北ィンドでの調査日程打合せ、 AssamのTocklai Tea Experimental Stationの場長

P.H.Laycock氏への紹介状を受ける。領事の招待中食。夜三井物産の福地氏宅で歓談。 Great

Eastern Hot el泊。

4月5日（水） l 2. O O C a l c u t t a発、 l3. 2 O Ba gd o gr a済。 15. 0 0 ローカルバス

でSiliguri発、周辺の茶圏見学。 18. O O Dar j e e Ii n g着。 Mount Everest Hotel 

泊。

4月6日（木） 早朝ヒマラヤ連峰遠望。午前中Happy Valley Tea Estete の茶園およ

び工場見学、午後Darj e e l in g市内見物。 Mount Everest Hotel泊3

4月7日（金） 9. 3 0 自動車でDarj c el in g発、周辺の茶函見学、 12. 3 0 Bag d o gr a着、

1 3. 3 O Ba gd o gr a発、 15.00 Calcutta着。 Great Eastern Hotel泊。

4月8日（土） 6. 4 O Ca l c u t t a発、 Gauhati経由、 9. 3 O Moh a n b a ri着。周辺の茶圏

見学、バスでDibrugarh着、午後休養。 NewKusun Hotel訊3

4月9日（日） 8. 0 0より Dibrugarh周辺のJokai Tea EstateおよびGonashbar1

Tea Estateの茶菌および工場見学。 13. O O Moh a n b a r i発、 14. O O Jo r h a t着。 パ

スでThe Tock!ai Tea Experimental Station到着、 S.K. Sarkar氏匠あいさつ、

Tocklai T.E.S. のGu e s t. Ho u s e泊3

4月10日（月） 9.00 The Tocklai Tea Experimental Station訪間3

Bot an y Dep a r t men tのD.N.Barua博士およびH.P.Bezbarua氏の案内で育種研究およ

び低場見学、育種研究事情聴取。午後S.K.Sarkar氏の案内でEntomology,Mycologyおよ

びBiochemistry Departmentの研究室見学、研究事情聴取o夜はCIubでD.N.Barua

博士の招待。 Guest House泊。

4月11日（火） 昨日に引続き試験ぼ場見学、場長のD.H.Laycock氏にあいさつ、懇談、

Soil Chemistry Departmentの研究室見学、研究事情聴取。 15. 0 O J o r ha t発、

Tezpur経由、 17. 5 0 Cal cu t t a着。 Great Eastern Hot e I泊。

4月12日（水） 三井物産の好意でCalcutta市内見学、休養。 Great Ea s tern Hot c I 

泊。

4月13日（木） 日本総領事館忙あいさつ、片上総領事竹北インドでの調査結果報告。三井物産

Calcutta出張所尻あいさつ。 Great Eastern Hot e l泊。

4月 14日（金） 6. 1 :'i Ca I c u t t a発、 Ban g k o k, S a i go n,Ma n i l a経由、 23. 1 0 羽田

着。

IV 調査結果

セイロン国

3月21日にCoI ombo匠到着してから 3月29日注で 9日間滞在した。

この間匠茶産地であるKandy,Talawakelc, Nuwara Eliya, Bandarawela, 
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Hap u t, a l e, Bad u l 1 a, Pas s a r a苓よびRatn a pu r aを訪問し、 'l'he Tea Resear-

ch Institute of Ceylon {TRI), TRIの'l'he Low-Country Statiori, 

TR IのThe Passara Sub-station, TRIのTheHantane Sub-stationお

よび主要エステートで紅茶試験研究ならびに茶業事情の調査を行なった。主たTRIの場長のE.M.

Chenery博士と、在外研究員の派遣について懇談を行なっteo

調査にあたつては、日本大使館の金子・青山両書記官、コロンボプランの内田技官およびセイロン

大学の野口氏のご指導・ご協力と三井物産の方々のご好意を受けた。調査内容は育種を主とし断片的

なものにおわった。

M叫ras

第1図 セイロンにおける訪間先

セイロンでは、 l 8 6 7年に初めて茶が栽培され、その後百年で 22 4, 8 o o haに広がり、総生

産量も 22 5, 0 0 0 t匠達し、インドに次ぐ世界第 2の茶産国となっfee単位面積あたり収量も年々
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増加し、現在では平均1t/h a (荒茶）匠近い。

セイロンの紅茶は品質特に香気匠すぐれ、製品の大部分を輸出し、セイロン経済はそ

量の 62 afoを紅茶匠よる収入f'(あおいでいる。

栽培は島の南部の高地を中心忙行なわれている。栽培種は実生が大部分で、ァッサム雑種が主体で

あり、高地では中国種匠近く低地にゆく柾どアッサム種の血が濃くなる。

セイロンの紅茶の試験研究は、おも忙The Te a Res ear ch Ins t it, u t e of Ce y lo n 

で行なわれている。ここでの研究は大ぎく 16の分野忙分かれ、場長以下15 0余名の staffをよ

うし、地城的忙は次の 5カ所匠分かれ、各エステートと密接忙連係を取りながら研究を進めている。

場 名 所在地 地 城

TRI Main-Station Talawakele up -country 

Th e Low -Count r y s t a t i on Ratnapura low-country 

The Hantane Sub-stat ion Hantane w e t -m i d -c o u n t r y 

The Passara Sub-station Passara semi-drg mid-country 

Th e Ko t t aw a Sub -s t a t 1 o n Kottawa low-country 

品種の育成

育種方法：セイロンでは本格的交雑育種は 19 6 2年から行なわれた。育種目標は良質、多収およ

び耐病虫性である。育種の方式は大含く二つに分けられる。第一は実生系品種の育成で、均等性が高

くしかも収量、品質とも妬すぐれた実生を豊富に生産する有望組合わせをみつけることである。その

組合わせには bi-clanalとpolyc!onolとがある。第二は栄養系品種の育成で、すぐれた形質

をもつ栄養系， いわゆる鑓GoIden bush "を選抜することである。実際匠は、後者を主体花して

これに前者をうさく組合わせて育種を行なつている。

現在ではTRI2024, TRI2025, TRI1114のような多収性系統と、 TRI777,

DTlのような良質系統との間でbiclonal matingが行なわれている。 Talawakeleの

St. Co ornb sではTRI777xTRI2024が、 Ratnapuraでは TRI2023xTRI

2026, TRI2023xTRI2025がそれぞれ有望組合わせとみられている。

個体選抜： 1 9 3 7年にAssamのThe Tocklai Experimental Station of 

the Indian Tea Associationの1本の母樹から自然交雑種子を導入し、その実生個体

1 5のうもから TRI 2 O 2 3, 2 o 2 4, 2 o 2 5, 2 o 2 6等の有望J%統が選抜され、そのうち

特匠TRI2025は品質、収量ともに抜群とみられている。現在ではこれらの選抜系統の自然交雑

およびbiclonalあるいはPol y c 1 on o I Ma t i n gの後代約 40.0 0 0個体忙ついても選抜が

行なわれている。

開花盛期は 5~6月で、 7~8カ月後の I2 ~ 1月頃に種子が成熟する。採種後は直ち陀は種し、

実生 2年目から選抜を行なう。選抜の目標は次のようである。 1) 芽数が多い、 2)株張りがよい、

3) 芽がよくそろう、 4) 葉が大ぎ I/>,. 5) 節間長が適当である、 6) 花数が少な八、7)"banji" 

を形成しにくい、 8) 耐病虫性ヽ 9) 耐旱性、 10)クロロホルムテストで発酵竹が高い。まずこのよ

うな項目について観察で初期選抜を行ない竹の棒を立てる。その後発芽期も調べてさし木（個体あた
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り約 10 0本）を行ない、発根状況をみて苗床試験（約 6カ月）によってさらiて選抜を行なう。続い

て成苗を本ぽ匠定植して系統比較試験 (2.5 ~ 4カ年）で収量や庫質 (Mincingmachine 

technique)を調べて穀終選抜を

栄養系のさし木繁殖：現在セイロンでは、土壌や気象条件が特に不良の場合のぼかは、種子繁殖は

匠とんど行なわれていない。栄養系のさし木繁殖法はわが国と大差はないが、違う点はポリエチレン

袋匠土を詰めて 1葉ざしして植えいたみを防止することである。 1葉ざしではさし穂が多量に得られ、

しかもさし木後風雨で揺れ動く心配が少なVbさし床の土はあらいジャングルの士かグアテマラグラ

ス畑のものがよく、P且ぱ 4.0 ~ 5.0がよい。この土を径7~8cm高さ 22 ~ 2 3cmのポリエチレンの

なし袋匠詰めてさし木し地上約 90⑰ぬ高さ陀金属性のわくを置ぎ、ヤシの皮の繊維で編んだ網

で日よけをする。高い総屋根式日よけは雨だれが落ちて不良である。、ンダ植物の枯枝を直接立てるだ

けの簡単な方法もある。

さし木の発根に影響する重要な因子として 1) 湿度、 2) 光の強さ、 3) 士壊酸度、 4) 士康の

構造、 5) 士壌の肥沃度などがある。 2カ月足らずで発根し、 90 4以上の発根率を示す系統が多い。

発根したら日よけを除苔日光にあて、 2週間に 1回のわりで液肥を施す。病虫害には特匠注意する。

約 6カ月で定植可能な成苗になる。

なおさし木繁殖とは別応有望組合わせの biclonal~ たはpalyclonalの後代で、隔離採

種したものについては種子繁殖も行なわれている。

栄養系統比較試験：個体選抜および苗床選抜 (90 4以上発根）された系統を本ぽに定植して最終

選抜を行なう。 l 9 6 1年以来 TRIの本場、低地試験地および 3Sub-stat ionで90近い系

統陀ついてこの試験が実施されている。

本げにはあらかじめグアテマラグラスを栽培し、線虫を駆除しておく。定植適期は5月である。各

系統6.うねで 36個体 (12 o :x: 6 ocm間隔）を 1区として4反復する。標準品種はTRI2024

である。定植当初は bendingによつて株張りを促進する。 2カ年の試験（週 1回の摘採）の結果、

St Coombsでは TRI2025, 2023, 2026, 2024が多収で、 CV4/81, CR 4, 

QT 1/5, EN  3 1が劣つていた。

収量の匠か品質、発芽期偽耐病虫性などの調査も行なわれた結果、高地ではTRI2025(最高

9' 平均5.6 t/h a荒茶）が、低地ではTRI2023がすぐれることがわかつね》現在ではこれら

の系統がさし木繁殖で増殖され、各エステートで広がり始めている。

栄養系統比較試験の期間は 2.5 ~4カ年である。したがつて交配後 6~7カ年、すなわらわが国の

場合の約％の期間で系統の選抜が終了するとと花なる。

瞬樹の効果についての環では、これが茶樹の生育をおさえ明らかに収最を減ずることがわかり、

最近特に高地のエステートでは伐採が盛んに行なわれている。

育種以外の分野の研究事情は略す。

TRIの場長のE,M.Chenery博士との懇談

前述のように、 'rRI忙おける育種事業は開始後日が浅〈、特に交雑育種については数年前から本

格的に取り上げられたにすぎない。栄養繁殖法匠ついての研究状況もわが国と大差がなVb このよう

な実情から、 Chenery 博士は、日本の育種専問家の在外研究員としてのセイロン派遣については
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現在のところ租極的 しをい された。

2 インド

3月29日に Colomboを出発し、 Madrasに到着してから 4月14日匠Calcuttaを去る

まで 17日間滞在した。

この間v'C南インドでは、主要茶産地であるNilgiri HillsのCoonoor, Anamal lai 

Hi l 1 sのCinchonaを訪問し、 United Planters Association of Sou-th 

India (UPASI)所属のThe Tea Research Station および主要エステートで紅

茶試験研究ならび忙茶業事情の調杏を行なった。

この調査にあたり、 Madrasの日本総領事館のど配慮をいただ昏、三井物産の方々ならび妬

CoimbatoreのK瘍 Devad as氏の手厚いご好意を受けた。調査は 2日間であっ九3

北ィンドでは著名茶産地のDarj e e l in g. As s am州のDibrugarh芸よびJorhatを訪問

し、 Indian Tea Association (I .T.A.)所属のThe Tocklai Tea Exper-

imental Station および主要エステートで紅茶試験研究たらび陀茶業事情の調査を行な

この調査にあたり、 Calcutta の日本領事館のご配慮をいただき、三井物産のど好意を受け

Dar j ee 1 in gでは 2日間、 Assamでは 3日間調査を行なっ-ft.o

インドでの調壺も育種を主としたが、広大な地域のため交通に日時を費し、内容は断片的で不充分

であった。

(1) 南インド地方

南インドでは、 CoiIT'batore周辺のNilgiriおよびふ1ama l la iの高地を中心に紅茶の

栽培が発達し、現在では約 75, o O O haに及んでいる。このうちUPASI所属のものは約

5 5, o o o haである。

栽培種はセイロンと同じよう匠大部分が実生のアッサム雑種で、高地では中国種に近く、低地に

ゆくにつれてアッサム種の血が濃い。中国種に近い系統は収量も少なく摘採し匠くいために漸減の

傾向にある。

南インドの紅茶の試験研究は、 UPASIのThe Tea Research Station で行なわ

れている。この試験場は 19 2 5年にNilgiriのDevar sh or a に創設され、その後 1964

年にAnama l la iのSinchonaに移転し鯰広さ 6oh a、ほ場面積12 haで、 5つの研究

分野に分かれ、場長以下 16人がMainおよびSub-stationで、協会所属の各エステートと

連絡を取りながら研究を進めている。

品種の育成

育種方法：試験場の移転直後でもあり、今のところ本格的育種事業は行なわれていない。育種方

法は主として分離育種で、 AssamのThe Tock!ai Tea Experimental Station 

で得られたbiclonalあるいはpolyclonal progenies について個体選抜を行なう程

度であら》おもな育種目標は 1) 品質、 2) 収量、 3) 耐旱性、 4) 耐病虫性であるが、高地で

は品質、低地では収量が特に重要視されている。
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第 2図 インド忙おける訪問先

個体選抜で有望と認められた個体は、苗床試験の後忙系統比較試験に移す。定植後は特に日よけ

を慎重に行なう。この系統比較試験では、摘採面が広く、多収で良質な系統が選ばれる。現在、

B/5/63が最も優秀である。

育種試験用の簡易製茶法として、小型C.T。c.機 (45 0?  の生葉を 8分間で処理）、
m i n c i n g ma c h i n e, 小型揉捻機 (200~250?'の生葉使用）およひ小型乾燥機が用いら

れている。

さし木繁殖： The Tocklai Tea Experimental Station や主要エステートで
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有望と認められた系統のさし木繁殖を大規模に行なつている。方法は他の地域と ない力、主

ず径5cmの素焼苔の小鉢に 1葉ざしし、約 3カ月後に、発根したものを 10 X 3虚切の底なしのポ

リエチレン袋忙移して養成する。日よけの材料や方法その他の管理上の注意はセイロンと同じであ

る。移植後 6カ月で本院に定植するが、本ぽはあらかじめグアテマラグラスを

定植の適期とされている。

育種以外の分野の研究事情は略す。

(2) 北インド地方

く。 6月が

Darjeeling附近は標高2,00 Ornに及び、ダージリンフレーバーを誇る世界最高級の紅茶

産地で、古くからのエステートも多い。純粋の中国種に近い自然実生の茶樹が、急傾斜の山腹に雑

然と株植えされており、樹勢が弱く収量も含わめて少ない。日中も午後忙なると霧が発生し、日照

の少ない冷椋な気象である。 4月末から摘採が始まる。被陰樹は匠とんど認められない。

Darjeeling附近では試験研究機関はない。

Assam地方はブラマプトラ河流城の雨量に恵まれた低湿な乎担地で、 1 8 2 3年にこの河の流

城忙有名なアッサム野生種が発見され、現在ではインド最大の茶産地帯となり、茶図の大部分が

Ind i an Te a As soc i at ion匠所属している。

栽培種は糾粋のアッサム種に近く、所匠よつてはいくぶん中国種の血が主じつている程度の自然

実生の系統である。

この地方の紅茶の試験は、おも尻 ITA所属のThe Tocklai Tea Experimental 

Station で行なわれている。この試験場は 18 9 8年匠試験が開始され、 1 9 1 0年忙現在地

に創設された。 11の研究分野匠分かれ、場長以下 30余名のSenior staff をそろえ、

1 0 0名を越える場員が協会所属の各エステートと連絡を取りながら約 10 O haの筏場で研究を

進めている。

品種の育成

育種方法：中国種からアッサム種まであらゆる茶樹が広範に集収保存されており、茶の低かの

Camellia属植物も多数保存され、育種素材がきわめて豊富である。栽培種としてはアッサム種

がすぐれ、中国種やアッサム雑種は明らかに劣り、 したがつて育種の方向としてはアッサム野生種

の改良化重点がおかれている。育種目標は強勢、多収、良質および均等性である。

育種事業は比較的古くて 19 3 9年花開始され、第2次大戦後は急速に進んだ。育種の方式とし

ては実生系品種と栄養系品種の育成の二つがとられているが、前者を主体忙してこれに後者をう主

く組合わせて行なつている。

実生系品種の育成には、まず生長量、収量、品質ともにすぐれた個体を選び、これらの間で人為

交配を行なう。このい clonal progeniesを調査し生育、葉の大含さなど匠ついて均等性

が高く、収量や品質のすぐれた後代を生産する有望組合わせを選ぶo次忙これらの組合わせの両親

個体をさし木繁殖でふやし、隔離採種ぽ(IC1個体ごとに交互匠植える。これらから大量 (1個体あ

たり 30 0 ~ 2, 0 0 0粒）の biclonalの自然交雑種子をとり、それを養成してTockla i 
その他のエステートで詳細な試験を行ない、特に茶品質と収羅を主にして最終的に有望組合わせの

選抜を行なう。
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1 9 6 3年注で応 Tocklaiで行なわれた数百の c:ro s s から泡わずか忙

組合わせとして選ばれている。 'focklaiでは polyclonal crossも行なわれているが、

biclonalVC比べて手数かかかり主だ実用応は供されていない。

の均等性が要求されるので、 あたつては、

匠大宮な考慮が払われている。均等性が高く形質のすぐ

るため匹苓 sib crossゃbs,ck crossなど心用いられている。

安価である点 れる。

みつけ

＜ 

実生系品種育成の段階で特lですぐれた形質を示すものは、さし木繁殖を行ない系統比較試験の

として取り上げられる。 5 0 インド各地で栽培され, TV  1 

(19/2 9/1 3)が特妬すぐれている。

以上のように'l'he 'focklai Tea Experimental Stationでは、実生系と栄養系

の二木立てで育種事業が進められているが、前者が中心で隔離採種ほが広く設けられている。採種

厄の"bearer" は、小型茶樹では 2.5~3 m、大型茶樹では6mの間隔で自然仕立てで養成さ

れている。

開花盛期は 11~・12月で、翌年の 10月頃に結実する。摘採圏で有望個体がみつかると、その

株の一本の枝を伸ばして自然仕立てとし、摘採と交程の両用忙供している点が興味深く注目された。

Camellia i r r awad i ens i sとC.,s i n e n s i, s v a r. as s am i caとの交配も行なわ

れているが、このF1は樹勢は強いが品質の点で主つた＜実用性がない。

さし木繁殖： 1葉ざしで露地にさし発根したものを、約 3カ月後にポリエチレン袋に移す。発根

のよい系統は虹接ボリエチレン袋にさす。がん水は人力で行なうがスプリンクラーの設備もある。

さし床は半地下式で、ポリエチレン袋は低い位置匠罹かれる。通気をよくするため苗床側面にレン

力を 3段交互匠積み、す含注を作る。床の両側vc深いみぞを堀り排水に留意していた。ヘジアンに

よる日よけは通気が不良のため用いない。竹を編んだものが最もよくしかも安価のようである。

さし木の適期は4~5月と9~1 0月の 2回で育苗期間は 6ヶ月であみ

系統比較試験、栽培密炭試験、肥料試験の筏か被陰樹の効果の試験も、行なわれていた。ここでは

疇樹の効果は明らかに認められ、どのエステートでい約 12 mの間隔でみごとな被陰樹が育つて

いた。 Pruningは毎年11月に 7o ~ 8 ocmの高さに行ない、切口に Indo Pasteをていね
ぃ忙塗つてい厄

D.N .Bar u a博士は、茶樹の学名が国によつて注も主ちであるが、数年前の Internatio-

nal Code of Botanical Nomenclatureで次のよう匠決まったので統一したほう

がよいと力説していた。

Ca me l l i a s i n ens i s (L.) 0. Kun t z e v a r. s i n en s i s・ ・・・・・葉が小さい。

Camellia sinensis(L.) O.Kuntze var, assamica……葉が大きい。

育種以外の分野の研究事情は略す。

The Tock]ai Tea !ilxperimental Stationの場長のD.H.Laycock氏との

懇談

試験場紅おける育種事業の歴史はかなり古いが＼育種の方式はわが国と異なり、実生繁殖用品種
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の育成忙重点をおぎ、広大な隔離採種ぽを必要とする育種様式をとつている。研究の内容について

も、茶樹の分類や細胞遺伝学的研究の傾向が強いo栄養繁殖の面の研究でもわが国と大差がない。

Laycockは場長は、当試験場は政府機関でな〈 ITA所属のものである点を強調し、現在のと

ころ日本から

明してい

v 結

は、進んで歓迎しない旨のかなり消極的な意向

広大な地城を；限られた期間で行なった調査で、それ忙育種以外の専問分野の知識が低いため、広い

範囲について深い調査は不可能で、不充分な結果におわったうらみがある。

しかし各試験場の場長やエステートの責任者をはじめ要路の人達と会い、で登るだけ多くの研究者や

技術者と語り、注た現地人ともつとめて接触の機会をつくり、調査目的の逹成につとめた。その結果、

概略次のことが明らかvcされた。

セイロン、インド両国は研究状況ならびに茶業事情全般を通じて根本的匠は差異がなく、特に経営形

態については多くの類似点が認められた。

主ず研究体制匠ついてみると、両国とも茶の研究機関は他の作物のそれのよう匠国立ではなく、茶業

者の集主りである協会匠所属している。したがつて研究内容は基礎的よりもむしろ生産に直結したもの

に重点がおかれ、協会所属のエステートとの連絡を密にし、生産の現場から問題を取り上げる傾向が強

い。研究所の設備その他は、当初英国人によつて開発されたため、内容もかなり充実してい1t.o

しかしながら、こうした試験場の設備、研知村容および staffの面での充実度などの全般を通じて

みると、ゎが国のそれらよりも特にすぐれているとは思われない点も多く認められit.o

次代育種事情たらび匠研究状況忙ついてみると、セイロンおよびインドは熱帯地城のため高湿多雨忙

恵まれ、すぐれた紅茶適性を示すァッサム種の栽培に含わめて適した立地条件をそなえているといえる。

ところで両国とも茶の栽培は高地妬集中し、そのため地形的には傾斜地が多く、自然交雑実生茶樹の

株仕立栽培がおもで、樹蟄も弱く株間の空地も多く収量が少ない。傾斜地のため栽培管理への機械力の

導入はまったくみられない。

このように、高地の日照の少ない冷涼な山間傾斜地に、比較的尉勢の弱い実生茶樹が栽培されている

ためか、品質特匠 flavour が含わめてすぐれ、古くからの高名な茶産地が多い。現在セイロン、イ

ンドともに高地では品質を、低地では収量を目標妬して育種および栽培が行なわれている。

栽培種としては、セイロンおよび南インドではアッサム雑種がおもで、高地では中国種に近く品質を

中心に、低地ではアッサム種妬近く収量匠重点がおかれている。極端な高地茶産地帯のDarjeeling

では中国種が栽培され、晶種とく妬 flavour で名高い。東北インドの低湿地帯のアッサム地方では

ァッサム種が栽培され、品質、収量ともにすぐれて世界第一の紅茶産地を形成している。

育種事業の効果は両国とも最近顕著なものがみられた。育種方式はセイロンおよび南インドでは栄養

系品種を主体妬し、北ィンドでは栄養系と実生系品種の二本立てで進められている。セイロンでは

TRI2025やTRI2023のように在来種の 10倍近い収贔を示すすぐれた栄養系品種がさし木繁

殖によつて増殖されている。いつt町ぅァッサム地方では実生系品種として、平均性の高いすぐれた形質

の自然交雑実生を大羅に生産する有望組合せが次々とみいだされ、広大な隔離採種匠匠よつてこれら新
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品種の増産が進められている。このような育種事業の進展によつて、今後セイロンおよびインドでは、

ともすぐれた新品種による在来園の改植が広く進められるものと思われ、単位面積あたりの

収量も、世界第一を誇るわが国の水準に接近して来ることは主ちがいない。

次に、セイロンおよびインドの紅茶事業の大宮な特徴は、低賃銀で豊富な労働力匠恵されていること

である。これ陀ょつて年中適期に摘採し、手摘み尻よる良質茶が得られている。

さらにエステート経営を主体とする超大型経営形態匠よつて、紅茶産業の合理化が高度匠進んでいる

ことも大きな長所の一つである。

急傾斜の茶困にもかかわらず、生葉輸送のための道路（農道）は完備し、茶幽の中心部匠は近代設備

の整った立旅な製茶工場が建も、最新式の製茶機械が整備されている。

以上のように、紅茶産業のための恵注れた立地的、社会的、経済的諸条件に、さら匠研究と生産、す

なわち試験場とエステートとの水ももらさぬ連係と協力と化よつて、良質にして安価左紅茶生産が確保

され、セイロンおよびインド両国の紅茶の先進・主産国としての地位が堅持されているのである。

今後、優良品種の増殖・普及とあい主つて、機械力の導入その他の労力の節減化が取り上げられ効果

を挙げるならば、セイロンおよびインドの紅茶産業はさら忙一段の飛躍を遂げることは疑いない。

本調査の限りでは、研究・技術の面で、わが国の茶業の水準がセイロン拉よびインドより低いとは思

われないが、立地的、社会的、経済的諸条件の不利はこれをいかんともしがたい。こうした不利を克限

し、わが国の紅茶産業を推進してセイロンおよびインドなみ匠おしあげるため匠は、主ず品種び改良

次匠栽培管理一般ならびに製造の面での技術のいつそうの改善妬よるコスト下げ、さらに協業化その他

忙より経営の合理化を図ることが何よりも必要であると思われる。

最後忙、これ注で述べたような研究状況ならび陀茶業事情から、セイロンぷよびインドの試験研究機

関では、日本の茶樹育種の専問家を長期在外研究員として迎え入れること匠ついて、積極的な賛意を表

明しなかったことをつけ加えたい。

ー、ウ？—
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写真13.小型揉捻機 (UPASIのTRS)

写真14. The Tocklai Tea Experimental Station 

写真15. 採種ほ (TocklaiTES) 
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I 調査目

熱帯及び亜熱帯地域匹おける農業技術匹関する研究の一層の発展のために、

研究施設の設置等を含めて、これらの地域での研究活動の組緑的充実が考慮されている。しかし、これ

らの地域匹属する諸国の国際的研究活動匹対する協力の態勢、またこれに関連する法律制度、その適用

の実態等匹関しては必ずしも充分の知識があるわけではない。従つて今後の研究計画の立案及び研究の

円滑な実施のため匹は、これら諸国匹おける隅連諸制度とその運用の実態を把握しておく必要がある。

とく匹在外研究員の派遣が具体化しつ＼あるタイ及びマレーシア両国については、早急にこれらの諸条

件を明らか匹することが求められている。

なお、今後の研究計画の立案匹資するため、開発途上匹あるこれら諸国が当面し、また将来匹おいて

問題とされるであろう経済的諸問題に関連して今後一層の究明を必要とすると思われる技術的研究課趙

の整理を行なうことも併せて目的とする。

n 調査百者
農業総合研究所海外部

農林水産技術会談事務局

（現園芸試験場興津支場）

晨林水産技術会議事務局

皿 日程および訪問先

紙谷 貢

戸谷昭夫

大城裕行

3月26 日（日• 11 : 00 東京発

11:00(現地時間） Bangkok空港着

大使館 川ロ一等書記官と打合せ並ぴ紅懇談

3月27日（月） 9:30~11:00 大使館訪問粕谷大使妬挨拶

和田公使、川口、小宅、富金原各骨記官、武田OTCA

Bangkok事務所長と懇談

3月28日（火） 9;30~12:30 京都大学東南アジア研究センター石井米雄助教授

14:30~16:30 JETRO Japan Trade Center Bangkok 

富田純次郎、木村毅両氏

3月29日（水） 10:00~11:oo 大使館川口、野瀬書記官

11;30,~12:30 National Research Council 

Miss Kruamat(National Youth Bureau) 

瞑 J合tising Nandasuta 

(Social Science Division) 

15:00~17;30 アジア経済研究所派遣員野中氏

3月30日（木） 1 O : 3 0 ~ 1 2 ; 3 0 Nat i on a I Re sear c h Co u n c i I 

Dr. Pradisth Cheosakul(Deputy 

Secretary General in charge of 
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Natural Science) 

Mrs. Boonthom Dhamcharee(Chief,. 

Research Comp i lat ion and 

Coordination Oivision) 

3月31日（盆） 10:00~12:oo 大使館川口、小宅占記官

13:JO~Is:oo National Economic Development Board 

Mr. Krit Sombatsiri(Economist)(紙谷）

1s:20~1s:40 大使館和田公使 （紙谷）

13;30~17:0o Technical Division,Department 

of Rice 

日本商工会議所

（戸谷）

（大城）

21:00~22:oo アジア経済研究所調資員吉岡雄一氏

以上の他、 3月28日、 3 0日 P A O / E C A F E Ag r i c u I t u r a l Di v i s i on 

長谷山崇氏 PAO Expert松尾英俊氏と夫々会食懇談

4月 2日（日） 12:30 Bangkok発

1s:oo Kuala Lumpur空港着

4月 3日（月） 9:30~12;00 大使館訪間 甲斐大使に挨拶並びに懇談

小烏、増井両壽記官と面談日程打合せ

1 2 ; 3 0 ~ 1 7 : 3 0 J E TR O Ku a I a Lumpur Office姉歯尚氏

4月 4日（火） 8:30~15;00 Department of Agriculture 

Mr.Yap Sin Hee(Administrative 

Officer) 

Mr. M. Ind o t (Tech n i ca I As s i s t an t , 

Depa r t me n t of Ag r i c u I t u r e , 

Tanjong Karang) 

Mr. M,Indotの案内でSoi I and Wa t e r 

Research Station, Par it Satu, Tanjong 

Karang及び同地区の Agricultural Service 

Stationを見学

15:30~17:30 大使館植原OTCA事務所長

4月 5日（水） 1 0 : 0 0 ~ 1 3 : 3 O De p a r t men t o f Ag r i c u I t u r e 

Mr. Inche Mohamed bin Jami !(Director) 

Mr. Ahmad bin Mohamed Amin (Asst., 

Di rec tor , Dev e I o pme n t) 

Mr. Van Thi an Kee(Asst, Director, 

Research) 

Mr. Av i b i n Aro p e (Sen i o r Agron om i s t) 
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15:30~17:30 Department of Printing 

4月 6日（木） 9;;10~11:00 Economic J'lanning Und,Prime 

Ministers Departmen 

Mr. Syed Hu s s a i n Wa fa (As s t炉 Secretary

Planning) 

Mr. Jim Goering 

Mr.Mohamed Zaki:i Rastri 

増井著記官同行

14:00,-17:00 JETRO 姉歯氏

日本プラント協会西田氏

4月6日午後、 4月7日 Colombo Plan Expert川上氏訪問（戸谷）

4月 7日（金） 13:00~14:30 アジア経済研究所深沢八郎氏、堀井氏

4月 8日（土）

4月 9日（日） 10: lC KL発

21:so 東京着

“ 

N 調査結果

l 熱帯農業研究所の研究活動に対する現地の認識および受入れ態勢

タイ国

(1) タイ国の現行制度を前提とする限り、熱帯農研よりの研究者の派遣は、タイ側の要請に基く技術

援助と判断するか、 NRGの承認匹よつて研究活動の許される日本側の自主的研究と見倣すか、何

れか一方匹ならざるを得ない。すなわち、上記二つの範疇以外のもいは考えられない。但し、一応

技術援助の範疇匹は含まれるが、 USOMが実施している研究活動はNRCの調整を受けていると

ととなつている。

(2) クイ国側では、如何なる形式であれ、日本の優れた研究者（著名な指導力のある人をと〈匠睾ん

でいる）が来て、研究活動をすることを望んでいるが、それは技術援助であると考えている。促つ

てタイ側で希望する研究分野の仕事であつて、 しかも日本がその費用を るならば極

めて望ましいことと判断している。従ってそのような projectは当然CoI ombo Pl an形式

により、 Department of Technical and Economic Cooperation(DTEC) 

の所掌するものと考えている。

{3) 若し、召珈援助ではないとするならばNation a l Research Co u n c i I (NRC)の承認

の下にクイ国内で研究の許される外国人匹よる研究の部類匹含まれるのが当然としている。

この場合、外国人によるクイ国内での研究の中にタイ国人との共同研究も含まれると考えられる。

熱帯農研の研究活動が、日本人匹よる自主的な研究であれ、またタイ国人との共同研究であれ、
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の承認を1晶・cNRC Sponsored Proj仔('.tとならなけれはならないので、個々の

Ca Sも毎匹 NRCvc a pp I yしなければならない。

差し出

侭タイ

'1側に Counterpartのfunds かないこと及びとく

によるというものではないのでNRC Sponsored projectとして扱うこ

ととなつた。

りr唸じradisthの感覚では、若し日ぷかいろいろな Projectを抱合した、長期的な大きな

programをもつているならば、そのProgram全体忙ついて話合い、特定の協定を考えるこ

とも一つの方法でないかと感じているようである。

(5) なお、西ドイツ、テンマークなどColombo Plan非加盟国はクイ国との間に夫々経済及び技

術援助匹閑する一般協定を結び研究的、教育的な project もすべて援助として処理されている

が、

ある。

マンージア国

これらの国の協定とは異つた文化協定的なものと考えているもののようで

ヽ
じo!ombo Pian: てよる援助と日本政府の予算措置に差があつ

ても実質的化は差異はないのではないかという判断に立つている。

(2) マレーシア側は研究的なものであれ、教育を目的としたものであっても一切を技術援助と考えて

Co I ombo Pl anvこのせて受入れて居り、それ以外のものは特別の協定のない限り認められない

としている。平和部隊厄関してはUnderstandig の交換によつて別途四扱われている。

Colombo Planのprojectは各省からの要求に基づき、 Economic Planning 

Unit(E. P.U。)が開発計画の方向に照らしてその諾否を決定している。 Colombo Plan 

のCounte r pa r t FundsはEPUの予算の中匹組まれているので、その予算のない熱帯農研

の研究者派遣匹ついては、農業局としてはEl'U匹強くその承認を求めることが出来ず、さりとて

}~PU と無関係に研究者を受入れることが出来る立場匹はなかつたが、 日本側から Colombo

PlanのCounterpart Fundsを必要とする部分についても費用を分担するという提案があ

ったので特例として承認している。なお先例としては、大来佐武郎氏がAdviser として短期間

滞在した時費用は日本側の負担でColombo Plan 匹のせたことがある。

(4) 長期匹亘る継続的な研究者の派遣、或は研究所の設置というようなことも含めて特別の協力の計

画を日本側でもつているならば、特定の協定匠よつてその実現をはかることも考慮してよいとは言

つているが、責任者か不在のため確言はしていない。

但しこの場合も NewzealandがMalaya大学に農学部を援助形式で寄贈し、教授も送り込

んでいるような例 おいているものとも受取れた。

熱帯農研在外研究員はColombo Plan Expert として入国しているのでマレージアの研

究計画匹即して協力することが要請されている。

2 研究者に対する便宜供与について

タイ国

(I) 研究活動が援助形式をとれば、 DTECの予算によつて、種々の便宜が提供される。念のため主
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($ 2 0 0) 

酒・煙草の無税輸入（ l 4, O O O Ha k t s以内）

自

Pe r son a l e f f e c t s 

Oreimbursement 

公務の場合の自動車提供、出張旅費支給等

これ 々の所属部屁の長を通じて DTEC

(2) N R C Sp o n s o r e d P r o j e c t 

出張（場合匹よつては旅費の支給も含む）の面倒をみたり、

があるが、それは研究実施するに当つて協力関係匹ある部局で

きる忍のでは左い。

ることと左つている。

ない。但し、自 したり、

な拮置かとらかること

であご）て、営

Colombo Pian であればVisa 

Sponsored Projectでも Visa 

十aというような小刻みの延長の扱いとなる。従ってその都度申請

の場合でも京大の研究センターの人はNRCを通じて問題なく

NRCの承認の下で研究に従事しているア

.
1
9
 
（
 
f

t

5

 

"
I
 ]̀ 0日

をうける必要がある。こ

ているが、同

Immigration 

Department妬申請している。（大使館の letterを添えて）

所得税、輸入税匹ついて

Colombo Plan 筈政府間協定によるものの他はナベて課税の対象となる。

上滞在したものはすべて所得税を課税され、納税証明書かなければ出国出来ない。

物品の持込は例外なく輸入税が課せられる。

1 8 0日以

所得税は徴税事務能力の関係危あつて京大センター、アジ研の人々

ジ研の先任者は出国に際し徴税されている。

要する匹援助形式匹よる場合を除き、特権、その他の便宜供信は全く

の協定があれば特権が与えられることは可能。

していない。

ない。但し、特別

マレージア国

(1) 熱帯農研在外研究員はColombo Plan Expert として扱われみ

Colombo Plan Expert と同じ条件で提供される。但し、マレーシア側じ PUの

措置を伴なう項目匹ついては日本側がwaiver しているので'--4仁戸凸ホ J,ふいい。

日本側のwaiverしたもの 家賃 (M$500以内）

Subsistence aiiowanee, Family 

allowance国内

をうけられるもの 所得税免除

personal effectsの無税輸入 6ヶ月以内）

（作し寄贈を前提とする）

(M $ 6, o o O伺利子 2年返済）
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なお入国許可［こは Security Clearanceを必要とする。

な
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とする。 J-1/研の

らの push筈 fてよジて長期Visaを得ている。

一般匹 3 認めない。 7 目動的に

lettei¥失入れ側乙,maI 

を取得することこなる。

(3) 所得税、輸入税匹ついては, Co L om b o P I an vてよる限り問題はない。

なく課税される。

但し、日本プラント協会では所得税分を協会て負担して駐在員の負担を軽紋している。

また輸入税を免れる手段として大使館経由紅よつて物品を輸入するという便怯も構じている場合

もある。

{4) 疇農研在外研究員の携行磯材（（こ

むよう紅要求されている。

受入れ誌験場の collaboratorと

3. その他問題となる点および所感

在外研究員の所遇がFAO Expert,C(ぅlombo Plan Expert胃同種の業務を行なう人

々と著しく異なることが考えられるので、在外研究員自体の体血の維蛉かかなり困難瓦なると考え

られること、並ひ匹日本人研究名を安光りすム結果紅なることか心配されている。

(2) 当然Colombo Plan~ このせるべき Projectが現地側のcounterpart funds 

約のため紅熱帯農研の project尻枷り枠えられる翡それかある。日本としても技術援助の体系応

混乱を生ずる苓それかある。

(3) 開発途上国はその開発計画の遂行四当つては、自主性を保持すること化重大な関心を払つている

ので、共同研究を行なう応ついても現地側の制度紅則して、現地側の発意を形；；；¥：的しても尊重して接

触しなければ不測の事態を惹起するかもしれない。外国の接触匹当つてはその political

imp I i c a t i on を充分考慮する必要がある。

(4) 熱帯農研の趣旨は両国の1関係者は大体理解していると思われるが、具体的内容につ

つかみ紅くいい研究員の派遣が性急忙仇かれたという事情もあって当恣の感なき匹しも非ずてあ

る。

熱帯塁研の業務応ついてその全貌を固めることが先す行なわれなけれはならないであらうし、全

体計画が樹立されない限り特別な協定匹よつて現地での活動の使宜を得ようとする試みが似り匹あ

ったとしても話合いが進行するとは思えない。
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＊ 
からみた研究課題

夕

l 最近における経済発展、その特色と間題点

(1) 1 9 6 5年のGNPは80 2億 8aht匹江し、 1 9 5 7 

この間の人口 3. 3 "/oの2倍以上の伸ひ率を示した。 ー

約 7.4 tt/o (文質 7tt/o)で、

り（｝、へ Pal9 6 5クド［〈：ふ入

いて 2.5 o O Bah tを超え、 l 9 5 7年の 1,8 4 0 Bah t応比すれは年半 4'faの増加である。しかも

この間物価の安定かぼゞ保たれている。

(2) 過去 8年間の経済成長をみるに、実質成長率は前半か6.5 d/o、も後半か 7.8 "/oを記録し、前半は農業

部門か 7.8'foの成長率を忍つて主導的地位匹あつたか、後半は第二次産業か 12. 3 1• 、

8. 4り0、第一次産業は 4.7 "/oと、第二次産業か主導的地位を占めている。

(3) 後半に姦いて第一次産業の成長率が鈍つたといつても 4.7 11/oという成艮率はその性格からみてもか

なり裔い成長率であるというべきであり、最近のタイ経済の成長の大さな要囚の一つである 19 5 9 

年以来の輸出の大巾伸長もこの農業部門の成長紅依存している。 1961~65年の輸出の伸

率 7.9 11/o、その輸出の中心は米であるが、とうもろこい 、/ユート、ケナフ、タピオカの輸出はその

絶対額も、輸出総額匹占める割合も増大している。なお l9 6 l年から l9 6 5年にかけ

3 
増加分のてか輸出匹枷向けられ、それか輸出増加分の一匹相当する。

4 

(4) 1 9 6 2年以降産業投資奨励法匹刺戟され、民間投資が著しく伸びた（伸び率 17 11/o)。また梅外

からの民間資本の流人も著しく、民間資本の流入は 1957-61年の 4090Jjドル侭対し..,1961 

- 6 5年は l8, 3 0 0'Jjドルである。また第 1次 6ケ年計画の下匹政府投資も著しく伸ひ（伸ひ率

11.211/o)、しかも 1961-65年の総投査額 7l 7億 Bahtのうち 7511/oを国内貯蓄でまかなっ

ている。

(5) 農業部門匠ついていえば、近年増産及び多角化が進んで屈り、中でも過去 8年間侭とうもろこし 8

倍、クピオカ 5.5倍、ケナフ 20倍という増加が記録されている。この間米は l.7倍の増加を示す忙

すぎないが、その生産額は農産物生産総額の 50 "/o、GDPの約 15 "/oを占め、かつ米の輸出は輸出

総額の約 34りoを占めるのみならず、米の輸出税及びプレミアムは財政収入の l0りoを超えている。

従つて人口増加と輸出余力の漸滅という背景もあつて米の増産は依然として最大の関心事である。

(6) タイの稲作付、殆んど外延的侭拡大する余地はない。面積の拡大を図るとすれば double 

cropping を推し進める以外にはないと思われるが、灌漑施設のかなり いるところでも末

端水路の未整備のために殆んどdouble cropping は行なわれてはいない。（幹線水路の両側

50m位の範囲には double cropping が見られる）また生産者価格の低さは稲作拡大の一つ

の障碍となつている。例えば 19 6 3年以来の価格の軟調は 19 5 8年以来漸増傾向匹あった面積の

拡大を抑えている。 (19 6 5年には微減、但し19 6 6年は国内価格上昇のため四作付培加）。

(7) 籾のha当り収贔は 1950-54年乎均で L30ton、これは 1934-38年平均とほゞ同じ

水準匹ありこの水準は 19 5 0年代末まで続き、 1 9 6 0年より上昇傾向匹転し、 1960-64年

平均では 1.4 5 tonとなつている。この 19 6 0年代匹入つてか よる

＊ この項は紙谷技官が前記の調査の一環として調査とりまとめたものである。
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ところが大きく、それか灌漑事業匹よるものか、恵まれた天候匠よるものかは、はつきりしない。ま

た、一般的に品種、或は耕作技術の改艮が広く行なわれたということは出来ない。しかし、 Rice

Departmentの直接の指導の下匹在来種を用いて反当 5石位の収量をあげた例もあることは注目

してよい。既四 6割程の農民が肥料を用いているといわれるので、佃らかの刺戟と普及匠よ

vc伸びる可能性はあろう。

中央部農村での人口増加は、最近主では東北部その他周辺地域での畑作拡大匹よつてその圧力が多

少軽減されていると思われるが、 おける小作料高騰の一因でもあろう。従って技術の普

及だけでは不充分でprice measureその他の incentiveが是非とも必要とされる。

(8) 急速な増産と輸出の伸長が注目されたとうもろこし、ケナフは最近その伸びが鈍つて来ている。と

く四とうもろこしは 19 6 4年をビーク応して生産は減退している。未墾地開発の鈍化と連作による

障碍の結果である。なお最近はmaize0こ代つて sorghumが伸びて来ている。また一部は甘庶匹

代替されて来ている。

(9} 第二次 5ケ年計画 (1967・-1971)で農業部門での重点は灌漑施設、輸送網の整備、試験研

究の強化、農民の組織化 (farmers'association,etc.濡噂；あげられているが、作物とし

ては、稲、とうもろこし、綿花、ゴム、ケナフ等に重点が指向されているし、輸出作物匹ついては品

質の向上を期している。

2 試験研究の課題

(1) 稲作についてはdouble cropping、単位面積当り収鵞の増大が主要な関心であるので、品種

改良、施肥改善、病虫害防除が重祝されているのは当然である。施肥は価格の条件が好転するなり、

融資制度がう古く行けばかなり急速に普及しよう。しかし施肥の増大ととも匠病虫害の増大が懸念さ

れるので病虫害防除の研究の必要性は更匹高まろう。畑作匹ついても施肥及び病虫害防除はかなり大

きな問題であろう。とくにとうもろこしについては道路の開設Ifこ伴つて急速に外延的匠拡大し、在来

種がガテマラ種匹代つて来たものであるので、施肥、病虫害防除はじめ栽培法({(_ついて充分な関心か

払われてはいなかつたようである。

1 
(2) 印位面積当り収量がマラヤのそれのーといわれるゴムは勿論技術的l'Lはかなりの水準にあるといわ

2 

れる綿花、その他ケナフ、甘熙等四ついて収量の増加、品質の向上が関i心事とされている。

ケナフ匹ついてはNRCの研究所で病害、品質侭ついて研究が行なわれて居り、砂糖については台

満より技術者が招かれようとしている。

(3) 原料農産物匹ついてはその生産増大が考えられているが同時に将来の計画としてその processing

の必要性が考えられている。輸出の多角化、工業化のためにはどうしても必要な過程であると考えら

れる。

マレーシア国

l. 最近における経済発展、その特色と問題点

(1) 1 9 6 0 - 6 5年のGNP成長率は 6.4 "/oで、 1955-60の4.0 d/oに比しかなり加速されてい

る。この間の人口増加率はかなり高く 3.0 d/oであるが、高度の経済成長によつて 1人当り GNPは
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(2) 

3'J/oの伸び率を記録している。

DP みると、 6、4りo も大きく貢献してい

l 8 "/o、霊力、水道C 1 2 .t/o、 4 "/oの伸ひ率を示すに叶団つている。

1960-65 い成長 (9.2りb)

出の伸 0, 8 "/oであり、 1 1輸出商品（コム、錫、丸太、製材、鉄鉱石、パーム

パーム核、パイナッフル缶詰、ペバー、コプラ、ココナツ油） 113(1960:::::: 

1 0 0)であるか、価格指数は 87と下つている。

経済の成長匹伴ない消費も伸ひ、主た投資か大巾に伸ひた。輸出の神び悩み匹対し、輸入（食糧及

び資本財中心）の伸びは著しく華僑送金筈の構造的赤字ー要因も含めて、マレージアの貿易構造は

l 9 6 2年以来赤字基調に変つて来ている。

(5) l 9 6 1 - 6 5年の第2次マラヤ 5ケ年計画匹おいて公共投資の拡大に重点か指向され、インフ

ス f、ラクチアの確立、農村開発が主たる対象となった。古た公共投資の拡大匹伴たつて民間投資が増

大して居り、それは主として工業、林業、輸送等の部門にみられる。こ

2 7. 6釈民間投資は 5.1 "foの伸びを示した。

なお生産性改善の投資としてゴムの replanting いか、これは 19 6 3 

頃まで増加したが、その後は減少している。しかしこれは農村開発、輸送、竃力の開発惰ととも匹辺

い将来、大きな経済発展の起動力たり得るであろう。

(6) 農業部門匹おいては輸出拡大の道として、高生産性のゴムの植付け~（主として小農面）、油脂用ヤ

ジの増産、その他バナナ、タピオカ、カンユー等の増産が図られているが、急速匹その効果は期待出

来ない。

また従来需要量の 35 "/oを輸入匹仰いでいた米の生産匹ついてはムダ、クムプ等の灌漑，1十画匹よっ

て北部厄米の二期作を積極的匹導入しようとしている。しかし、これも技術の普及、マーケソ7"イン

グの改善が伴なわなければならず、簡単ではない。

(7) 従来よりゴムの価格の良い時は米の生産は減少し、ゴムの市況が悲いときは米の主産が伸びるとい

われ、稲作はゴムと労働力においてかなり競合する。またMuda Riverなどの Projectか元成

し、二期作が可能になつても水利費の増加（現在の農民負担の 6倍になると言われている）、技術連

歩匹伴う COStの増加が農民匹どのような反応を袋こさせるか間起てもある。更紅、クイ、ピルマ

で米の増産が急速に進んだ場合どのような事態匹なるか、現在の 1ピクルス l6 M$の最低保印1曲格、

3 0 "/oの肥料価格補助か允分な incentiveたり得るかは疑間である3 さら（こマラ

の指導［こも拘らず適期作業をなかなか行なわない現状（中国系の農民はかなり技術的匹遜んている）

か目下の最大の障碍である。

(8) 第 1次マレージf司画 (1966-70)で農業部門vc開発投頁の 24 d/oを充当し、

発、ブムの replanting, 米の二期作拡張のための灌漑排水、研究乳了［動 etC 応主点か指向され

ているか、輸出の伸ひか大き〈期待出米ない点を考慮し、（コムの仙格の下洛、コプラ、ココナツの

輸出益額の減少）輸入代杵としての米の間歴、積極的な輸出商品としてはパーム核、バイナップル缶

詰の増産が意図されている。なお一部には呆実疏菜の輸人代替を考I,慮しているものもある。
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2 試験研究の課題

(1) 稲作匹閃 定多々あるが、 苔 としては普及、こ，( よう

匹仕向けることが大事左こととされている。主たユムの輸出紅大合〈

と〈 あろう。

汀←
•し3—

二期作のため

さら匹虫

辛固｝
ヽ

f
A 適

ついて研究か進められ

るべきであろう。左：位、個々の研究課題応2いてそれそれ研究を進めることも勿盆必要であるが、一

を作るような setの研究が必四とされよう。

(2) 主た二期竹の許及瓦伴な 望ミれる。と〈匹一期作

進めるため匹機械の導人か是非とも必要となる。 (EPCてはコムバイ

マレーシアの視在の研究 クアラルンプールでoil palm を

円滑に

している）

められているようてある。稲忙ついて応 oi I pa Im四しても

ようである。

畜産に い
ジ左 しているの

ついては既応目給し、、技術的応もかなりたいと EPUでは言っているが、豚肉、

んという。 PAOのProjection尻よ 1 0年間匹翡け

を考屈し

ぁ

0~8 5"/o<l) 

憎加、午乳 50~77"/oの増加とされている。
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